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序     文 

 

 独立行政法人国際協力機構は、エルサルバドル共和国政府からの技術協力の要請に基づき、平成

17 年 1 月 11 日から平成 22 年 1 月 10 日（延長期間平成 20 年 1 月 11 日から平成 22 年 1 月 10 日を含

む）までの予定で、技術協力プロジェクト「エルサルバドル共和国貝類増養殖開発計画」を実施いた

しました。 

 今般、プロジェクトの協力延長期間の終了を 2010 年 1 月に控え、当機構は平成 21 年 8 月 23 日か

ら同年 9 月 10 日まで当機構農村開発部畑作地帯第一課長である大木智之を団長とする終了時評価調

査団を現地に派遣し、エルサルバドル共和国側の評価チームと合同でこれまでの活動実績等について

総合的評価を行いました。これらの評価結果は、日本国・エルサルバドル共和国双方の評価委員によ

る討議を経て合同評価報告書としてまとめられ、書名交換のうえ、両国の関係機関に提出されました。 

 本報告書は、同調査団による協議結果、評価結果を取りまとめたものであり、今後プロジェクトの

実施に当たり広く活用されることを願うものです。 

 終わりに、本調査実施にご協力とご支援を頂いた関係者の皆様に対し、心から感謝の意を表します。 

 

 平成 22 年 2 月 

 

独立行政法人国際協力機構 

農村開発部長 小原 基文 
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修了時評価調査結果要約表 

作成日：2009 年 9 月 12 日 

担当部：農村開発部 

 １. 案件の概要 

国名：エルサルバドル共和国 案件名：貝類増養殖開発計画 

分野：水産開発 援助形態：技術協力プロジェクト 
所轄部署：農村開発部畑作地帯グループ

畑作地帯第一課 
協力金額（評価時点）：3 億 8,200 万円 

協力期間 

(R/D): 2005 年 1 月 11 日～ 
2010 年 1 月 10 日 
(延長期間：2008 年 1 月 11
日～2010 年 1 月 10 日) 

相手国実施機関：農牧省水産開発局（CENDEPESCA） 
日本側協力機関：広島県立総合技術研究所水産海洋技術セ

ンター、山口県水産研究センター 

１-１ 協力の背景と概要 
エルサルバドル共和国（以下、「エルサルバドル」と記す）では、1980 年からの内戦（1992 年和

平合意）、2001 年の大地震を経験し、その後の復興が図られているものの、依然として、経済社会イ

ンフラの整備や雇用機会の創出、農漁村部と都市部との所得格差の拡大などが課題となっている。

プロジェクト対象地域のウスルタン（Usulután）県及びラ・ウニオン（La Unión）県が位置する東部

地域は、エルサルバドルの中でも特に社会的・経済的な発展が遅れていることから、貧困削減を重

要政策課題としているエルサルバドル政府は、地域別国家計画（2000 年）で同地域を優先開発地域

として位置付けている。また同地域の中でも、人口の約 1 割を占める零細漁民は、漁業以外に収入

源がなく特に貧困の度合いが高い。東部地域沿岸部の零細漁民の生活は、アカガイや在来種カキを

中心とした貝類採集や沿岸漁業に支えられてきた。しかし、内戦とその後の混乱により、生活の糧

を失った内陸部住民が沿岸部に流入し、貝類採集に従事し始めたため、資源の減少が急速に進んだ。

これにより、採取する貝の大きさの小型化及び資源の悪化が見られ、漁場が年々遠隔化しており、

収入の減少と労働時間の増加が問題となっている。在来種カキ採取は男性が従事しているが、アカ

ガイについては、マングローブ林地帯での採取に特別な技術や漁具を必要としないため、最貧困層

の女性と児童も多く参加している。 
このような問題を解決するために、漁民に普及可能な貝類増養殖技術を確立し、併行して、漁民

が貝類資源を持続的に利用するための意識を醸成するとともに、収入の多角化を図る提案を含め、

直接住民に裨益する包括的なアプローチによる生計向上モデルを提案することが急務となってい

る。このような背景から、わが国はエルサルバドル政府の要請に基づき、本プロジェクトを2005年1
月から2008年1月までの3年間実施してきた。しかしながら、アカガイ類、カキ類ともに、増養殖に

供する種苗の大量生産・確保には至らず、人工種苗にかかる生産技術の確立、技術マニュアル、生

計向上モデル、漁民向け手引書の改訂についてはさらに支援を継続する必要があったことから、エ

ルサルバドル政府の要請を受け2008年1月から2年間の協力延長が行われた。 
 
１－２ 協力内容 
 (1) 上位目標：ヒキリスコ湾及びラ・ウニオン県の沿岸地域に、貝類増養殖を中心とする生計向

上モデルが普及される。 
 
 (2) プロジェクト目標：適正な資源管理意識に基づいた貝類増養殖を中心とする生計向上モデル

が提案される。 
 
 (3) プロジェクト成果 
 成果１：水産開発局トリウンフォ支局で、貝類種苗生産技術が確立される。 
 成果２：試験海域で、漁民に普及しうるアカガイ養殖技術が確立される。また、水産開発局に

マガキの養殖試験技術が定着する。 
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 成果３：海面及び沿岸域の資源の持続的利用及び漁場環境保全に関する、モデル地域住民の意

識が向上する。 
 成果４：モデルプロジェクトにおいて、貝類養殖を中心とした生計向上のための改善策が選定

される。 
 
 (4) 投入（評価時点） 
 日本側（延長期間）： 

 長期専門家派遣 2 名（チーフアドバイザー／貝類種苗生産、業務調整／貝類養殖） 
 短期専門家派遣 延べ 5 名（付着生物調査、人工漁礁効果測定、貝類流通調査、生計向上

モデルの 4 分野） 
 機材供与    本邦調達分約 558 万円、現地調達分 2 万 3,800 米ドル相当 

   本邦研修    2 名（JICA 集団研修「持続的増養殖開発」、「漁業コミュニティ開発計

画」） 
   プロジェクト活動費 約 19 万 8,000 米ドル（2008 年 1 月～2009 年 6 月まで） 
 
 相手国側（延長期間）： 

    カウンターパート配置：プロジェクト運営管理にかかわる C/P 4 名 
 技術 C/P 6 名（うち 1 名は国費留学で長期留学中） 

   施設： プエルト・エル・トリウンフォの新規種苗生産施設建設のための土地及び既存施

設の提供 
 プロジェクト運営費： 約 10 万 2,000 米ドル（2008 年 1 月～2009 年 7 月まで） 

 ２. 評価調査団の概要 
調査者 (担当分野：氏名 職位） 

団   長：大木智之 JICA 農村開発部畑作地帯グループ畑作地域帯第一課 課長 
貝類増養殖：兼保忠之 元広島市水産振興センター 所長 
計 画 調 整：橋本洋平 JICA 農村開発部畑作地帯グループ畑作地域帯第一課 職員 
評 価 分 析：大橋由紀 株式会社インターワークス 
*エルサルバドル側からも 3 名の評価調査団員が配置され、合同で評価を実施。 

調査期間 2009 年 8 月 23 日～2009 年 9 月 13 日 評価の種類：終了時評価 
 ３. 評価結果の概要 
３－１ 実績の確認 
 (1) 成果の達成状況 
 成果１：水産開発局トリウンフォ支局で、貝類種苗生産技術が確立される。 

本プロジェクトが扱うアカガイ 2 種のうち、クリルについては新規種苗生産施設での 5mm 稚貝

の生産技術、最適な中間育成技術が確立した。もう一方のカスコデブーロについては、成熟個体

の獲得方法が確立しておらず実験を継続している。マガキについては、延長期間の課題であった

親貝の産卵誘発に国内親貝を使って 2 度成功し、各産卵で 20 万個以上の 5mm 種苗を生産するに

至った。イワガキ付着基盤については、延長期間のモニタリング・調査においてキューブ型がピ

ラミッド型より優れていることが示唆されたが、最適な投入時期については今後もモニタリング

を継続する必要がある。 
 
 成果２：試験海域で、漁民に普及しうるアカガイ養殖技術が確立される。また、水産開発局にマ

ガキの養殖試験技術が定着する。 
 アカガイのうち、クリルについては網袋を用いた養殖試験を実施しており、プロジェクト終了

時までには養殖方法と生産規模が明らかになる予定である。カスコデブーロについても現在袋に

入れて生産する方法や適正密度についても実験中であり、終了時までにある程度の結果は得られ

る予定であるが、プロジェクト終了後も技術カウンターパート(Counter Part/Persona Contrapate:C/P)
が継続して最適な密度について確認する予定である。マガキについては、養殖試験の中で、飼育

環境モニタリングの継続、付着生物調査、現地で調達可能な養殖資材の検討、新漁場開拓などの
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各課題に対応した活動が実施され、C/P が今後専門家の支援を得ることなく独自で養殖試験を漁民

とともに継続していくことが可能になった。イワガキの人工漁礁における生産可能規模は、人工

漁礁毎に付着状況に差があるものの、付着が成功したものにおける生産可能規模は判明した。 
 
 成果３：海面及び沿岸域の資源の持続的利用及び漁場環境保全に関する、モデル地域住民の意識

が向上する。 
 本成果は本体期間中に達成されたと判断されている。 

 
 成果４：モデルプロジェクトにおいて、貝類養殖を中心とした生計向上のための改善策が選定さ

れる。 
 延長期間には、（1）クリル人工種苗を用いた養殖事業、（2）カスコデブーロ人工種苗を用いた

養殖事業、（3）マガキ養殖事業、（4）イワガキ人工礁設置事業、（5）一本釣り漁業用人工漁礁設

置事業の 5 事業がプロジェクト終了時までにモデルとして取りまとめられる予定である。 
 
(2) プロジェクト目標達成状況 
 プロジェクト目標：適正な資源管理意識に基づいた貝類増養殖を中心とする生計向上モデルが

提案される。 
アカガイまたはマガキの養殖試験及びモデル事業に従事する漁民グループは必要な技術は習

得し、今後も支援（種苗の提供、グループの組織強化、流通・販売経路の確立、更に漁民側から

は養殖に必要な資材や道具などの供与等）が継続的に得られれば養殖事業を継続できる状況であ

る。イワガキ人工漁礁での漁労活動に従事する漁民グループでは、採貝は行われているが漁礁管

理のための組織の問題があり、解決に取り組んでいる。延長期間に採算性が評価され漁民用手引

書としてまとめられるモデル事業は、これらの貝類増養殖事業を中心とした 5 項目であり、これ

らのモデルの採算性はプロジェクトが今まで行ってきた養殖試験並びに人工漁礁設置のデータ

を活用して作成され、採算性が示される予定である。なお、技術 C/P はカスコデブーロの種苗生

産とマガキの親外養成は除いて、種苗生産、養殖技術開発、及び漁民への指導に関して一定の水

準の能力を身につけている。今後は独力でこれら活動を継続していくことは技術的に可能である

と判断されている。 
 
(3) 上位目標達成状況 
 上位目標：ヒキリスコ湾及びラ・ウニオン県の沿岸地域に、貝類増養殖を中心とする生計向上

モデルが普及される。 
現時点でのモデルグループの数は 10 グループである。水産開発局(Centro de Desarrollo de la 

Pasca y la Acuicultura:CENDEPESCA)の来年度計画ではエルサルバドル全土で4ヵ所に生計向上モ

デルを新規に導入する予定があり、今後ヒキリスコ湾及びラ・ウニオン県の沿岸地域に対しても

その成果が波及される可能性が高いと考えられる。さらに、ラ・ウニオン県のフォンセカ湾沿岸

地域では、住民グループからの貝類養殖事業への関心が高まっており、ヒキリスコ湾では他の政

府事業によるアカガイ類養殖事業による生計向上プロジェクトへの資金的な支援の可能性も検

討されている。 
 
３－２ 評価結果の要約 

(1) 妥当性 
本プロジェクトは、ターゲットグループのニーズやエルサルバドルの政策、日本の政府開発援

助(Official Development Assistance/Asistencia Official Para el Desarrollo:ODA)政策と整合している。

導入した技術は計画時の想定よりも開発が困難で時間を要したことからプロジェクト期間の延

長が行われたが、延長期間中に一部の技術（カスコデブーロの成熟個体の獲得）を除いて技術開

発のめどが立った。 
 

(2) 有効性 
本プロジェクトにより、最終的には生計向上モデルが 11 項目（本体期間 6 項目、延長期間 5
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項目）1提案される見込みである。クリル・マガキの人工種苗生産の技術は確立のめどがつき、

技術 C/P は種苗生産・養殖技術に関する十分な知識を習得し、漁民も養殖技術を習得した。一方

で、主に組織強化や流通・販売の面から課題が残ることから、CENDEPESCA 等の支援なしには

まだ十分にモデルプロジェクトを継続できる段階には到達していない。イワガキ生産についても

住民組織の問題や人工漁礁の適切な投入時期の問題などが残されている。また、今までの実験結

果や調査結果を用いて生計向上モデルで採算性が示される予定であるが、プロジェクトの計画に

モデルの活用による実証作業が十分に含まれていなかったことから住民グループが実際にモデ

ルを活用することによる実証結果を得るまでには至っていない。 
 
(3) 効率性 

各活動はおおむね計画どおりに実施され、成果は各活動の結果により産出されている。ただし、

技術開発に時間を要したため成果の産出にも遅れが生じた。投入については、日本側、エルサル

バドル側共におおむね適切であったが、エルサルバドル側の技術 C/P の欠員の補充に時間がか

かっている。 
 
(4) インパクト 

モデル事業に関心を持っている漁民グループも多く、資金協力に関心を示している支援団体が

存在していることから、上位目標達成見込みは高い。なお、プロジェクトが提案する生計向上モ

デルが普及され上位目標が達成されるためには、普及に必要な初期投資、技術支援、社会面の支

援、継続的なフォローアップなどが必要である。CENDEPESCA はそれらの支援を可能にするた

めの方策を今後具体的に検討する予定である。 
 
(5) 自立発展性 

新政権のプロジェクトへの関心は高く、CENDEPESCA の来年度予算も 38 万ドル程度の増加予

定である。制度面では、農牧省(Ministerio de Agriculturay Ganaderia:MAG)、環境省(Ministerio de 
Medio Ambientey Recursos Naturales:MARN)、市役所のような関係機関による許認可制度（必要な

許可、申請プロセス等）が未整備である。組織面では、CENDEPESCA 内には普及を担う人材が

不足しており、具体的な普及体制については今後検討が必要である。 
 財政面については、国外機関、各種援助機関などからの貝類増養殖事業への資金援助の可能性

があり、養殖資機材の調達、種苗購入等初期投資資金が確保できる可能性がある。また

CENDEPESCA は零細漁業振興基金（Fideicomiso Pescar）のモデル事業の普及への優先的な活用

を検討するなど、貝類増養殖事業のモデル普及の気運は高まっていると言える。技術面では導

入・開発した技術は技術 C/P や漁民グループに受け入れられており、適用性については問題は指

摘されていない。しかし、プロジェクトを通して育成された人材が CENDEPESCA の雇用条件の

問題から離職するケースも発生しており、技術を持った人材の退職による影響を直接受ける可能

性はある。 
 
３－３ 効果発現に貢献した要因 
 ・ MAG 上層部のプロジェクトへの関与が強かったことや、技術 C/P の業務への積極性が高かっ

た。 
 ・ 新規種苗生産施設が完成した。 
 ・ 緊急時の回転資金 US$1,000 が設置された。 
 
３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 
 ・ 延長期間中の社会開発部の協力は十分に得られなかった。 
 ・ 新規種苗生産施設の完成に遅れが生じた。 

                                                 
1 本体期間中：アカガイ養殖事業 1 項目、アカガイ流通事業 3 項目（地元仲買人への販売、浜茶屋経営、都市への直販）、その他生

計向上事業で 2 項目（肉牛肥育、養鶏）。 
延長期間中：「3-1 実績の確認（１）成果の達成状況」の成果 4 に記載の 5 項目。 
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 ・ CENDEPESCA で欠員の補充が適切に行われなかった。 
 
３－５ 結論 
本プロジェクトは、当初の協力期間である 3 年間にアカガイの人工種苗の大量生産、マガキ養殖

技術の確立等の技術的な課題が残されたことから 2 年間の延長を行ったところ、専門家や C/P の尽

力の結果、クリル及びマガキの人工種苗の生産及び養殖技術はおおむね確立に至った。クリル人工

種苗生産の実績は中米では前例のない事項であり、本プロジェクトの成果として評価することがで

きる。専門家及び C/P は残りのプロジェクト期間でそれらの技術をマニュアル化し、技術の引き継

ぎや定着に努めることが望まれる。一方で、カスコデブーロの親貝養成及び産卵誘発の技術開発、

及び、漁民グループへの普及において重要となる組織の形成・強化や流通・販売の面ではいまだに

課題が残っており、本プロジェクトで育成された C/P と CENDEPESCA がプロジェクトの残り期間

において専門家のできる範囲の助言を受けながら、継続してこれらの課題解決に努めることが重要

である。 
 
３－６ 提言（当該プロジェクトに関する具体的な措置、提案、助言） 
【プロジェクト終了までに対応する事項】 

(1) プロジェクトの終了までにプロジェクトは以下の技術的な項目を達成する。 
・生計向上モデルの漁民向け手引書を作成し、CENDEPESCA と漁民から承認を受ける 
・技術マニュアル・手引きの作成、改訂 
・カスコデブーロの親貝養成技術の確立に向けた努力 
・新種苗生産施設での人口種苗生産の安定化、量産体制の構築に向けた方向性の提示 

(2) MAG と CENDEPESCA は、既存の施設を維持管理するために必要な修理が適切なタイミン

グで行えるように機材、技術、資金、人的な措置を保証すると共に、既にMAGとCENDEPESCA
に提出済みの来年度実施計画に対する支援を行う。 

(3) MAG と CENDEPESCA は、零細漁業振興基金の対象に養殖活動が含まれるように方針修正

を行う。 
(4) MAG と CENDEPESCA は、MARN に対して貝養殖に関するガイドライン策定の申請手続

きを促進する。 
(5) MAG と CENDEPESCA は、プロジェクト活動の自立的発展を念頭に他の漁民コミュニティ

への実証と普及を実施する。そのために今から 2010年 1月までにプロジェクト専門家と共に、

NGO、市役所、村落開発委員会(Asociacion de Desarrollo Comunal:ADESCO)、その他ドナー、

エルサルバドル政府関係機関に参加を要請し、その協力を確保する。 
 
【プロジェクト終了後に対応する事項】 

(1) CENDEPESCA は、イワガキ人工漁礁の設置のために、付着に適切な場所及び時期を特定す

るためにモニタリングを実施する。 
(2) CENDEPESCA は、未解決の課題に対して日本のボランティア等のスキームを中心とした支

援を受けつつ活動を継続する。 
(3) プロジェクトの自立発展性を強化するために、本プロジェクトを広域レベルで実施する可

能性があるので、MAG と CENDEPESCA と中米漁業養殖機構(Organizacion del Sector Pesquero 
y Acuicola del lstmo Centroamericano:OSPESCA)は日本からのアドバイスを受けながら協働す

る。 
 
３－７ 教訓（当該プロジェクトから導き出された他の類似プロジェクトの発掘・形成、実施、運

営管理に参考となる事柄） 
(1) 技術開発、試験、モデル事業実施、という異なるステージからなるプロジェクトをデザイン

する際には、各活動のフローと適正な期間を時系列的によく考慮する必要がある。 
(2) プロジェクトにおいて外来種を導入する際には、環境的な問題点をあらゆる観点から検証し

たうえで、当地での認証を早期に受けられる見通しがあるものを選定するよう配慮がなされる

必要がある。 
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Summary of the Results of Terminal Evaluation 

Date: September 12, 2009 
Department in charge: Rural Development Department 

1. Outline of the Project 

Country: The Republic of El Salvador 
Project Title: The Project for Shellfish Aquaculture 
Development in the Republic of El Salvador 

Issue/Sector: Fishery Development Cooperation Scheme: Technical Cooperation Project 
Division in Charge: Field Crop Based 
Farming Area Division I, Field Crop Based 
Farming Area Group, Rural Development 
Department 

Total Cost(estimated at evaluation): 382 million yen 

Period of 
Cooperation 

(R/D): 
11/Jan/2005-10/Jan/2010 
(Extension: 
11/Jan/2008-10/Jan/2010) 

Partner Country’s Implementing Organization： 
Ministry of Agriculture (MAG), Center for Fishery and 
Aquiculture Development (CENDEPESCA) 
Supporting Organization in Japan: Fisheries and Ocean 
Technology Center/Hiroshima Prefectural Technology 
Research Institute, Yamaguchi Prefectural Fisheries 
Research Center 

1-1 Background of the Project 
In the Republic of El Salvador (hereinafter referred to as El Salvador), the rehabilitation has been 

attempted after going through the civil war in 80’s (Peace Agreement in 1992) and a severe 
earthquake in 2001. However, there are still issues left such as the installation of social and 
economic infrastructure, the creation of employment opportunities, and the expansion of income 
disparity between urban and rural areas. Considering the poverty alleviation as an important political 
issue, the Government of El Salvador has positioned the eastern area of the country where the 
Departments of Usulután and La Unión are located (target areas of the Project) as the prioritized area 
of development in the “National Development Plan by Region” (2000). In this area, the marginal 
fishermen who hold approximately 10% of the total population tend to be in the situation of poverty 
without additional income sources apart from the fishery. Those marginal fishermen in the eastern 
coastal area have lived on the collection of shellfish mostly the types of anadara and native oyster. 
However, the inland population who lost their means of subsistence through and after the civil war
had moved into the coastal areas and started to engage in the collection of shellfish, which caused 
the rapid decrease of resources. It has resulted in the downsizing and deterioration of the collected 
shellfish, the shift of the places to collect shellfish to more distant areas, and the decrease of income 
as well as the increase of working hours. While the native oysters are collected by men, the
collection of anadara in the mangrove areas is carried out also by many impoverished women and 
children since it dose not require any special skills or tools. 

In order to solve these issues, it is necessary to establish the shellfish aquiculture techniques 
which are applicable for the marginal population in the coastal areas, and to raise awareness of 
people in the sustainable use of shellfish resources. At the same time, proposing the models for 
improving livelihood through the comprehensive approaches which benefit directly the people, 
including the diversification of income source, is considered as an urgent task. Thus the 3 years 
Project was started in January 2005 till January 2008 based on the request made by the Salvadorian
Government. However, the Project was not able to establish the technologies in the massive 
production of seeds both for anadaras and oysters, and it was necessary to continue the assistance in 
the establishment of these technologies and the preparation of manuals, livelihood models and 
guides for artisanal fishers. Therefore, the Project was extended for 2 years since January 2008 
accepting the request of Salvadorian Government.                   
 
1-2 Project Overview 
(1) Overall Goal: The model for upgrading livelihood mainly by introducing shellfish culture is 
disseminated in the Jiquilisco Bay of the department of Usulután and the coastal area of the 
department of La Union. 
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(2) Project Purpose: The model for upgrading livelihood is proposed mainly by introducing shellfish 
culture based in an appropriate coastal resources management. 
(3) Output 
1. The shellfish seeds production techniques are established in the hatchery of CPT 

(CENDEPESCA Puerto El Triunfo). 
2. A widen Anadara spp. culture technique to local artisanal fishers is established in the 

experimental sea areas and the experimental culture techniques of pacific oyster is established in 
CENDEPESCA. 

3. Awareness on sustainable use of coastal resources and conservation of coastal environment is 
increased in the coastal marine areas of the model groups communities. 

4. The models for upgrading livelihood are chosen for the artisanal fishers through the mollusks 
culture mainly in the model projects. 

(4) Input (at the point of this evaluation study)  
Japanese side (during the extension period): 

 2 long term experts (Chief advisor/Mollusks seeds culture, Administrative coordinator/ 
Mollusks culture) 

 5 short term experts (4 areas including the Sessile organisms study, Evaluation of 
artificial fish reef, Commercialization of mollusks, and Formulation of livelihood 
models) 

 Equipment worth 5,580,000 yen for the acquisition in Japan, as well as 24,000 US 
dollars for the local acquisition 

 2 trainees for the trainings in Japan (group trainings in “Sustainable Aquaculture  
Development”, and “Planning of Fishery Community Development”) 

 Local cost equivalent to approximately 198,000 US dollars (from January2008 to June 
2009) 

Salvadorian side (during the extension period): 
 Allocation of Counterpart Personnel(C/P): 4 administrative C/Ps and 6 technical C/Ps 

(including 1 person who is currently studying long term in Japan with government 
sponsored scholarship)  

 Existing facilities and land for the construction of new laboratory in Puerto El Triunfo 
 Project cost equivalent to approximately 102,000 US dollars (from January 2008 to July 

2009) 
2. Evaluation Team 
Members of 
Evaluation 
Team 

Leader: Mr. Tomoyuki OKI, Director, Field Crop Based Farming Area Division I, 
Rural Development Department, JICA 
Shellfish Aquaculture: Mr. Tadayuki KANEYASU, Former Director of Hiroshima City 
Fisheries Promotion Center 
Planning and Coordination: Mr. Yohei HASHIMOTO, Field Crop Based Farming 
Area Division I, Rural Development Department, JICA 
Evaluation Analysis: Ms. Yuki OHASHI, Consultant, Interworks Co., Ltd. 
*The Evaluation was realized jointly with 3 more Salvadorian members. 

Period of 
Evaluation 

23/Aug/2009 - 13/Sep/2009 Type of Evaluation: Terminal 
Evaluation 

3. Results of Evaluation 
3-1 Achievement of the Project  
(1) Achievement of Outputs 
Output 1: The shellfish seeds production techniques are established in the hatchery of CPT 
(CENDEPESCA Puerto El Triunfo). 

Among the 2 anadara species treated by the Project, concerning the Curil, the production 
techniques of 5mm seeds and adequate intermediate breeding techniques have been established. As 
to another species of anadara, the Casco de Burro, the technique to obtain mature individuals has not 
been established, and the trials have been continued. Regarding the Pacific Oyster, the Project has 
succeeded in the induced spawning twice during the extended period, and produced more than 
200,000 of 5mm seeds in each spawning. In terms of the adhesion of local oysters, although it was 
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identified through the monitoring and investigation during the extended period that the cube-shaped 
artificial reef showed better results than that of the pyramid shape, it is necessary to continue further 
monitoring to find out the adequate timing to collocate the reefs.  
Output 2: A widen Anadara spp. culture technique to local artisanal fishers is established in 
the experimental sea areas and the experimental culture techniques of pacific oyster is 
established in CENDEPESCA. 
 Among the anadara species, the trials of Curil farming utilizing the fishnet bags have been going 
on, and an adequate method and possible production scale will be identified by the end of the project 
period. As to the Casco de Burro, the trials to identify the ways to raise them in bags and adequate 
density for farming have been carried out and some results will be shown by the end of the project 
period. However, it will be necessary for the technical C/Ps to continue the trials to identify the 
appropriate farming techniques. Regarding the Pacific Oyster, the Project carried out trials to 
identify the farming environment, sessile organisms, locally available materials for farming, and 
new farming ground. As a result, the technical C/Ps are now capable to continue such trials 
collaborating with fishermen without assistance from Japanese Experts. In terms of the production 
scale of local oysters using the artificial reefs, although the results differed among the reefs, the 
production scale of the successful case has been identified.     
Output 3: Awareness on sustainable use of coastal resources and conservation of coastal 
environment is increased in the coastal marine areas of the model groups communities.  

It was considered that this Output was achieved during the original project period.  
Output 4: The models for upgrading livelihood are chosen for the artisanal fishers through the 
mollusks culture mainly in the model projects. 
 During the extended period, 5 livelihood activities will be compiled as models by the end of the 
Project, including the 1) aquaculture of the Curil with the seeds produced in the laboratory, 2) 
aquaculture of the Casco de Burro with the seeds produced in the laboratory, 3) aquaculture of the 
Pacific Oyster, 4) production of local oyster allocating the artificial reefs, and 5) collocation of the 
artificial reefs for single-hook fishing.   
(2) Achievement of the Project Purpose 
Project Purpose: The model for upgrading livelihood is proposed mainly by introducing 
shellfish culture based in an appropriate coastal resources management. 

The groups of marginal fishermen which have been engaged in the farming experiment and model 
activities of aquaculture of the 2 species of anadara and the Pacific Oyster have already gained 
necessary skills, and they are able to continue the farming activities if there are continuous supports, 
which include the provision of seeds and farming materials, strengthening of organizations, 
commercialization, etc.). As to the group of local oyster farming utilizing the artificial reefs, 
although they have been continuously working on the collection of oysters, they have problems in 
their community organization to manage their reefs and are trying to find a solution. There are 5 
livelihood activities (shellfish aquaculture and others) which have been examined their profitability 
and compiled as guidebooks for marginal fishermen during the extended period. Their feasibility 
will be demonstrated using the data and information obtained through the farming trials and the 
collocation of artificial reefs by the Project. The technical C/Ps have already gained certain level of 
abilities in the production of seeds (excluding the production of seeds for the Casco de Burro and 
raising methods of reproducers of Pacific Oyster), farming methods, and the orientation to the 
groups of marginal fishermen. It is considered that they can continue the activities by themselves in 
the future.            
(3) Achievement of the Overall Goal (prospect) 
Overall Goal: The model for upgrading livelihood mainly by introducing shellfish culture is 
disseminated in the Jiquilisco Bay of the department of Usulután and the coastal area of the 
department of La Union. 

Currently 10 groups of marginal fishermen have been working with the Project. The 
CENDEPESCA has a plan to introduce the Livelihood Improvement Models to additional 4 sites in 
the country for next year. It is considered that the results of the Project will be expanded to the 
Jiquilisco Bay as well as the coastal area of the department of La Union. Also, in the Fonseca Bay 
area of the department of La Union, there are increasing interests in the shellfish aquaculture among 
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the groups of residents, and in the Jiquilisco Bay there are some possibilities that other governmental 
projects may provide financial supports to implement livelihood projects of the anadara farming.   
 
3-2 Summary of the Evaluation Results 
(1) Relevance 

The Project is relevant to the needs of target group, governmental policy of El Salvador, and 
Japanese ODA policy. Although the project period was extended since it required longer period than 
expected to develop the related techniques using the technologies introduced by the Project, the 
development of the techniques was completing mostly during the extended period, except a part of 
techniques (attainment of matured individual of the Casco de Burro).  
(2) Effectiveness 

By the end of the project period, 11 Livelihood Improvement Models (established 6 models 
during the original project period and 5 models in the extended period) 1 will be proposed by the 
Project. The development of techniques to artificially produce the seeds of Curil and Pacific Oyster 
will be completed, the technical C/Ps have obtained sufficient knowledge related to the production 
of seeds and aquaculture techniques, and the groups of marginal fishermen who involved in the 
Project have gained skills of shellfish farming. On the other hand, the model projects have not 
reached to the stage which their activities are maintained without assistances of CENDEPESCA and 
other supporters, since there are some issues remaining related to the organizational strengthening, 
as well as the marketing and selling. In terms of the local oyster production, there are some unsolved 
issues such as problems of community organization and the adequate timing of installing artificial 
reefs. Also, although the feasibility of Livelihood Improvement Models will be shown using the 
results of trials and investigations, the results of actual application of the models in the groups of 
marginal fishermen will not be demonstrated since the design of the Project did not include such 
activities sufficiently.  
(3) Efficiency  

Each activity was carried out mostly as planned, and the Outputs were produced as the results of 
the activities. However, the realization of the Outputs was delayed due to the delays in the technical 
development. As to the Input, while it was generally adequate both in Japanese and Salvadorian
sides, it has been taking long time to fulfill the vacancies of the technical C/Ps by Salvadorian side.
(4) Impact 

There are many groups of marginal fishermen who are interested in the Model Projects, and some 
supporting organizations which show their interest in the provision of financial support in such 
activities. Therefore, the Overall Goal is most likely achieved. In order to disseminate the 
Livelihood Improvement Models proposed by the Project and achieve the Overall Goal, the 
continuous technical supports, social assistances and follow-ups will be necessary. CENDEPESCA 
plans to examine the possibilities to provide such supports from now on. 
(5) Sustainability 

The new Salvadorian Government shows an interest in the project activities and will increase the 
budget of CENDEPESCA for next year about 380,000 US dollars. In the institutional aspect, the 
permission and concession systems (such as necessary procedures to obtain permission, etc.) of 
related institutions such as MAG, the Ministry of Environment and Natural Resources (MARN), and 
local governments are not determined. In the organizational aspect, there is an insufficiency of 
human resources who engage in the extension, and it is necessary to discuss about concrete measures 
of dissemination. In the financial aspect, there are possibilities of obtaining financial supports for the 
shellfish culture activities from some donors and supporting organizations, which makes it possible 
to secure the initial investment for the shellfish culture activities such as purchasing equipment, 
materials and seeds. Also there is a growing interest in the CENDEPESCA itself to disseminate the 
models of shellfish culture, by examining the possibilities to give priority in the utilization of 

                                                 
1 During the original project period: 1 model of Anadara culture, 3 models of means of Anadara distribution (selling 

to local broker, management of seaside kiosk, direct selling to cities), and 2 models of other livelihood improvement 
activities (beef cattle breeding and poultry raising), and during the extended period: 5 models described in the 
Output 4, in the “3-1 Achievement of the Project”.  
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Fishery Trust Fund (Fideicomiso Pescar). In the technical aspect, the technologies introduced and 
developed by the Project are accepted by the technical C/Ps and groups of marginal fishermen. 
However, some trained staff resigned from CENDEPESCA due to the issues of employment 
conditions, and in such cases it may affect the technical sustainability negatively. 

 
3-3 Factors promoting the production of effects 
 The management level of the MAG had a high interest in the Project, and technical C/Ps 

engaged in the activities positively.  
 The new facility for the seed production was constructed. 
 The 1,000 US dollars revolving fund was established for the emergency use. 
 
3-4 Factors inhibiting the production of effects 
 During the extended period, the Project could not receive sufficient cooperation from the Social 

Development Unit of CENDEPESCA. 
 The construction of new facility for the production of seeds was delayed. 
 The vacancy of the staff was not fulfilled adequately by CENDEPESCA. 
 
3-5 Conclusion 

The Project extended the duration for 2 years since there were some technical issues remaining at 
the end of 3 years of the original project period, such as mass seeds production of anadara and the 
establishment of techniques for cultivation of Pacific Oyster. As a result, owing to the efforts of 
Experts and C/Ps, the techniques for production of seeds and cultivation of Curil and Pacific Oyster 
were mostly established. The achievement in the production of Curil seeds has no precedent, which 
is worth noting as a result of the Project. It is expected that Experts and C/Ps prepare manuals of 
such techniques and make an effort to takeover the skills to get them settle. On the other hand, there 
are issues remaining in the development of techniques in the cultivation of reproducer and the 
induced spawning of Casco de Burro, and the formulation and strengthening of organization and 
marketing and selling which are important to disseminate the models in new groups of marginal 
fishermen. It is important for C/Ps trained by the Project and CENDEPESCA to continue the effort 
to solve these issues, receiving the advice from Experts during the rest of the project period. 
 
3-6 Recommendations 
[Recommendations for during the project period] 
(1) The Project needs to complete following technical items before the end of project period 

1. Prepare the guidebook for fishers in Livelihood Improvement Models, and receive an 
approval from CENDEPESCA and fishers. 

2. Prepare and revise the technical manuals 
3. Keep making efforts to establish the cultivation techniques for reproducer of Casco 

de Burro 
4. Stabilize the seed production at the new facility, and present the direction toward the 

establishment of structure for mass production 
(2) It is recommended that MAG and CENDEPESCA secure the technical and financial measures to 

provide equipment and human resources to maintain and manage the existing facilities, and 
support the operational plan for the next year which has already presented to MAG and 
CENDEPESCA. 

(3) It is recommended that MAG and CENDEPESCA revise the policies of Fishery Trust Fund to 
include the aquiculture activities in its scope of target.  

(4) It is recommended that MAG and CENDEPESCA promote the procedures of MARN for the 
establishment of guideline of the shellfish culture. 

(5) Considering the self sustaining development of the project activities, it is recommended that 
MAG and CENDEPESCA implement the validation and dissemination of the models in the 
other fishers’ communities In order to do so, it is necessary to request and secure the cooperation 
from NGOs, local governments, ADESCO, donors and other national related institutions from 
now on by January 2010 together with Experts. 



 xi

[Recommendations for after the completion of the Project] 
(1) It is recommended that CENDEPESCA implement monitoring to identify the location and 

timing of the installation of artificial reefs which is adequate for adhesion of local oysters.  
(2) It is recommended that CENDEPEDCA continue the activities to solve the remaining issues, 

receiving the Japanese supports such as volunteer schemes. 
(3) It is recommended that MAG, CENDEPESCA and OSPESCA collaborate in the possibility of 

implementing the Project at regional revel in order to strengthen sustainability of the Project, 
receiving the advice from Japanese assistance. 

 
3-7 Lessons Learned 
(1) It is necessary to deliberate the flow of each activity and adequate period in chronological order, 

to design a project which consists of different stages such as technical development, trials, and 
implementation of model projects. 

(2) When a project introduces foreign species, it is necessary to verify the environmental issues 
with every aspect and select the species which have a higher likelihood of receiving approval 
from local authorities at an early point.    
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第１章 プロジェクトの概要 

１－１ プロジェクト名称 

 貝類増養殖開発計画 

 

１－２ プロジェクト期間 

 2005 年 1 月 11 日～2010 年 1 月 10 日 

 （延長期間：2008 年 1 月 11 日～2010 年 1 月 10 日） 

 

１－３ プロジェクト対象国、対象地域 

 対象国：エルサルバドル共和国 

 対象地域：ヒキリスコ湾及びラ・ウニオン県の沿岸地域 

 

１－４ 受益対象者 

 ヒキリスコ湾及びラ・ウニオン県の沿岸海域の零細漁民及び零細養殖者、水産開発局トリウンフォ

支局(CENDEPESCA Puerto El Triunfo:CPT)、水産開発局ラ・ウニオン支局(CENDEPESCA La Union:CLU) 

 

１－５ プロジェクト実施機関 

 農牧省（MAG）水産開発局（CENDEPESCA） 

 

１－６ プロジェクト概要 

 エルサルバドル共和国（以下、「エルサルバドル」と記す）では、1980 年からの内戦（1992 年和平

合意）、2001 年の大地震を経験し、その後の復興が図られているものの、依然として、経済社会イン

フラの整備や雇用機会の創出などの課題が多数残されている。特に、内戦時の人材流出による人材不

足は社会経済開発の阻害要因となっている他、今も内戦の影響により東部地域の開発は遅れている。

それに加えて近年は農漁村部と都市部との所得格差の拡大が深刻になっている。  

 プロジェクト対象地域のウスルタン（Usulután）県及びラ・ウニオン（La Unión）県が位置する東部

地域は、エルサルバドルの中でも特に社会的・経済的な発展が遅れていることから、貧困削減を重要

政策課題としているエルサルバドル政府は、地域別国家計画（2000 年）で同地域を優先開発地域とし

て位置付けている。また同地域の中でも、人口の約 1 割を占める零細漁民は、漁業以外に収入源がな

く特に貧困の度合いが高い。 

 東部地域沿岸部の零細漁民の生活は、アカガイや在来種カキを中心とした貝類採集や沿岸漁業に支

えられてきた。しかし、内戦とその後の混乱により、生活の糧を失った内陸部住民が沿岸部に流入し、

貝類採集に従事し始めたため、資源の減少が急速に進んだ。これにより、採取する貝の大きさの小型

化及び資源の悪化が見られ、漁場が年々遠隔化しており、収入の減少と労働時間の増加が問題となっ

ている。在来種カキ採取は男性が従事しているが、アカガイについては、マングローブ林地帯での採

取に特別な技術や漁具を必要としないため、最貧困層の女性と児童も多く参加している。 
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 このような問題を解決するために、漁民に普及可能な貝類増養殖技術を確立し、併行して、漁民が

貝類資源を持続的に利用するための意識を醸成するとともに、収入の多角化を図る提案を含め、直接

住民に裨益する包括的なアプローチによる生計向上モデルを提案することが急務となっている。この

ような背景から、わが国はエルサルバドル政府の要請に基づき、本プロジェクトを2005年1月から2008

年1月までの3年間実施してきた。しかしながら、アカガイ類、カキ類ともに、増養殖に供する種苗の

大量生産・確保には至らず、人工種苗にかかる生産技術の確立、技術マニュアル、生計向上モデル、

漁民向け手引書の改訂についてはさらに支援を継続する必要があったことから、エルサルバドル政府

の要請を受け2008年1月から2年間の協力延長を行っている。現在は、チーフアドバイザー/貝類種苗生

産、業務調整/貝類養殖の2名の長期専門家が活動中である。 

 

 なお、本プロジェクトのデザインは付属資料5：PDMバージョン3(ver.3)のとおりである。2007年9

月には当初の3年間のプロジェクト期間の実績について終了時評価が行われ、その結果を踏まえ、2年

間の延長期間に行う国際協力機構(Japan International Cooperation Agency / Agencia de Cooperation 

Japonesa:JICA)の協力の範囲が記載されている。 
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第２章 終了時評価概要 

２－１ 終了時評価の目的 

(1) プロジェクトの実績と実施プロセスを確認し、その情報に基づいて評価 5 項目（妥当性、有効性、

効率性、インパクト、自立発展性）の観点から、日本側、エルサルバドル側双方で総合的に評価

する。なお、評価においては、延長期間に残された課題の達成状況を重点的に確認し、当初協力

期間に達成された成果については、そのインパクトや継続性の視点からモニタリングを行う。 

(2) プロジェクト終了までの期間で対応すべきことを明らかにし提言すると共に、今後の類似プロ

ジェクトの実施にあたっての教訓を導き、結果を日本、エルサルバドル両国政府及び関係機関に

報告・提言する。 

 

２－２ 終了時評価の方法 

 プロジェクト延長期間開始時に作成された PDM ver.3 に基づいて、JICA のプロジェクト・サイクル・

マネジメント（Project Cycle Management：PCM）の評価手法を用いて実施した。PCM による評価は、

①プロジェクトの諸要素を論理的に配置したプロジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design 

Matrix：PDM）に基づいた評価のデザイン、②プロジェクトの実績を中心とした必要情報の収集、③

「妥当性」「有効性」「効率性」「インパクト」「自立発展性」の 5 つの評価の観点（評価 5 項目）から

の収集データの分析、④分析結果からの提言・教訓の導出、という流れからなる。評価 5 項目につい

ては表－1 に示すとおりである。 

 

 本案件の本体期間の終了時評価は 2007 年 9 月に実施されており、本評価調査では主に PDM バー

ジョン 3 に示される「延長期間の JICA の支援範囲」に基づき延長期間の活動及び成果の達成状況を

確認した。なお、5 項目評価では同 PDM バージョン 3 が示すプロジェクト全体（本体期間を含む 2009

年 8 月末時点まで）を扱った。 

 

表－１ 評価項目 

プロジェクトの達成状況 投入、成果、プロジェクト目標等の達成状況を確認する。 

実施プロセス プロジェクト実施中の活動の実施プロセスを確認する。 

評価 5 項目 

妥当性 

プロジェクトのめざしている効果（プロジェクト目標や上位目標）

が、受益者のニーズに合致しているか、問題や課題の解決策とし

て適切か、相手国と日本側の政策との整合性はあるか、プロジェ

クトの戦略・アプローチは妥当か、公的資金である ODA で実施

する必要があるか等といった「援助プロジェクトの正当性・必要

性」を問う視点。 

有効性 

プロジェクトの実施により、本当に受益者もしくは社会への便益

がもたらされているのか（あるいは、もたらされるのか）を問う

視点。 
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効率性 
主にプロジェクトのコストと効果の関係に着目し、資源が有効に

活用されているか（あるいは、されるか）を問う視点。 

インパクト 

プロジェクト実施によりもたらされる、より長期的、間接的効果

や波及効果を見る視点。予期していなかった正・負の効果・影響

を含む。 

自立発展性 
援助が終了しても、プロジェクトで発言した効果が持続している

か（あるいは、持続の見込みはあるか）を問う視点。 

 出所：プロジェクト評価の手引き-改訂版 JICA 事業評価ガイドライン（2004 年 2 月） 

 

２－３ 合同評価委員会の構成 

 (1) 日本側評価団員 

No 氏 名 担当分野 所  属 

1 大木 智之 団長 JICA農村開発部 畑作地帯グループ 畑作地帯第一課

課長 

2 兼保 忠之 貝類増養殖 元広島市水産振興センター 所長 

3 大橋 由紀 評価分析 株式会社インターワークス 

4 橋本 洋平 計画調整 JICA農村開発部 畑作地帯グループ 畑作地帯第一課

職員 

 

 (2) エルサルバドル側評価団員 

No 氏 名 担当分野 所  属 

1 Licda. Cecilia 

Guadalupe 

Aguillón Ortíz 

団長 農牧省水産開発局養殖部 コーディネーター 

2 Lic. Jorge A. 

López M. 

評価委員 国家水産科学諮問委員会（Comite Consultivo Cientifico 

Nacional de Pesca y Acuicura:CCCNPESCA）委員、中米

漁業養殖機構（OSPESCA）技術顧問 

3 Licda. Doris 

Pineda de Urbina 

評価委員 農牧省セクター政策・企画室 漁業担当職員 

 

２－４ 評価日程 

 現地活動期間：2009 年 8 月 23 日～9 月 10 日 

 団長、計画管理団員： 2009 年 9 月 1 日～9 月 10 日 

 貝類増養殖団員：2009 年 8 月 31 日～9 月 10 日 

 評価分析団員：2009 年 8 月 23 日～9 月 10 日 

 

２－５ 評価のデザイン 

 評価のデザインにあたっては、討議議事録（R/D）、PDM、活動計画表（Plan of Operations：PO）、
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調査団報告書、プログレスレポート、その他プロジェクト関連文書等に基づき、評価グリッドを作成

し、調査団内で合意した。主な評価項目は下表－２に示すとおりである。 

 

表－２ 主な評価項目 

評価項目 
評価設問 

大項目 小項目 
実績の検証 投入の実績は計画どお

りか 
エルサルバドル側及び日本側の投入実績 

各成果は達成されたか 成果 1～4 の達成状況 
プロジェクト目標は達

成される見込みか 
プロジェクト目標の達成状況 

上位目標は達成される

見込みか 
上位目標の達成見込み 

実施プロセ

スの検証 
活動は計画どおりに実

施されたか 
PO や計画内容に照らし合わせた各活動の実績 

プロジェクトの実施体

制に問題はなかったか 
実施体制、関係者間のコミュニケーション、実施機関や

カウンターパートのオーナーシップ、モニタリングの実

施体制など 

技術移転の方法に問題

はなかったか 
技術移転の成果が確認できるか 

適切なカウンターパー

トが配置されたか 
プロジェクトの実施において適切な人材が配置されたか

ターゲットグループ・関

係組織の参加度や認識

は高いか 

各関連組織や対象住民がプロジェクトの活動に十分に参

加しているか 

妥当性 必要性 プロジェクトはエルサルバドルの社会やターゲットグ

ループのニーズに合致していたか 
優先度 エルサルバドルの開発政策や日本の ODA 政策との整合

性はあるか 
手段としての適切性 プロジェクトは開発課題に効果を生む手段として適切

だったか 
有効性 プロジェクト目標の達

成 
プロジェクト目標は達成されるか 

成果とプロジェクト目

標達成の因果関係 
成果はプロジェクト目標を達成するために十分であった

か、外部条件の影響があったか、プロジェクト目標達成

の阻害・貢献要因は何か 
効率性 アウトプットの産出 アウトプットの産出状況は適切か 

活動とアウトプット産

出の因果関係 
アウトプットを産出するために十分な活動であったか、

外部条件の影響はあったか 
投入のタイミング・質・

量 
活動を行うために過不足ない量・質の投入が、タイミン

グよく実施されたか 
インパクト 上位目標達成の見込み プロジェクトの効果として上位目標の発現が見込まれる

か 
上位目標とプロジェク

ト目標の因果関係 
上位目標とプロジェクト目標は乖離していないか、外部

条件が満たされる可能性は高いか 
波及効果 上位目標以外の正負のインパクトは生じたか 
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自立発展性 政策・制度面 プロジェクト終了後も政策支援が継続するか、モデル事

業の普及のための関連規制・法制度は整備されているか

組織・財政面 協力終了後も活動を継続するための組織能力・オーナー

シップは十分か、予算はどの程度確保されているか 
技術面 プロジェクトが取り入れた技術は関係者から受け入れら

れているか、普及のメカニズムはプロジェクトに取り込

まれているか 
社会・文化・環境面 女性、貧困層、社会的弱者、環境への配慮不足により持

続的効果を妨げる可能性はないか 

 出所：本終了時評価評価グリッドから抜粋 

 

２－６ 情報の収集 

 現地調査では評価グリッドに基づき、以下の主な関係者から情報収集を行った。 

表－３ 主な情報収集先 

調査対象 プロジェクトとの関係 調査方法 
日本人専門家 長期・短期専門家 聞き取り及び資料の提供 
CENDEPESCA 幹部・マネジ

メント職員 
実施機関プロジェクト・ダイレ

クター、プロジェクト・マネー

ジャー、コーディネーター 

聞き取り、アンケート 

CENDEPESCA 技術職員 カウンターパート 聞き取り、アンケート 
漁民グループ モデルプロジェクト・養殖試験

への参加 
聞き取り 

環境省 環境に関する養殖活動への許

可・承認 
聞き取り 

 

２－７ 分析及び協議 

 収集した情報は評価 5 項目に基づいて分析し、その結果から提言・教訓を抽出した。なお、本終了

時評価は日本側調査団とエルサルバドル側評価委員からなる合同評価委員会において協議し、合意に

至った。（付属資料 4） 
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第３章 プロジェクトの実績 

３－１ 投入実績 

(1) 日本側の投入 

ア) 専門家派遣 

 延長期間はチーフアドバイザー／貝類種苗生産、業務調整／貝類養殖の 2 名の長期専門家が派遣

され、現在も活動中である。短期専門家については、延長期間中、付着生物調査、人工漁礁効果測

定、貝類流通調査、生計向上モデルの 4 分野にて、延べ 5 名の派遣が行われた。 

 

 2005 年 1 月のプロジェクト開始時から延長期間を含む現時点までの長期専門家総数は 6 名、短期

専門家は延べ 30 名である。詳細については、付属資料 8 を参照のこと。 

 

イ) 研修員受入 

 延長期間においては、JICA 集団研修「持続的増養殖開発」及び「漁業コミュニティ開発計画」に

2 名が参加した。また、JICA 長期研修として日本の大学院に留学している技術カウンターパート

（C/P）が 1 名いる。 

 2005 年 1 月のプロジェクト開始から延長期間を含む現時点までに、本邦研修参加者が延べ 5 名、

チリでの研修1参加者が 11 名で、計 16 名である。プロジェクトの枠組み外の研修参加として、前プ

ロジェクト（沿岸湖沼域養殖開発計画）から継続勤務している技術カウンターパートの日本におけ

る修士課程のための国費留学（1 名）や JICA の集団研修（2 名）に参加した実績がある。上記 JICA

長期研修参加者を含め、研修員受入の延べ人数は 20 名である。詳細については、付属資料８を参

照のこと。 

 

ウ) 機材供与 

 延長期間においては、本邦調達分約 558 万円、現地調達分 2 万 3,800 米ドル相当の機材が供与さ

れた。 

 

 2005 年 1 月のプロジェクト開始から延長期間を含む現時点までの機材供与費の総額は、本邦調達

分約 1,372 万円、現地調達分が 1.4 万米ドルとなる。携行機材費では、それぞれ 64 万円、3.4 万米

ドルである。詳細については、付属資料８を参照のこと。 

 

エ) ローカルコスト 

 延長期間では、2008 年 1 月から 2009 年 6 月までに 19 万 8,000 ドルを負担した。新規種苗生産施

設の施工管理ローカルコンサルタント契約、運転手・秘書・作業員の報酬・謝金、資機材・消耗品

購入などに活用した。 

 

                                            
1 チリでの第三国研修あるいはチンキウエ公社とのローカルコンサルタント契約ベースの研修が主であった。 
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プエルト・エル・トリウンフォの新規種苗生

産施設 

 2005 年 1 月のプロジェクト開始から延長期間を含む現時点までのローカルコストの総額は、82

万 2,000 ドルである。本体期間中には、特にラ・ピラジータ種苗生産施設の補修工事費 17 万 8,700

ドルの負担が含まれる。詳細については、付属資料 8 を参照のこと。 

 

(2) エルサルバドル側の投入 

ア) C/P の配置 

 本体期間の終了時点で、プロジェクト運営管理にかかわる C/P が 4 名、技術 C/P が 6 名（アカガ

イ部門 3 名うち 1 名は本邦への長期研修に参加、マガキ部門 2 名、イワガキ部門 1 名）配置されて

いた。このほか、CENDEPESCA 社会開発部の職員 1 名が、木・金曜日に社会開発部門の活動に参

加していた。 

 

 延長期間開始早々に、技術 C/P のうち 1 名がリーダー格として養殖センターコーディネーターに

任命され、技術 C/P が 4 名となったため 1 名の補充があり、リーダーに加え 5 名の技術 C/P 体制(合

計 6 名)となった。しかしながら、2009 年 1 月に技術 C/P 2 名が斬新的職業訓練モデル（Modelo 

Educativo Gradual de Aprendizaje Tecnicoy Tecnologico:MEGATEC）ラ・ウニオン校に新設された漁業

及び養殖学科の教官として採用され退職し、CENDEPESCA は現在 2 名補充のための手続きを行っ

ている。 

 

 本体期間中に週 3 日程度カウンターパートとしてモデルプロジェクトの実施や環境教育に従事し

ていた社会開発部の職員 1 名については、延長期間中の支援範囲にそれらの活動が含まれていない

ことから、延長期間中はプロジェクトへの積極的な関与はなかった。 

 

 また、2009 年 6 月 1 日の新政権発足に伴い、MAG 副大臣が交代した。CENDEPESCA 局長も 7

月 15 日に内部昇任人事にて新局長が任命された。よって、運営管理にかかわるプロジェクト・ダ

イレクター及びマネージャーが交代したことになる。現在のところ、MAG 及び CENDEPESCA の

トップの交代はプロジェクト遂行にネガティブなインパクトはもたらしていない。詳細については、

付属資料 9 を参照のこと。 

 

イ) 施設 

 本体期間中から、MAG 本省内及び CPT にプロ

ジェクト事務所、専門家用宿舎及びマガキ種苗生

産用ラボ、ピラヤ種苗生産施設用の土地・建物の

提 供 が あ っ た 。 延 長 期 間 に お い て は 、

CENDEPESCA によるプエルト・エル・トリウン

フォの新規種苗生産施設建設のための土地及び既

存施設の提供があった。 
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ウ) プロジェクト経費 

 本体期間から延長期間の 2009 年 7 月までのエルサルバドル側予算支出は、以下の表－４のとお

りである。その内訳は、電気代、電話代の公共料金、車両・船舶用燃料費、車両保険、警備員傭上

費が主なもので、実験室用備品、養殖用資材、車両及び船舶など機材の保守管理費などへの支出は

限られており、これら支出は日本側のローカルコスト負担から行っている。 

 

表－４ エルサルバドル側予算支出 

（単位：US$） 2005 年 2006 年 2007 年 2008 年 2009 年 
予算支出額 66,044.56 75,840.83 76,496.87 57,657.39 43,865.14 

＊2009 年度は 1～7 月までの集計である。     （出典：CENDEPESCA） 

 

３－２ 活動実績 

 延長期間中の JICA の支援対象の活動とその実施状況は以下のとおりであった。 

 

 なお、成果・指標・活動に示される下線については、実線は延長期間に対応すべきもの、破線は本

体期間の成果に加えて延長期間に更なる成果が見込まれるものとして、延長期間の計画立案時に設定

された事項である。無線は必要に応じて活動を実施するものとして設定された事項である。 

 

1-1. アカガイの種苗生産試験を実施し、結果を取りまとめる。 

 カスコデブーロについては成熟した親貝が獲得できなかったことから遅れが生じた。クリルは計画

どおりであった。 

 

1-2. マガキの種苗生産試験を実施し、結果を取りまとめる。 

 本体期間の終了時に計画されたとおりの方法で親貝の産卵が得られなかったため 1年目は遅れが生

じた。また、新規種苗生産施設の建設が 5 カ月程度遅れたこと(当初は 2008 年内に完成予定だった)

は、アカガイやマガキの種苗生産技術の確立に影響を及ぼした。 

 

2-1. アカガイの養殖試験を実施し、結果を取りまとめる。 

 クリルについては計画どおりであったが、カスコデブーロについて種苗がなかったため実施に遅れ

が生じた。 

 

2-2. マガキの養殖試験を実施し、結果を取りまとめる。 

 上記 1-2.のとおり種苗生産が遅れたことで、遅れが生じた。 

 

4-3. モデルプロジェクトの実施結果をとりまとめる（実施結果とは、適正な養殖方法、生物学的デー

タ、収支、組織化の方法等を指す）。 

 計画どおり現在生計向上モデル形成の短期専門家が中心となり実施中である。 
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３－３ 成果達成状況 

  

(1) 成果 1：水産開発局トリウンフォ支局で、貝類種苗生産技術が確立される。 

 

指標 1-1：アカガイの種苗生産方法、生産可能規模が明らかになる。 

 

 本プロジェクトで扱っているアカガイ 2 種（クリル及びカスコデブーロ）の延長期間中の達成状況

は以下のとおりである。 

ア) クリル 

 親貝養成技術が確立し、計画的な大量幼生

の獲得が可能となった。その後の浮遊幼生、 

 着底稚貝の飼育技術や、新規種苗生産施設

での 5mm 稚貝の生産技術も確立し、2009 年

5 月に開所した新規種苗生産施設での生産が

開始されている。また、これまで 2～5mm の

種苗の沖出しサイズ、飼育場所などの条件を

変えた中間育成試験を実施し、最適な中間育

成技術も確立した。延長期間中、現在までに

4.4 万個の 10mm 種苗を生産した。新規種苗

生産施設での生産可能規模は開設後間もな

いことからまだ明言できない進捗であるが、CENDEPESCA は来年度のクリルの種苗生産計画数を

3 バッチの生産で 100 万個予定しており、それが可能な技術は確立されていると言える。 

 

イ) カスコデブーロ 

 各種親貝養成試験を行ってきたが、産卵誘発に反応する成熟個体を獲得することができず、いま

だに種苗生産方法、生産可能規模が明らかになっていない。成熟個体の獲得方法が確立すれば、産

卵誘発、幼生および稚貝の飼育についてはクリルで確立した技術が応用できるものと考えられてい

る。 

 

指標 1-2：マガキの種苗生産方法、生産可能規模が明らかになる。 

 

 延長期間の課題であった親貝の産卵誘発について、延長期間開始から現在に至るまでに 2 度の国

内親貝を使った産卵誘発に成功し、各産卵で 20 万個以上の 5mm 種苗を生産するに至った。クリル

と同様に新規種苗生産施設での生産可能規模はまだ明確ではないが、CENDEPESCAは来年度5バッ

チの生産で 100 万個のマガキの種苗生産を計画しており、プロジェクトの終了時までにそれを可能

とする技術が確立されるめどが立っている。 

 

新規種苗生産施設内の養成飼育設備
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指標 1-3：イワガキ付着基盤の最適な型と設置環境が明らかになる。 

 

 本指標は本体期間の終了までに達成されたと判断されており、延長期間中は担当 C/P がモニタリ

ングを継続していたが、2009 年の同 C/P の離職により新たな C/P にモニタリングが引き継がれた。

人工漁礁効果測定の短期専門家を派遣しイワガキの付着状況について調査を行ったところ、付着イ

ワガキの量的把握がなされると共に、イワガキ付着数については、キューブ型がピラミッド型より

優れていることが示唆された。また、魚類や甲殻類の蝟集効果も確認された。なお、人工漁礁の投

入時期については、イワガキ幼生の付着時期に合わせることが提案され、付着時期を明確にするた

めにモニタリングが継続される予定である。 

 

指標 1-4：アカガイ、マガキの種苗生産に関する技術マニュアルが作成される。 

 

 本体期間において、その終了時時点での技術的知見を基に、各技術マニュアルが作成された。延

長期間では、新たに得られた知見を加える形で 9 月中旬からマニュアルの改訂作業に取り掛かり、

10 月には完成させ 11 月末に印刷を完了する予定となっている。作成にあたっては、技術 C/P が作

成したものに専門家が指導を加える予定である。ラボで成熟個体を確保するための養成技術が確立

されていないカスコデブーロについては、これまでの成果を追加し、既存の技術マニュアルを更新

する予定である。 

 

指標 1-5：人工漁礁を使ったイワガキの付着実験技術マニュアルが作成される。 

 

 本体期間にイワガキの技術マニュアルは作成されたが、指標 1-3 に示されるような発見があり、

付着状況を踏まえた改訂が必要となっている。 

 

(2) 成果 2：試験海域で、漁民に普及しうるアカガイ養殖技術が確立される。また、水産開発局にマ

ガキの養殖試験技術が定着する。 
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指標 2-1：アカガイの養殖方法と生産可能規模が明らかになる。 

 

 クリルについては、マングローブ林内に鉄筋

製方形枠を設置する方法にて約 1 年間の養殖試

験を行い、商品サイズに達するまでの期間、場

所及び水深による成長速度の違いなどが明ら

かになったが、適正収容密度については施設か

ら逸脱する個体が多く明らかにならなかった。

その改良策として、90×60cm の網袋を用いた

養殖試験を実施しており、プロジェクト終了時

までには、養殖方法と生産規模が明らかになる

予定である。 

 

 カスコデブーロについては、クリルと同様の

鉄筋製方形枠にて養殖試験を実施し、地撒き養

殖における成長率、適正収容密度に関する新た

な知見が蓄積され、生産可能規模も終了時まで

に明らかになる予定である。また、現在袋に入

れて生産する方法や適正密度についても実験

中である。終了時までにある程度の結果は得ら

れる予定であるが、プロジェクト終了後も技術

C/P が継続して最適な密度について確認する予

定である。 

 

指標 2-2：マガキ養殖における各課題への対応策の整理、養殖適地・養殖方法の選定に必要な各

種データ収集方法・養殖試験方法の実施により、水産開発局が養殖試験技術を獲得する。 

 

 養殖資材のコストダウンを目的に、現地資材での養殖筏の製作や、更なるコストダウンを目的と

したロングラインによる養殖実験をサカティージョ島（2007 年 11 月、2008 年 11 月、2008 年 3 月

配布群の 3 回）とメアンゲラ島（2008 年 3 月配布群のみ）で実施した。養殖中の生残率は 25-33％、

成長率は 0.8-1.2cｍ/月であり、5 ヵ月で出荷サイズ 6cm に成長した。また、養殖籠は鰯網を使って

作成することで材料費のコストダウンを図ることに成功した（5段行灯籠US$ 10、巾着籠US$ 4.37）。

養殖に害を及ぼす付着生物の浮遊幼生の出現状況については今後も継続的に調査を実施していく

予定である。これらの養殖試験の中で、飼育環境モニタリングの継続、付着生物調査、現地で調達

可能な養殖資材の検討、新漁場開拓などの各課題に対応した活動が実施され、C/P が今後専門家の

支援を得ることなく独自で養殖試験を漁民とともに継続していくことが可能になった。 

マングローブ林内の養殖場（クリル） 

鉄筋正方形枠による養殖試験（カスコデブーロ）
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5 段行灯籠（マガキ） Zacatillo 島の養殖試験（マガキ） 

 

指標 2-3：天然及び人工漁礁におけるイワガキの生産可能規模が明らかになる。 

 

 天然漁礁における生産可能規模は本体期間中に判明されている。人工漁礁における生産可能規模

については、2009 年 2 月に短期専門家が派遣され、人工漁礁投入後 2 年経過後のイワガキの付着状

況について調査を行った。指標 1-3 で既述のとおり、人工漁礁毎に付着状況に差があったものの、

付着が成功した人工漁礁における生産可能規模が判明した。 

 

指標 2-4：アカガイ、マガキの養殖に関する技術マニュアルと漁民向けの手引書が作成される。

 

 現在までに積み上げられた養殖試験の結果を用いてアカガイ・マガキ養殖の技術マニュアルが改

訂される予定である。9 月中旬から作業を開始し、11 月末に印刷が完了する予定である。種苗生産

の技術マニュアルと同様に、技術 C/P が作成し、専門家が指導する予定である。養殖技術の漁民向

け手引書については、現在作成中の生計向上モデルプロジェクトの漁民向け手引書のアカガイ・マ

ガキ養殖版に含む形での作成を予定している。 

 

指標 2-5：イワガキの漁場造成に関する水産開発局向け技術マニュアルと漁民向けの手引書が作

成される。 

 

 本指標については、本体期間中に達成している。 

 

(3) 成果 3：海面及び沿岸域の資源の持続的利用及び漁場環境保全に関する、モデル地域住民の意識

が向上する。 
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指標 3-1：対象に合致した教材が複数開発される。 

 

 本指標は本体期間中に達成している。延長期間中は、CENDEPESCA の社会開発部により 2008 年

5 月から 9 月にかけて貝プロジェクトの活動領域にある合計 13 校を訪問し、135 冊（13 校で教鞭を

とる教師と同数）の自然資源に関する環境教育副読本が配布された。本体期間中に開始された環境

カレンダーのための絵画コンクールの活動は継続する予定であったが、CENDEPESCA から費用が

捻出できなかったことから他ドナーからの資金援助の可能性を模索しており、延長期間中は実施さ

れていない。 

 

指標 3-2：啓発活動の参加者（主として漁民）の理解度が向上する。 

 

 本指標は、本体期間中に達成している。本体期間の 2007 年 11 月にモデルプロジェクト（プエル

トラミレス、サパテタ、ラベナダ）の漁民に対して沿岸資源の持続的利用に関する研修を実施した。

延長期間中は更なる活動は行われていないが、2007 年からヒキリスコ湾では環境省が保護区管理強

化プロジェクト（Proyecto de Administracion y Consolidacion de Areas Protegidas:PACAP）を実施してい

る。本終了時評価のモデル地域の漁民に対する聞き取り調査では、数年前に比べて一般的に環境や

資源保護に関する意識は向上しているとのことであった。 

 

(4) 成果 4：モデルプロジェクトにおいて、貝類養殖を中心とした生計向上のための改善策が選定さ

れる。 

 

指標 4-1：モデルプロジェクトの実施結果をもとに、生計向上のための改善策（養殖及び関連技

術、資源の持続的利用方法、漁民組織の運営方法、資金調達・運用方法等）が漁民向け手引書と

して作成される。 

 

 延長期間には、以下の 5 項目が生計向上モデルとして示された。 

１．クリル人工種苗を用いた養殖事業 

２．カスコデブーロ人工種苗を用いた養殖事業 

３．マガキ養殖事業 

４．イワガキ人工礁設置事業 

５．一本釣り漁業用人工漁礁設置事業 

 

 上記モデルを作成するために必要な養殖試験、モニタリングの実施、貝類流通促進、漁民組織形

成支援、初期資金調達の検討などを、生計向上モデル形成の短期専門家が中心となり取りまとめて

おり、プロジェクト終了時までには最終的にモデルとして漁民向け手引書が完成する予定である。 
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３－４ プロジェクト目標達成状況 

 プロジェクト目標「適正な資源管理意識に基づいた貝類増養殖を中心とする生計向上モデルが提案

される」の達成度を指標毎に確認すると以下のとおりであった。なお、各モデルグループが従事する

活動内容は、表－５に示すとおりである。 

 

表－５ 各モデルグループの活動 

場所 グループ名 

貝の種類 

収入多角化事業 
アカガイ 

マガキ イワガキ 
クリル 

カスコデ
ブーロ 

ヒキリ
スコ湾
沿岸 

Los 
Mancornados 

○ - ▲ - 肉牛 

San Hilario ○ - ▲ - 養鶏 
La Zapateta ○ - ▲ - 漁礁設置による漁業 
La Venada - ○ ▲ - 漁礁設置による漁業 
El Jobal ○ - - - - 

Puerto Ramírez ○ - ▲ - 
流通改善、養鶏、貝殻細
工 

El Tular - ○ - - 浜茶屋 
ラ・ウ
ニオン
沿岸域 

Playas Blancas - - - ○ - 

フォン
セカ湾 

Isla de Zacatillo - - ○ - 貝殻細工 
Isla de 
Meanguera 

- - ○ - - 

○：プロジェクト継続中、 ▲：養殖試験中止 

注：ヒキリスコ湾沿岸のマガキ養殖試験については、環境が適さないと判断され、最後まで養殖試験

を行っていたプエルトラミレスでも 2008 年 10 月に撤退が決定された。 

 

指標 1： ヒキリスコ湾沿岸域零細漁民グループ及びラ・ウニオン県沿岸域零細漁民グループ（両沿

岸域で 5 グループ以上）が水産開発局の技術指導を受けながらアカガイ及び/あるいはマガキ養殖事

業を継続できるようになる。 

 

 アカガイ類ではヒキリスコ湾沿岸の 7 グループ（クリルは 5 グループ、カスコデブーロは 2 グルー

プ）、マガキではフォンセカ湾の 2 グループで養殖試験およびモデル事業を実施中である。一方で、

本終了時評価で聞き取り調査を行った 7 グループ（クリル 3 グループ、カスコデブーロ 2 グループ、

マガキ 2 グループ）からは、必要な技術は習得したが継続的な支援（種苗の提供、グループの組織強

化、流通・販売経路の確立、更に漁民側からは養殖に必要な資材や道具などの供与等）なしにこれら

のグループが養殖事業を継続するレベルにまでは至っていないと述べている。技術 C/P や専門家から

も同様のコメントを確認した。以上から、継続的な支援を前提として、各養殖事業が継続できるよう

になったと判断される。 

 

指標 2： ラ・ウニオン県沿岸域零細漁民グループ（1 グループ）が水産開発局の指導を受けながら
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イワガキ人工漁礁での漁労活動を実施できるようになる。 

 

 プラヤスブランカスのモデルグループでは、イワガキ採貝者が人工漁礁の管理委員会に含まれてい

なかったことから、現在イワガキ採貝者も加えたプラヤスブランカス村落開発委員会（ADESCO）に

よる人工漁礁の適切な管理方法を地元漁民とともに模索しているところである。いまだ管理主体やそ

の管理方法も十分確立していないが、同地域では 20 人程度が人工漁礁またはそれ以外のエリアでイ

ワガキの採貝を行っている。一方で、既述のとおり、イワガキ人工漁礁への付着状況に関する技術的

課題は残されている。 

 

指標 3：モデルプロジェクトで、モデルの採算性が示される。 

 

 延長期間に採算性が評価され、漁民用手引書としてまとめられるモデル事業は、成果 4 の実績で示

された 5 項目である。これらのモデルはプロジェクトが今まで行ってきた養殖試験並びに人工漁礁設

置のデータを活用して作成され、採算性が示される予定である。 

 

 2007 年の本体プロジェクト終了時点で採算性のあるモデルとして提案された天然種苗を利用した

地蒔き式アカガイ養殖は、7 つのモデルグループにより引き続き行われている。収入多角化事業（流

通改善、浜茶屋経営、肉牛飼育、養鶏）については、サンイラリオ以外は引き続き実施されてきてい

る。サンイラリオでは 2 回の養鶏で生残率が悪くグループが事業を中断したままである。プエルトラ

ミレスの流通改善では、サンサルバドルのレスト

ランへの直販が一時中断されていたが、2009 年 5

月に派遣された短期専門家の指導により事業立

て直しが図られた。エルツラルの浜茶屋経営は引

き続き順調に推移している。ロスマンコルナード

ス肉牛飼育は、牛の死亡や安い販売価格において

困難があったものの、現在は地元で解体し住民に

肉を販売することで収益を上げるようになって

きた。プエルトラミレスでの養鶏は、雛購入資金

が一時不足し中断していたが、クリルの販売利益

から資金調達し再開しており、鶏卵生産を目指し

ている。また、シジミ買取販売も収入多角化事業として取り組んでいるところであり、採貝者主導で

グループの再編が行われている最中である。 

 

指標 4： 生計向上モデルが漁民向け手引きとして取りまとめられ、水産開発局及び対象漁村で承認

される。 

 

 成果 4 の達成状況で記したとおり、延長期間に生計向上モデルとして提案可能な事業として 5 つの

 

エルツラルの浜茶屋経営 



 - 17 -

事業が想定されており、調査・分析が行われ、漁民向け手引書が完成する予定である。プロジェクト

が作成した成果品は今までも JICA と CENDEPESCA の共同出版としており、今回も CENDEPESCA

の承認を得られる予定である。また、対象漁村に対しては、手引きが完成した時点で漁民グループに

対し発表する場を設けて承認を得る予定である。 

 

指標 5： 水産開発局のカウンターパートが日本人専門家の指導なしに種苗生産、養殖技術開発、及

び、漁民への指導を行えるようになる。 

 

 専門家によると、カスコデブーロの種苗生産と、マガキの親外養成は除いて、C/P は種苗生産、養

殖技術開発、及び漁民への指導に関して一定の水準の能力を身につけている。養殖技術開発に関して

は、延長期間中に専門家とともに養殖試験を実施し、その手法やデータ処理などの技術を習得し、更

にはイワガキ漁礁の管理を含めて漁民への指導も行ってきており、今後は独力でこれら活動を継続し

ていくことは技術的に可能であると判断されている。 

 

 技術 C/P の自己評価でも、本終了時評価の聞き取り調査では、ほぼ全員の C/P が自分たちで種苗生

産、養殖技術開発、漁民への指導を実施していくための知識を十分に修得していると判断している。

プロジェクトへ参加してからまだ 1 年未満の C/P についても、プロジェクト終了時までには修得でき

ると自己評価している。 

 

３－５ 上位目標の達成見込み 

 本プロジェクトの上位目標「ヒキリスコ湾及びラ・ウニオン県の沿岸地域に、貝類増養殖を中心と

する生計向上モデルが普及される」の指標の達成見込みは以下のとおりである。 

 

指標：ヒキリスコ湾及びラ・ウニオン県の沿岸地域で、生計向上モデルの全体または一部を利用す

る漁民グループの数がプロジェクト終了時の 2 倍以上になる。 

 

 現時点でのモデルグループの数は、表－３で示したとおりアカガイ、マガキ、イワガキを合わせて

10 グループである。また、CENDEPESCA の来年度計画においてエルサルバドル全土で 4 ヵ所に生計

向上モデルを導入する予定があることから、今後ヒキリスコ湾及びラ・ウニオン県の沿岸地域に対し

ても、その成果が波及される可能性が高いと考えられる。さらに、ラ・ウニオン県のフォンセカ湾沿

岸地域では、住民グループからの貝類養殖事業への関心が高まっていること、ヒキリスコ湾は政府プ

ログラムである Comuniddes Rurales Solidarias2 や PACAP がアカガイ類養殖事業による生計向上プロ

ジェクトを資金等の面から支援する可能性が検討されていることも確認された。 

 

                                            
2 国内の 100 の最も貧しい市の住民の生活の改善への支援を目的としたエルサルバドル政府のプログラムで、地域開発社会投資基金

（Fondeo de Inversion Social para el Desarrollo Local:FISDL）の調整の下、関連省庁が参加する中、MAG も生計向上の支援における活動を

実施している。ヒキリスコ湾沿岸ではコンセプシオンバトレス(Concepción Batres)市とフクアラン(Jucuarán)市が該当する。 
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３－６ プロジェクト実施プロセス 

 延長期間のプロジェクトの実施プロセスについて、以下の点が確認された。 

 

３－６－１ プロジェクトの実施体制 

 プロジェクトの運営においては、毎月一度の定例会合によりCPTに勤務する専門家及び技術C/P、

CENDEPESCA のマネジメント C/P、JICA エルサルバドル事務所の参加によりそれまでの進捗や今

後の予定など、必要な情報交換が行われ、活動のモニタリングの機能も果たしてきた。運営委員会

（Comite Ejecutivo）は延長期間中 4 回実施され、国家水産科学諮問委員会（CCCNPESCA）や日本

側・エルサルバドル側の関係者が参加し、活動の報告が行われている。 

 

 CPT で実施されている日々の活動においては、朝夕のミーティングで各自の業務予定や問題点を

十分に確認しながら活動が実施されている。センターの活動内容を考慮し、通常の CENDEPESCA

の就業時間とは異なる時間を設定することで就労状況の改善を図るなどの工夫もなされている。 

 

 MAG や CENDEPESCA は、現政権下では政権交代後まもなく農牧省の大臣がプロジェクトの視

察を行うなど、政権交代以前にもましてプロジェクトの成果に対して関心の高さが伺える。新規種

苗生産施設が完成してからはプエルト・エル・トリウンフォの地域事務所から独立させ養殖部の管

轄下におくなど、実施体制の改善も図られた。日常の業務では本体期間中には見られたガソリン代

等の予算執行の遅れが改善されており、プロジェクトの実施機関としてオーナーシップを持ってプ

ロジェクトにあたっていると言える。 

 

 モデルプロジェクトに参加する漁民グループからは、プロジェクトの活動に必要な十分な参加を

得ており、漁民グループ側もプロジェクトからは活動の実施に十分な支援を得ていると述べている。 

 

 本プロジェクトに配置された技術 C/P は大学の生物学科を卒業しており、業務にも前向きに従事

するなど積極性も高く、適切な技術 C/P が配置されていると評価されている。 

 

３－６－２ 技術移転の方法 

 本プロジェクトの専門家から技術 C/P への技術移転は日常の実験・飼育・漁村での普及活動など

すべて OJT で行われている。また、C/P の多くが本プロジェクトの直接的な支援となる本邦または

第三国研修への参加や、その他の JICA または日本大使館が提供する研修機会を得て、長期・短期

の研修に参加してきた。その結果として、プロジェクト目標の達成状況の指標 5 で示すような技術

移転の成果を達成していることから、適切な方法で技術移転が行われたと考えられる。 

 

３－６－３ 本体期間終了時評価の提言のフォローアップ 

 2007 年 9 月に実施された本体期間の終了時評価調査では 15 の提言がなされた。各提言とそれに

対する延長期間中の対応状況は以下のとおりである。 
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提言 1：プロジェクトは、アカガイの種苗生産技術開発に関し、早期に中間育成までの技術を確

立すべく、これまで実施してきた活動の技術的評価を踏まえてプロジェクト延長期間の試験方法

及び活動内容を再検討し、より成功の可能性の高い試験による活動内容を明確にする。またアカ

ガイ養殖技術向上に関しては、漁民の在来技術を整理し、これを向上させる養殖手法を導き出す

ための試験計画を策定する。 

 

 延長期間開始時に試験内容や活動計画が作成され、それに沿った活動が実施された。 

 

提言 2：プロジェクトは、マガキの種苗生産及び養殖技術開発について、プロジェクト延長期間

中に実施されるべき試験の現実的な方向性及び具体的な試験の内容を決定し、水産開発局及び農

牧省と合意する。また延長期間におけるマガキ養殖に関する活動のために、PDM におけるその成

果及び指標を見直す。 

 

 PDM におけるマガキに関する成果と指標の見直しについては、2007 年 12 月に現行の PDM バー

ジョン 3 への改訂が合意されている。その後、提言 1 と同様に、試験内容・活動計画が策定され合

意し、それに沿った活動が実施された。 

 

提言 3：水産開発局及び農牧省は、施設整備予算が確保された場合には、延長期間中の活動を実

施可能にするため、アカガイ種苗生産施設の移転を速やかに開始し、滞りなく実施するよう努め

る。また、ピラジータの施設がこれまでにプロジェクトにより得られた成果の活用を促進するよ

う、持続的な活用のための方策を検討し、具体的な計画案を策定する。水産開発局及びプロジェ

クトは、新施設にて発生し得る問題を避けるために、共同して対応を続ける。 

 

 新規種苗生産施設が 2KR 見返り資金を利用して建設され、2009 年 5 月 15 日に開所式が執り行わ

れた。現在は新施設において種苗の実験及び生産が行われている。 

 

 ピラジータの施設については、MEGATEC ラ・ウニオン校に養殖及び漁業学科を新設した中米技

術専門学校教育新興企業財団（Instituto Tecnologico Centroamericano-Fundacion Enpresarial Parel 

Desarrollo Educativo:ITCA-FEPADE）がその利用に興味を示し、MAG と ITCA-FEPADE の間で協定

に署名がなされた。現在は、ピラジータの施設の運営管理の許可の可能性を検討している。 

 

提言 4：水産開発局及び農牧省は、延長期間に活動を継続すべく、C/P の雇用や施設の運営資金

の大部分、また活動の継続に必要な管理費を予算に計上する。特に、エルサルバドル側プロジェ

クトリーダー及び施設管理にかかる人材の任命もしくは雇用については、早急にこれを実現する

 

 エルサルバドル側プロジェクトリーダーは、延長期間開始早々に任命された。一方で、新規種苗
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生産施設のメンテナンスのための技師が必要となっており、雇用の手続きを行っている。 

 

提言 5：プロジェクトは、PDM における成果が達成されていない項目のうち、アカガイの種苗生

産と養殖、及びマガキ養殖試験技術定着についての活動を継続する。 

 

 成果 1 及び 2 の達成状況で記したとおりの実績となっている。 

 

提言 6：水産開発局は、延長期間におけるマガキの種苗生産及び養殖について、更なる主体性を

持ち実施を強化する。JICA はその活動のモニタリングを行い、適宜必要な助言等の支援を行う。

 

 技術 C/P が主体的に実施していたが十分な成果が出なかったため、専門家が親貝養成技術の技術

指導を行い、成果 1 及び 2 の達成状況で述べたような実績を得ている。 

 

提言 7：水産開発局は、マガキ養殖の継続を可能にするため、環境省に対する継続的なモニタリ

ング結果の報告を行い、また普及許可獲得のために必要な手続きを実施する。 

 

 2007-2008 年度のマガキ養殖試験における飼育環境モニタリングの報告書が提出され、環境省

（MARN）より 2009 年 2 月から 3 年間のマガキ幼生輸入及び養殖試験の許可書の更新がなされた。

今後実験から生産の段階に移行するにあたり、CENDEPESCA は貝類養殖についての環境に関する

ガイドラインの策定を MARN に依頼済みである。申し出を受けて、MARN ではガイドラインの作

成を行う。ガイドラインの内容は依頼があり初めて議論されるため、まだわかっていない。 

 

提言 8：水産開発局は、イワガキ採取のための人工礁の効果を継続的にモニタリングし、また人

工礁における漁民の活動が彼らの生計向上に役立つよう、助言・指導する。 

 

 技術 C/P が継続的なモニタリングを実施してきている、さらに、2009 年 2 月に人工漁礁効果測定

の短期専門家によるモニタリングが行われ、結果はプロジェクト目標の達成状況の指標 2 で記した

とおりである。 

 

提言 9：水産開発局は、成果 3 及び成果 4 にかかる活動、すなわち「海面及び沿岸域の資源の持

続的利用及び漁場環境保全に関する、モデル地域住民の意識向上」及び「貝類増養殖を中心とし

た生計向上」を目的として、プロジェクトの成果及び成果品を活用した普及活動を展開する。 

 

 CENDEPESCA において該当する活動を担当する部署は社会開発部である。成果 3 については、

達成状況で述べたような活動が行われた。成果 4 にかかるモデルプロジェクトの漁民グループへの

支援については、社会開発部の職員が延長期間中各グループを訪問し、組織強化や必要に応じて零

細漁業振興基金の申請支援などを行った。しかし、同部署の職員は全国を対象として 2 名が配置さ
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れているのみであり、その他の優先度の高い活動を抱えていることから、既存のモデルプロジェク

トの漁民グループへの継続的な支援を十分に実施することは困難であった。またそれらの成果を活

用した新規漁民グループへの普及活動についても延長期間中には実施されていない。 

 

提言 10：水産開発局は、緊急時に於ける必要資材の購入、機器類の修理に関し、迅速に対応でき

るようなプロジェクト支援体制を、調達に関する国内規定に沿って構築する。 

 

 2008 年 10 月より緊急時の支出のため月 US$1,000 の回転資金が、CENDEPESCA から CPT 事務所

内に割りあてられており、支障なく利用されている。 

 

提言 11：プロジェクトは、当初協力期間に作成された手引書やガイドに対して延長期間に得られ

た成果を反映させ、それらを完成させる。 

 

 専門家及び技術 C/P は、マニュアルや手引書の改訂に必要な種苗生産及び養殖試験のデータ収集

を継続している。マニュアル作成の活動は 9 月中旬から実施予定である。 

 

提言 12：プロジェクトは、プロジェクト終了後に水産開発局が貝類種苗生産のために準備しなけ

ればいけない資金を明確にすべく、アカガイ及びマガキの種苗生産の適正規模とその実施に必要

なコスト・人員体制を明確にし、水産開発局に提示する。 

 

 来年度計画では、年間クリル 100 万個、マガキ 100 万個の種苗生産を予定している。それに必要

なコスト・人員配置も明らかになっており、CENDEPESCA の作成した来年度実施計画（ラボの運

営経費、10 コミュニティでの技術支援）に示されており、MAG と CENDEPESCA に提出している。 

 

提言 13：プロジェクト及び水産開発局は、プロジェクト終了後の貝類増養殖事業継続及び発展を

技術的・資金的にサポートするため、エルサルバドル国立大学、コスタリカナシオナル大学、中

米漁業水産センター機構等関係機関との協力協定を検討し、実施体制を提案する。 

 

 提言 3 の結果で記述のとおり、MEGATEC との協定が締結された。さらに、国内及び域内（グア

テマラ、ホンジュラス、ニカラグア、コスタリカ）の大学との技術交換のための調整が継続して行

われている。各国水産セクターの責任者、CENDEPESCA 及び OSPECA を通して域内の協調関係構

築も継続している。貝類をテーマにした域内研究の情報交換の計画がある。 

 

提言 14：現在、貝類増養殖事業は、Puerto El Triunfo 支局組織内の活動として実施されているが、

水産開発局は、養殖試験場のような貝類開発センターとして独立させることを検討する。 

 

 新規種苗生産施設が稼動を開始したことで、CENDEPESCA は種苗生産施設をプエルト・エル・
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トリウンフォの地域事務所から独立し、養殖部の管轄下になるための法的な手続きが開始された。 

 

提言 15：水産開発局は、Puerto El Triunfo の施設を貝類養殖開発のための広域訓練センターとする

べく国内外の協力機関に提案する可能性を検討する。また長期的展望として、センターがその自

立発展性を確保するための収入を生み出すことが望まれる。 

 

 MAG は OSPESCA に対して、新規貝類種苗生産施設を中米域内の貝類増養殖にかかる研修セン

ターとする国際協力プロジェクトの提案を行った。OSPESCA は、JICA 及び中米統合機構（Sistema 

de la Integracion Centroamericana:SICA）に対してプロジェクト案を提出しその後のフォローを行って

いる。 
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第４章 終了時評価結果 

 

４－１ 5項目評価 

４－１－１ 妥当性 

(1) エルサルバドルの社会のニーズとの整合性 

 本プロジェクトの活動を通して、イワガキの単位漁獲努力当たり漁獲量は減少していること、

アカガイ販売状況からは乱獲による個体の小型化が確認されている。よって、漁民による持続的

な貝類増養殖事業の確立は引き続きニーズに整合していると言える。 

 

(2) エルサルバドル政府の政策との整合性 

 本年 6 月 1 日に発足した新政権では、国家開発政策として「Cambio en El Salvador para vivir major

（より良い生活のためのエルサルバドルの改革）」2009-2014 を選挙運動中に発表し、「経済改革」

を含む 4 つの柱を掲げている。その中で水産分野に関する 7 項目の重要テーマが挙げられており、

本プロジェクトは、これらのテーマに貢献するものであり、整合性が高いことが確認される。 

 

(3) 日本の援助政策との整合性 

 わが国の平成 21 年度の対エルサルバドル支援の方向性（平成 21 年度「国別事業展開の方向性」

より）は、「経済の活性化と雇用の拡大」や「地方振興」を重点的な開発課題として取り扱って

おり、本プロジェクトは、引き続き日本の援助方針と整合していると言える。 

 

(4) 導入技術の適切性について 

 当初、想定されていたわが国のアカガイ、マガキの増養殖技術や、チリにおけるマガキ増養殖

技術は、熱帯水域であるエルサルバドルでの適用は必ずしも容易ではなく、当初想定されていた

3 年間から 2 年間のプロジェクトの延長を行った。一方で、延長期間の技術開発により、アカガ

イ（クリル）の人口種苗の量産が可能となり、マガキにおいても親貝からの産卵誘発に 3 回成功

し、人工種苗生産技術の確立のめどが立ったことから、導入技術がプロジェクト終了後も活用さ

れることが期待できる。 

 

(5) JICA 事業との連携 

 JICA 事業との連携は、青年海外協力隊 

（Japan Oveseas Cooperation Volunteers /  

Voluntarios Japoneses para la Cooperacion en 

Ultramar:JOCV）が収入多角化事業の一環とし

て貝細工の研修の実施・普及、及び浜茶屋に

おけるレシピ開発に従事すると共に、2009 年

7 月から派遣された別の JOCV が、モデル事

収入多角化事業の一環で普及された貝細工
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業の漁村での普及活動を支援することが検討されている。また、「東部地域開発プログラム」の

ネットワークを活用し、イベント等でプロジェクトの紹介が行われている。 

 

４－１－２ 有効性 

(1) プロジェクト目標の達成度 

 3-1-3 プロジェクトの達成状況に記載のとおり、クリル・マガキの人工種苗生産の技術は確立

のめどがつき、技術 C/P は種苗生産・養殖技術に関する十分な知識を習得し、漁民も養殖技術を

習得した。一方で、主に組織強化や流通・販売の面から課題が残ることから、CENDEPESCA 等

の支援なしにはまだ十分にモデルプロジェクトを継続できる段階には到達していない。イワガキ

生産についても住民組織の問題や人工漁礁の適切な投入時期の問題などが残されている。延長期

間には今までの実験結果や調査結果を用いて 5 つの生計向上モデルで採算性が示され、

CENDEPESCA 及び対象漁村で手引書の承認を受ける予定であるが、延長期間中のプロジェクト

活動にモデルの活用による実証作業は含まれていないことから、住民グループが実際にモデルを

活用することによる実証結果を得るまでには至っていない。なお、本プロジェクトでは最終的に

は生計向上モデルが 11 項目（本体期間 6 項目、延長期間 5 項目）3提案される見込みである。 

 

(2) 成果とプロジェクト目標達成の因果関係 

 成果 4 ではモデルプロジェクトの実施により生計向上のための改善策（養殖及び関連技術、資

源の持続的利用方法、漁民組織の運営方法、資金調達・運用方法等）を選定する計画であった。

成果 1、2 により技術の確立をめざし、成果 3 により資源の持続的利用方法の啓発をめざした。

一方で、漁民組織の強化や流通改善の支援を行うための成果は明確に含まれておらず、プロジェ

クトではプロジェクト目標達成のために必要であると認識し活動を実施してきたが、今後も支援

が必要な課題となっている。このことは、プロジェクト目標の指標 1 や 2 の達成状況に影響を及

ぼしていると言える。 

 

 アウトプットからプロジェクト目標に至るまでの外部条件「自然環境が大きく悪化しない」に

ついては、現時点までプロジェクトの活動に影響を及ぼすような自然環境の大きな悪化は見られ

ておらず、影響は発生していない。 

 

(3) プロジェクト目標達成の貢献要因及び阻害要因 

 本評価調査で、以下の貢献要因が確認された。 

 

・ MAG 上層部のプロジェクトへの関与が強かったことや、技術 C/P の業務への積極性が高か 

った。 

・ 新規種苗生産施設が完成したことにより、活動実施上の利便が大幅に向上した。 

                                            
3 本体期間中：アカガイ養殖事業1項目、アカガイ流通事業3項目（地元仲買人への販売、浜茶屋経営、都市への直販）、その他生計向

上事業で2項目（肉牛肥育、養鶏）。 

延長期間中：3-3 指標 4-1に記載の5項目。 
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・ プロジェクトが緊急時に活用できる US$1,000 の回転資金が設置された。 

 

 また、本評価調査で、以下の阻害要因が確認された。 

・ CENDEPESCA の社会開発部は延長期間中も継続的に本体機関に実施したモデル事業のフォ

ローアップを行うはずであったが、延長期間中は十分な協力が得られなかった。 

・ 新規種苗生産施設の完成に遅れが生じ、いくつかのプロジェクト活動は利便性の低い旧施設

で行うことになった。 

・ CENDEPESCA で C/P の欠員の補充が適切に行われなかった。 

 

４－１－３ 効率性 

(1） アウトプットの達成度 

 3-1-2 成果の達成状況に記載のとおり、成果 1、2 の技術開発については、カスコデブーロの親

貝養成に課題が残るものの、クリル・マガキについてはおおむね達成されると見込まれる。成果

3 は本体期間中に達成されたと判断される。成果 4 はモデルプロジェクトにおいて改善策が選定

され、達成される見込み。 

 

(2) 活動とアウトプット産出の因果関係 

 各活動はおおむね計画どおりに実施され、上記の成果は各活動の結果により産出されている。

ただし、技術開発に時間を要したため、成果の産出に遅れが生じるとともに、産出状況にも影響

を及ぼした。 

 

 活動の外部条件として、政府の財政は悪化しなかった。また、「現在の C/P が交代しない。」が

上げられているが、延長期間中に 2 名の C/P の退職があった。そのため一部活動が滞り、成果の

産出に影響を及ぼした。 

 

(3) 投入のタイミング・質・量 

 日本側のプロジェクトに対する投入はおおむね適切であった。エルサルバドル側の投入につい

ては概ね適切であったが、技術 C/P の欠員の補充に時間がかかっている。 

 

４－１－４ インパクト 

(1) 上位目標の達成見込み 

 3-5上位目標達成見込みに記載のとおり、モデル事業に関心を持っている漁民グループも多く、

資金協力に関心を示している支援団体が存在していることから、上位目標達成見込みは高い。な

お、CENDEPESCA において、生計向上モデルの普及・実証に関する中長期的な計画は今後検討

される予定である。 
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(2) 上位目標とプロジェクト目標の因果関係 

 プロジェクトが提案する生計向上モデルが普及され、上位目標が達成されるためには、普及に

必要な初期投資、技術支援、社会面の支援、継続的なフォローアップなどが必要である。それら

の支援を可能にするための方策は今後具体的に検討される必要がある。 

 

 プロジェクト目標から上位目標に至るまでの外部条件として「貝類消費需要が極端に低下しな

い。」及び「貝類の単価が極端に下落しない。」が PDM に挙げられており、外部条件は満たされ

ている。 

 

(3) プロジェクトの波及効果 

 プロジェクトの正のインパクトとして、以下が確認された。負のインパクトは指摘されていな

い。 

・ ハルテペケ（Jaltepeque）湾において 2 つの女性グループが、プロジェクトが作成したアカガ

イ地撒き養殖の漁民用手引書を参考にしてクリルの蓄養を始めた。 

・ 人工漁礁や貝の養殖について国内で関心が高まり、コミュニティや支援団体、他ドナー、事

業家などから問い合わせがある。今までにルクセンブルグ大公国、地域開発社会投資基金

（FISDL）、PACAP、エルサルバドル労働省及び国際労働機関(International Labor Organization / 

Organizacion Internacional de Trabajo:ILO)などが養殖事業への資金援助の可能性を示している。 

・ クリルの種苗が生産できるようになったことが中米地域に伝わり、グアテマラから視察団が

来訪したほか、コスタリカ、ホンジュラス、ニカラグア、メキシコの研究者から視察依頼が

あるなど、域内でのプレゼンスが向上している。 

・ エルサルバドル国立大学の生物学科の学生の研究に貢献している。また、MEGATEC ラ・ウ

ニオン校とは、ピラジータの施設の運営管理の協定の締結に貢献した。 

・ イワガキ採取を目的とした人工漁礁を投入したプラヤスブランカスでは、人工漁礁により魚

やエビの漁獲量が増え、採貝者以外でも以前より収入が増えた漁民がいる。 

 

４－１－５ 自立発展性 

(1) 政策・制度面 

 新政権の MAG と CENDEPESCA の幹部は、プロジェクトから派生するさまざまな活動に関心

を示し、新種苗生産施設での種苗生産活動や漁民グループへの技術支援を含む来年度実施計画が

既に作成されていることからもわかるように、プロジェクト活動への支援を継続する意思を示し

ている。 

 

 制度面については、MAG、MARN、市役所のような関係機関による許認可制度（必要な許可、

申請プロセス等）が未整備であることが指摘される。また、漁業活動の整備の判断基準となるよ

うな制度の整備の判断基準となるような漁獲量、貝の資源量、採貝者人口などの基本的なデータ

がないことも指摘される。 
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(2) 組織・財政面 

 新政権下では来年度の CENDEPESCA の予算は 38 万ドル程度の増加が予定されている。プロ

ジェクト活動の次年度予算計画は本プロジェクトの C/P により作成され、CENDEPESCA 内では

既に承認を受けており、現在は財務省の予算承認を待っている。一方、CENDEPESCA 内には、

普及を担う人材が不足しており、具体的な普及体制については今後検討が必要である。 

 

 モデル事業の普及に必要な資金については、国外機関、各種援助機関などからの貝類増養殖事

業への資金援助の可能性があり、養殖資機材の調達、種苗購入等初期投資資金が確保できる可能

性がある。また、CENDEPESCA は零細漁業振興基金（Fideicomiso Pescar）のモデル事業の普及

への優先的な活用を検討するなど、貝類増養殖事業のモデル普及の気運は高まっていると言える。 

 

(3) 技術面 

 プロジェクトが導入・開発した技術は技術 C/P や漁民グループに受け入れられており、適用性

については、問題は指摘されていない。しかし、プロジェクトを通して育成された人材が

CENDEPESCA の雇用条件の問題から離職するケースも発生しており、技術を持った人材の退職

による影響を直接受ける可能性はある。 

 

(4) 社会・文化・環境面 

 養殖事業の環境への影響については、PACAP からも環境保護と共存できる活動として認識され

ており、今後本プロジェクトの養殖事業の普及に協力・支援していきたいとのことであるため、

ヒキリスコ湾沿岸のクリル養殖については問題ないと考えられる。一方で、カスコデブーロにつ

いては、現在は天然種苗を活用した養殖であることから、種苗生産技術を早急に確立することで

資源保護に貢献することが期待される。 

 

４－２ 結論 

 本プロジェクトは、当初の協力期間である 3 年間にアカガイの人工種苗の大量生産、マガキ養殖

技術の確立等の技術的な課題が残されたことから、2 年間の延長を行ったところ、専門家や C/P の

尽力の結果、クリル及びマガキの人工種苗の生産及び養殖技術はおおむね確立に至った。クリル人

工種苗生産の実績は中米では前例のない事項であり、本プロジェクトの成果として評価することが

できる。専門家及び C/P は残りのプロジェクト期間で、それらの技術をマニュアル化し、技術の引

き継ぎや定着に努めることが望まれる。一方で、カスコデブーロの親貝養成及び産卵誘発の技術開

発、及び、漁民グループへの普及において重要となる組織の形成・強化や流通・販売の面ではいま

だに課題が残っており、本プロジェクトで育成された C/P と CENDEPESCA が、プロジェクトの残

り期間において専門家のできる範囲の助言を受けながら、継続してこれらの課題解決に努めること

が重要である。また、外来種の導入がなされたことから、その導入に係る審査が慎重に行われたが、

環境面に負の影響を及ぼさないのであれば、早期に承認がなされるべきである。プロジェクト関係
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者は残りの期間及び終了後、以下に挙げる提言を踏まえつつ、本プロジェクトで開発された技術を

十分に活用し、漁民グループの生計向上に貢献していくことが期待される。 
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第５章 提言と教訓 

５－１ 提言 

【プロジェクト終了までに対応する事項】 

(1) プロジェクトの終了までに、プロジェクトは以下の技術的な項目を達成する。 

・生計向上モデルの漁民向け手引書を作成し、CENDEPESCA と漁民から承認を受ける 

・技術マニュアル・手引きの作成、改訂 

・カスコデブーロの親貝養成技術の確立に向けた努力 

・新種苗生産施設での人口種苗生産の安定化、量産体制の構築に向けた方向性の提示 

(2) MAG と CENDEPESCA は、既存の施設を維持管理するために、必要な修理が適切なタイミン

グで行えるように、機材、技術、資金、人的な措置を保証すると共に、既にMAGとCENDEPESCA

に提出済みの来年度実施計画に対する支援を行う。 

(3) MAG と CENDEPESCA は、零細漁業振興基金（Fideicomiso Pescar）の対象に養殖活動が含ま

れるように方針修正を行う。 

(4) MAG と CENDEPESCA は、MARN に対して貝養殖に関するガイドライン策定の申請手続きを

促進する。 

(5) MAG と CENDEPESCA は、プロジェクト活動の自立的発展を念頭に、他の漁民コミュニティ

への実証と普及を実施する。そのために、今から 2010 年 1 月までに、プロジェクト専門家と

共に、NGO、市役所、ADESCO、その他ドナー、エルサルバドル政府関係機関に参加を要請し、

その協力を確保する。 

 

【プロジェクト終了後に対応する事項】 

(1) CENDEPESCA は、イワガキ人工漁礁の設置のために、付着に適切な場所及び時期を特定する

ためにモニタリングを実施する。 

(2) CENDEPESCA は、未解決の課題に対して日本のボランティア等のスキームを中心とした支援

を受けつつ活動を継続する。 

(3) プロジェクトの自立発展性を強化するために、本プロジェクトを広域レベルで実施する可能性

があるので、MAG と CENDEPESCA と OSPESCA は日本からのアドバイスを受けながら協働

する。 

 

５－２ 教訓 

(1) 技術開発、試験、モデル事業実施、という異なるステージからなるプロジェクトをデザインす

る際には、各活動のフローと適正な期間を時系列的によく考慮する必要がある。 

(2) プロジェクトにおいて外来種を導入する際には、環境的な問題点をあらゆる観点から検証した

うえで、当地での認証を早期に受けられる見通しがあるものを選定するよう配慮がなされる必

要がある。 
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第６章 所感 

６－１ 技術団員（貝類増養殖）所感 

 今回調査団の一員として本調査に参加し、現地での視察をはじめ、聞き取り調査、そしてこれまで

の報告書を参考にしながら、エルサルバドルの貝類養殖が今後どのような方向へ進むのか薄識の拙者

なりに検討し考察した。 

(1) アカガイ養殖 

① クリルについては親貝養成技術の確立により、幼生の計画的な量産体制が可能となった。そ

して、その後の浮遊幼生、着底稚貝の飼育技術も確立し、陸上施設での 5mm 稚貝の生産技術

がほぼ完全に C/P に移転できている。 

 これまで 2-5mm サイズの種苗の沖出し、飼育場所等、条件を変えた中間育成試験の実施によ

り、最適な中間育成技術が確立されている。その結果、延長期間のみで現在までに 4.4 万個の

10mm 種苗を生産している。 

 また、モデルケースとして人工種苗の 10mm サイズから収穫対象の 45mm まで飼育した試算

では養殖場所の生育環境に左右されて、収穫までの必要な期間は、14-25 ヵ月（平均 20 ヵ月）

としている。 

 これまで問題となってきたのは、沖出ししてから潜泥能力を持つようになる 20mm サイズま

での中間育成段階で、フジツボ等の付着等が原因で生残率が大幅に下がっていた。 

 ところが、現場視察の折、ペットボトルを輪切りにしたものをネトロン網を丸めたものにい

れる養殖方法による養殖中のクリルの幼貝を見て、殻長 3cm 近いものに接し驚きを隠せなかっ

た。この方法により小さな幼貝が風波等の厳しい条件の中で大きく成長した姿を見て、付着器

（着生器）が如何に大きな役割を果たしているかを感じた。このような新技術の開発によって、

人工種苗から収穫までの完全養殖が近づいてきていることを感じた。 

 計画では、今後年 3 回、100 万個規模の人工種苗生産を目指す方向付けを示している。この

ような自信は、前述のペットボトルの輪切りの付着器が背景にあるように思える。 

 今後は、人工種苗をどれだけ多く生産したのかではなく、この海域でどの程度のクリルが生

息可能な飼育場所があるかを数量的に把握し、これを基に人工種苗の規模を決定していただき

たい。数量のみを先行するのではなく、あくまでもクリルの生息可能な海域を明らかにするこ

とが重要である。 

② カスコデブーロは、優秀な技術者を持っても、スムーズに産卵させることが困難な品種で

あった。原因は定かではないが、物事を人為的に進めるときは、自然界に近い状態を、陸上で

如何に再現できるかが決め手になると考える。 

 

(2) マガキ養殖 

 これまでマガキ養殖に使用してきた種苗は、外来の眼点幼生に依存する型で進められてきた。

眼点幼生の前歴を熟知して使用していたかは疑問が残る。 

 一方で、この海域で養殖中のマガキを親貝として人工種苗生産に踏み出したことは特筆すべき
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ことである。親のルーツを知り尽くしたうえでの人工種苗生産であり、このことによって将来を

大きく変える可能性が高まった。 

 この海域でマガキが定着するには、この海域で育成された親を基本として、この海域で順応し

適応力を持った子孫が生まれることが唯一の道ではないかと考える。 

 この親をルーツとして、5mm 種苗が 22 万 1,000 個(2008)、19 万 5,000 個（2009）生産されてい

る。この種苗を用い、養殖試験を行っているフォンセカ湾のメアンゲラ島では、3 回の種苗配布

が行われ、初回はほぼ満足の行く結果であったが、2、3 回目の試験では、生残率が悪く、この現

象が何に起因しているのか解明する必要がある。この新規漁場での養殖試験は未だ不安定であり、

安定した生産が図られるのは先のことと思う。 

 今回、この漁場の視察に訪れ、養殖試験中のマガキを確認した養殖方法は、延縄式垂下養殖法

（東北型）で、マガキに付着している生物は、いずれも少量で、カキ類、フジツボ、カンザシ類

（坐着生ゴカイ）であり、付着生物による被害は、まずないと考えられる。カンザシ類の付着状

況を見ると環境指標としては、栄養塩は普通以下の漁場ではないかと推察される。 

 底質は泥ということで、微細な物質が流れや波で押し流されないで、海底に堆積していると思

われる。このことから、この漁場は流れが緩く、マガキの殻の成長促進に最適な漁場といってよ

い。 

 漁場位置を見ると、外洋の海流の影響を受けているのではないかと思われ、これまで養殖試験

がうまくいかなかったヒキリスコ湾とは環境面では大きな差がある。 

 現在、マガキ養殖の試験については、環境省の認可が必要とされている。即ちマガキが産卵に

よって定着した場合の環境問題が背景にあるといってよい。このため、マガキがこの海域で産卵

する前に、収穫を行う必要がある。マガキは一般的に凡そ 1 年で親ガキとなり、産卵行為がある

ので、安全性を見込んで遅くとも 8-12 ヵ月で収穫することが望まれる。 

 こうした環境省の厳しい認可をクリアするためには、不妊ガキと呼ばれる 3 倍体種苗の導入を

検討することも必要ではないかと思われる。 

 

(3) イワガキ人工漁礁 

 人工漁礁はもともと魚を集めるために開発されたもので、イワガキのための漁礁とは想定外で

あった。一部を除いてはイワガキが 7cm 以上に成長している等、ほとんどのイワガキが成長して

いる等の朗報に接し、これからも大事に利用していただきたい。 

 イワガキの漁礁として維持するためには、イワガキの幼生が付着しやすいように汚れがない状

態を維持しておくことが肝要である。人工漁礁が汚れた状態にあるとイワガキ幼生の付着は先ず

皆無といってよい。この点を踏まえ、維持管理に努める必要がある。 

 

(4) フジツボ 

 過去に提出された報告書の中で、アカガイ、マガキ養殖においてフジツボの被害による斃死が

報じられている。 

 フジツボの付着動向を的確に把握するには種見という手法しかない。すなわちフジツボの発生
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する時期に付着器を投入し、これを毎日取り換えて、フジツボの付着数を把握する以外、方法が

ないのである。一方で、プランクトンネット採集で、フジツボ付着動向が把握できているかのよ

うな記述が見られている。プランクトンネットによる採集方法では、これまでの経験では、幼生

数と付着数の関係はゼロと言ってよく、プランクトンネットに依存する方法は改めてほしい。 

 

６－２ 団長所感 

本プロジェクトは、広島県海洋水産技術センター、山口県水産研究センターの協力のもと、外来種

カキを含めた貝類増養殖技術を開発するもので、中米各国から大きな注目を集めているプロジェクト

である。 

当初は技術開発に多くの困難を伴ったが、本調査においては、エルサルバドル国初のアカガイ人口

種苗生産をはじめ、様々な成果の発現を確認することができ、プロジェクト終了時までには合計 11

の「生計向上モデル」が提案される予定となっている。 

本調査で視察を行った６ヵ所のコミュニティにおいては、一部でグループ親族化の問題も見られた

が、貝類増養殖技術や収入多角化の技術は漁民グループに着実に根付いているといえる。 

上記「生計向上モデル」については、現在派遣中の短期専門家により９月末までに５つの新たなモ

デルが作成されるが、本モデルを漁民向け手引書として対象漁村に広めていくプロジェクトの役割は

容易ではなく、特に延長期間において水産開発局社会開発部の関与が少ない中、CENDEPESCA 現体

制でモデル普及を行っていくには、CENTA（国立農牧林業技術センター）や NGO、市役所等との連

携が必要であろう。 

本プロジェクトのカウンターパートについては、十分な技術移転が行われていることが確認された

が、待遇等の問題から離職対策が課題になっている。制度的な問題のため、CENDEPESCA の理解を

得る努力とともに、大学生インターンの受け入れ等により、新規技術者の養成を行っていくことも必

要であると思われる。 

貝種ごとの技術的な考察は、別途技術団員のレポートに譲ることとするが、現在絶滅が危惧されて

いるカスコデブーロについては、本プロジェクトで成功したクリルの技術を応用し、カウンターパー

トが中心になり、早期に増養殖の技術を確立されることを望みたい。 

なお、本プロジェクトは 2010 年１月で終了となるが、プロジェクトサイトのウスルタンには、本

年７月から JICA ボランティアが市役所に配属され、村落開発活動を開始している。また、来年以降

は CENDEPESCA とコミュニティ対象漁村であるメアンゲラ島にそれぞれ JICA ボランティアが配属

される予定ともなっている。これまでも JICA ボランティアは貝細工や浜茶屋での活動をとおし、対

象漁村の収入多角化事業で活躍してきているところ、プロジェクトで生み出された上記「生計向上モ

デル」をぜひとも活用し、ヒキリスコ、ラ・ウニオン県におけるモデルの普及に貢献してくれること

を強く望みたい。 

本報告書における「提案」でも言及した OSPESCA（中米漁業養殖機構）との連携については、特

にクリル人口種苗生産技術の広域普及について、先方からの期待が非常に大きい。また、海洋資源と

いう隣国同士の協力なくして成り立たない分野、特にニカラグア、ホンデュラスと国境を接するフォ

ンセカ湾におけるマガキの増養殖については、広域協力の必要性が今後発生してくる可能性が十分あ



 - 33 -

るといえる。一方で、その前提にはカウンターパートが研修を実施するための能力が不可欠であり、

その点は注意が必要である。いずれにしても、本プロジェクトが中米各国で注目されていることは事

実であり、今後、プロジェクトの成果がエルサルバドルに留まらず、広域に裨益していくことを期待

したい。 

最後に、本調査実施にあたり、エルサルバドル農牧省をはじめとするプロジェクト関係者の多大な

協力により、無事終了時評価を実施することができたことをあらためて感謝するとともに、プロジェ

クトの更なる発展に期待したい。 
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１．調査日程 

 
技術協力プロジェクト「エルサルバドル国貝類増養殖開発計画」 

終了時評価調査 日程 

 

日

数 
月日 

曜

日 
①団長 ④計画調整 ⑤通訳 ②貝類増養殖 ③評価分析 宿泊地 

1 8/23 日 
 ③【移動】成田15:55→(CO006）→13:55ヒュース

トン17:45→(CO828)→19:56サンサルバドル 

サンサルバドル

(③) 

2 8/24 月 

・JICAエルサルバドル事務所打合せ 

・合同評価委員会（評価方法の説明、協力依頼） 

ウスルタン(③)

・CENDEPESCAコーディネーター(Pacheco氏)イン

タビュー 

・斎藤専門家活動報告会出席 

【移動】サンサルバドル→ウスルタン 

3 8/25 火 

・トリウンフォ事務所訪問 

・専門家、C/Pインタビュー 

・トリウンフォ支局長インタビュー 

4 8/26 水 

・C/Pインタビュー 

・調査 Puerto Ramírez （クリル、流通改善、

貝細工、養鶏） 

5 8/27 木 

・調査 

Zacatiilo島（マガキ）/Meanguera島（マガキ）

/Playas Blancas（イワガキ） 

6 8/28 金 

・調査 

La Zapateta（クリル、人工漁礁）/El Jobal (ク

リル)、La Venada（カスコ、人工漁礁）/El Tular

（カスコ、浜茶屋） 

7 8/29 土 
・【移動】ウスルタン→サンサルバドル 

・調査内容取りまとめ 
サンサルバドル

(③) 
8 8/30 日 ・調査内容取りまとめ 

9 8/31 月 

⑤ ：  【 移 動 】 メ キ シ コ 12:00 →

(MX289)→13:10エルサルバドル 

・CENDEPESCA社会開発局C/Pインタビュー 

・環境省インタビュー 

・GEF/UNDPインタビュー 

②： 【移動】成田15:55→(CO006）→13:55ヒュ

ーストン17:45→(CO828)→19:48サンサルバドル 

サンサルバドル

(②③⑤) 

10 9/1 火 

①④【移動】パナマシティ09:46→

(CM410)→10:46エルサルバドル 

・CENDEPESCAコーディネーター(Pacheco氏)イン

タビュー続き 

サンサルバドル14:00 JICAエルサルバドル事務所打合せ 

15:30 農牧省水産開発総局長表敬、インタビュー 

17:00 OSPESCA表敬、インタビュー 

11 9/2 水 

【移動】サンサルバドル→Triunfo 

・Triunfo事務所、ラボ視察 

・調査 

La Zapateta（Curil、人工漁礁）/La Venada（Caso、人工漁礁）/El Tular（Casco、浜

茶屋） ウスルタン 

・調査 

Pirrayaラボ視察/Puerto Ramírez（Curil、流通改善、貝細工、養鶏） 

【移動】Puerto Ramirez→ウスルタン 

17:00 団内協議 

 



- 38 - 
 
 

 
日

数 
月日 

曜

日 
①団長 ④計画調整 ⑤通訳 ②貝類増養殖 ③評価分析 宿泊地 

12 9/3 木 

【移動】ウスルタン→ラ・ウニオン→Zacatillo島 

・調査 

Zacatiilo島（マガキ） 

 ・調査 

Meanguera島（マガキ） 

【移動】Meanguera島→ラ・ウニオン→ウスルタン 

16:30 団内協議 

13 9/4 金 

08:00 専門家インタビュー 

【移動】ウスルタン→サンサルバドル 

サンサルバドル

14:00 合同評価委員会 

16:00 農牧省副大臣、政策企画局長表敬 

14 9/5 土 08:00 合同評価委員会 

15  9/6 日 ・合同評価報告書改訂 

16  9/7 月 08:00 合同評価委員会 

17  9/8 火 
08:00 合同評価委員会、報告書校閲 

16:00 エルサルバドル事務所との打合せ 

18 9/9 水 

10:00 合同調整委員会、ミニッツ署名 

14:30 事務所報告 

16:00 大使館報告 

19 9/10 木 

⑤： 【移動】エルサルバドル14:00→ (MX288)→

17:10メキシコ 

①④： 【移動】サンサルバドル→東部零細（千

頭専門員同行） 

【移動】サンサルバドル 12:10→

(CO827)→16:10ヒューストン サイト(①④) 

ヒ ュ ー ス ト ン

(②③) 

調整中 

20 9/11 金 

調整中 【 移 動 】 ヒ ュ ー ス ト ン 10:50 →

(CO007)→ LA(①④) 

機中泊(②③) 
【移動】東部零細→サンサルバドル 

【移動】サンサルバドル19:25→(TA520)→23:41LA

21 9/12 土 【移動】LA12:55→(NH005)→ 【移動】→14:20成田 機中泊(①④) 

22  9/13 日 【移動】→16:20成田   
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２．主要面談者 

 

 

（敬称略）  

 

農牧省・水産開発局  

Hugo Alexander Flores Hidalgo 農牧省次官  

Sonia Maria Salaverria  水産開発局長  

José Miguel Alberto Valle Campos トリウンフォ支局長  

Reina Pacheco Dábuisson  水産開発局コーディネーター  

Cecilia Guadalupe Aguillón Ortíz 水産開発局養殖部  コーディネーター（合同評価委

員）  

Doris Pineda de Urbina  農牧省セクター政策・企画室 漁業担当職員  

 

技術カウンターパート  

Hebert Ely Vásquez   カウンターパート主任・マガキ担当  

Saúl Patricio Pacheco   アカガイ担当  

Iris Mabel Saúl Pérez García  マガキ担当  

Mario Cordova   イワガキ人工魚礁・モデルプロジェクト担当  

Nadia Elizabeth Cornejo   アカガイ担当  
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1/

3

   

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

名
：
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
共
和
国
貝
類
増
養
殖
開
発
計
画

 
実

施
期

間
：
本
体
実
施
期
間

3年
間
及
び
延
長
期
間

2年
間
（
下
線
（
実
線
）
部
分
は
延
長
期
間
の

JI
C

A
協
力

の

範
囲
、
破
線
部
分
は
延
長
期
間
の
活
動
結
果
を
反
映
さ
せ
る
成
果
、
活
動
及
び
指
標
）

 
対

象
地

域
：
ヒ
キ
リ
ス
コ
湾
及
び
ラ
・
ウ
ニ
オ
ン
県
の
沿
岸
地
域

 
実

 
施

 
機

 
関
：
水
産
開
発
局
（

C
E

N
D

E
P

E
S

C
A
）

 
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
グ
ル
ー
プ
：
ヒ
キ
リ
ス
コ
湾
及
び
ラ
・
ウ
ニ
オ
ン
県
の
沿
岸
海
域
の
零
細
漁
民
及
び
零
細
養
殖
者
、
水
産
開

発

局
ト
リ
ウ
ン
フ
ォ
支
局
（

C
P

T
）
、
ラ
・
ウ
ニ
オ
ン
支
局
（

C
L

U
）

 
 

作
成
年
月
日
：

20
04
年

11
月

6日
 

更
新
年
月
日
：

20
07
年

12
月

4日
 

作
 
成
 
者
：
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
農
牧
省
、

JI
C

A
 

  
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
要
約

 
指

標
 

指
標
デ
ー

タ
入
手
手

段
 

外
部
条
件

 
上

位
目

標
 

ヒ
キ
リ
ス

コ
湾
及
び

ラ
・
ウ
ニ
オ

ン
県
の

沿
岸

地
域

に
、

貝
類

増
養

殖
を

中
心

と
す

る
生

計
向

上
モ

デ
ル

が
普

及

さ
れ
る
。

 

ヒ
キ

リ
ス

コ
湾

及
び

ラ
・
ウ

ニ
オ

ン
県

の
沿

岸
地

域
で

、
生

計
向

上

モ
デ

ル
の

全
体

ま
た

は
一

部
を

利
用

す
る

漁
民

グ
ル

ー
プ

数
が

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

の
2倍

以
上

に
な

る
。

 

・
事
後
評

価
報
告
書

 
・

零
細

漁
業

振
興

基
金

に
係

る
施

策

に
大
き
な

変
更
が
な

い
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
適

正
な

資
源

管
理

意
識

に
基

づ
い

た
貝

類
増

養
殖

を
中

心
と
す
る

生
計
向
上

モ
デ
ル

が
提
案
さ

れ
る

。
 

1)
 ヒ

キ
リ

ス
コ

湾
沿

岸
域

零
細

漁
民

グ
ル

ー
プ

及
び

ラ
・

ウ
ニ

オ

ン
県

沿
岸

域
零

細
漁

民
グ

ル
ー

プ
（

両
沿

岸
域

で
5グ

ル
ー

プ
以

上
）

が
水

産
開

発
局

の
技

術
指

導
を

受
け

な
が

ら
ア

カ
ガ

イ
及

び
/あ

る
い

は
マ

ガ
キ

養
殖

事
業

を
継

続
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

2)
 ラ

・
ウ

ニ
オ

ン
県

沿
岸

域
零

細
漁

民
グ

ル
ー

プ
（

1グ
ル

ー
プ

）

が
水

産
開

発
局

の
指

導
を

受
け

な
が

ら
イ

ワ
ガ

キ
人

工
漁

礁
で

の
漁

労
活

動
を

実
施

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
 

3)
 モ

デ
ル

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
、

モ
デ

ル
の

採
算

性
が

示
さ

れ
る

。

4)
 生

計
向

上
モ

デ
ル

が
漁

民
向

け
手

引
き

と
し

て
取

り
ま

と
め

ら

れ
、

水
産

開
発

局
及

び
対

象
漁

村
で

承
認

さ
れ

る
。

 

5)
 水

産
開

発
局

の
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
が

日
本

人
専

門
家

の
指

導

な
し

に
種

苗
生

産
、

養
殖

技
術

開
発

、
及

び
、

漁
民

へ
の

指
導

を
行

え
る

よ
う

に
な

る
。

 

 

・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
報

告
書

 
・

漁
民
イ

ン
タ
ビ
ュ

ー
結
果

・
モ
デ

ル
グ
ル

ー
プ

へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ

ー
結
果

 
 

・
貝

類
消

費
需

要
が

極
端

に
低

下
し

な
い
。

 
・

貝
類

の
単

価
が

極
端

に
下

落
し

な

い
。

 

５．PDM ver.3（和文） 

- 122 -



 
2/

3

成
果

 
1
．
水
産
開

発
局
ト
リ

ウ
ン
フ

ォ
支
局
で
、
貝

類
種

苗
生

産
技
術
が

確
立
さ
れ

る
。
 

    2
．
試

験
海

域
で

、
漁

民
に

普
及

し
う

る
ア

カ
ガ

イ
養

殖

技
術
が
確

立
さ
れ
る

。
ま

た
水
産

開
発

局
に

マ
ガ

キ

の
養
殖
試

験
技
術
が

定
着
す

る
。
 

      3
．
海

面
及
び

沿
岸
域

の
資
源

の
持
続
的

利
用

及
び

漁
場

環
境
保
全

に
関
す
る
、
モ
デ
ル

地
域
住

民
の

意
識

が

向
上
す
る

。
 

 4
．
モ

デ
ル

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

い
て

、
貝

類
養

殖
を

中

心
と

し
た

生
計

向
上

の
た

め
の

改
善

策
が

選
定

さ

れ
る
。
 

 

1
-
1.

ア
カ

ガ
イ

の
種

苗
生

産
方

法
、

生
産

可
能

規
模

が
明

ら
か

に
な

る
。
 

1
-
2
.マ

ガ
キ

の
種

苗
生

産
方

法
、
生

産
可

能
規

模
が

明
ら

か
に

な
る

。

1
-
3.

イ
ワ

ガ
キ

付
着

基
盤

の
最

適
な

型
と

設
置

環
境

が
明

ら
か

に
な

る
。
 

1
-
4.

ア
カ

ガ
イ

、
マ

ガ
キ

の
種

苗
生

産
に

関
す

る
技

術
マ

ニ
ュ

ア
ル

が
作

成
さ

れ
る

。
 

1
-
5.

人
工

漁
礁

を
使

っ
た

イ
ワ

ガ
キ

の
付

着
実

験
技

術
マ

ニ
ュ

ア
ル

が
作

成
さ

れ
る

。
 

2
-
1
.ア

カ
ガ

イ
の

養
殖

方
法

と
生

産
可

能
規

模
が

明
ら

か
に

な
る

。

2
-
2.

マ
ガ

キ
養

殖
に

お
け

る
各

課
題

へ
の

対
応

策
の

整
理

、
養

殖
適

地
・

養
殖

方
法

の
選

定
に

必
要

な
各

種
デ

ー
タ

収
集

方
法

・
養

殖
試

験
方

法
の

実
践

に
よ

り
、

水
産

開
発

局
が

養
殖

試
験

技
術

を
獲

得
す

る
。

 

2
-
3.

天
然

及
び

人
工

漁
礁

に
お

け
る

イ
ワ

ガ
キ

の
生

産
可

能
規

模
が

明
ら

か
に

な
る

。
 

2
-
4.

ア
カ

ガ
イ

、
マ

ガ
キ

の
養

殖
に

関
す

る
技

術
マ

ニ
ュ

ア
ル

と
漁

民
向

け
の

手
引

書
が

作
成

さ
れ

る
。

 

2
-
5.

イ
ワ

ガ
キ

の
漁

場
造

成
に

関
す

る
水

産
開

発
局

向
け

技
術

マ
ニ

ュ
ア

ル
と

漁
民

向
け

の
手

引
書

が
作

成
さ

れ
る

。
 

3
-
1
.対

象
に

合
致

し
た

教
材

が
複

数
開

発
さ

れ
る

。
 

3
-
2.

啓
発

活
動

の
参

加
者

（
主

と
し

て
漁

民
）

の
理

解
度

が
向

上
す

る
。
 

4
-
1.

モ
デ

ル
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

結
果

を
も

と
に

、
生

計
向

上
の

た
め

の
改

善
策

（
養

殖
及

び
関

連
技

術
、

資
源

の
持

続
的

利
用

方
法
、
漁

民
組
織
の

運
営
方

法
、

 
資
金

調
達
・

運
用
方
法

等
）

が
漁

民
向

け
手

引
書

と
し

て
作

成
さ

れ
る

。
 

・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

報
告

書
（
試

験
デ
ー
タ

）
 

・
技
術
マ

ニ
ュ
ア
ル
 

              ・
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
 

・
ア
ン
ケ

ー
ト
 

 ・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
報

告
書
 

・
自

然
環
境

が
大
き

く
悪
化

し
な
い

。 

活
動
 

    

1
-
1
．

ア
カ

ガ
イ

の
種

苗
生

産
試

験
を

実
施

し
、

結
果

を
と
り
ま

と
め
る
。
 

1
-
2
．

マ
ガ

キ
の

種
苗

生
産

試
験

を
実

施
し

、
結

果
を

と
り
ま
と

め
る
。
 

1
-
3
．

モ
デ

ル
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
地

域
で

、
イ

ワ
ガ

キ
の

付
着

基
盤

設
置

試
験

を
実

施
し

、
結

果
を

と
り

ま

と
め
る
。
 

2
-
1
．

ア
カ

ガ
イ

の
養

殖
試

験
を

実
施

し
、

結
果

を
と

り
ま
と
め

る
。
 

投
 
入
 

・
政
府
の

財
政
が
悪

化
し
な

い
。
 

・
現

在
の

C
/
P
が

交
代

し
な

い
。

 

       

（
日

本
側

：
本

体
期

間
）

 

1
)
人

材
 

長
期

専
門

家
 

・
 チ

ー
フ
ア

ド
バ
イ
ザ

ー
（
漁

業
開
発

/
漁

民
組
織

兼
任
）
 

・
 貝

類
増

養
殖

 

・
 業

務
調

整
 

（
エ

ル
・
サ

ル
バ
ド

ル
側
：

本
体
・
延

長
期
間
共

通
）
 

1
)
人

材
 

 
 

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

ダ
イ
レ

ク
タ
ー
 

 
 

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

マ
ネ
ー
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3/

3

2
-
2
．

マ
ガ

キ
の

養
殖

試
験

を
実

施
し

、
結

果
を

と
り

ま
と
め
る

。
 

2
-
3
．

人
工

漁
礁

の
イ

ワ
ガ

キ
の

成
育

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実
施
し

、
結
果
を

取
り
ま

と
め
る

。
 

3
-
1
．

住
民

に
対

す
る

沿
岸

資
源

の
持

続
的

利
用

の
た

め
の

啓
発

活
動

の
計

画
を

、
実

施
機

関
と

と
も

に

策
定
す
る

。
 

3
-
2
．

沿
岸

資
源

の
持

続
的

利
用

の
た

め
の

啓
発

活
動

用
教
材
を

作
成
す
る

。
 

3
-
3
．

住
民

参
加

型
で

沿
岸

資
源

の
持

続
的

利
用

の
た

め
の
啓
発

活
動
を
行

う
。
 

3
-
4
．

啓
発

用
普

及
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
方

法
論

、
啓

発
ツ

ー
ル

（
教

材
等

）
を

含
む

）
を

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー

ト
と
と
も

に
作
成
す

る
。
 

4
-
1
．

貝
類

養
殖

モ
デ

ル
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
施

す
る

（
漁

民
の

組
織

化
、

水
産

開
発

局
技

術
者

に
よ

る

漁
民

へ
の

技
術

指
導

、
漁

民
主

体
の

養
殖

事
業

の

計
画
と
実

施
を
含
む

）。
 

4
-
2
．
モ

デ
ル

グ
ル

ー
プ

の
う

ち
、
少

な
く

と
も

3グ
ル

ー
プ

で
貝

類
養

殖
以

外
の

生
産

活
動

を
実

施
す

る
。
 

4
-
3
．

モ
デ

ル
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

結
果

を
と

り
ま

と
め

る
（

実
施

結
果

と
は

、
適

正
な

養
殖

方
法

、

生
物

学
的

デ
ー

タ
、

収
支

、
組

織
化

の
方

法
等

を

指
す
）
。
 

4
-
4
．

モ
デ

ル
普

及
の

た
め

の
、

漁
民

グ
ル

ー
プ

間
及

び
水

産
開

発
局

技
術

者
と

漁
民

グ
ル

ー
プ

間
の

ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築

す
る
。
 

 短
期

専
門

家
 
 
必

要
に

応
じ

派
遣

 

 2
)
機

材
供

与
 

 3
)
研

修
生

受
入

 
 

年
間

2-
3
名

 

 4
)
ロ

ー
カ

ル
コ

ス
ト

 

 
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
経

費
 

 

ジ
ャ
ー
 

 
 

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

サ
ブ
マ

ネ
ー
ジ
ャ

ー
（

C
P
T支

局

長
）
 

 
 

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ

ー
 

 
 

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

リ
ー
ダ

ー
（

貝
類

増
養

殖
開

発

セ
ン

タ
ー

長
を

兼
ね

る
）
 

 
 
技
術

C
/
P（

少
な

く
と
も

5
名

）
 

 
 
社
会

開
発

C
/
P
 

 
 

 
 

新
種
苗

生
産
施

設
維
持

管
理

C
/
P 

 
 
 
 作

業
船

兼
ボ

ー
ト

操
船

者
 

 
 

貝
類
増

養
殖
部

門
補
助

員
 

 
 
運
転

手
 

 
 
警
備

員
 

 
 
 
 そ

の
他

必
要

な
要

員
 

 2
)
機

材
 

 
 

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

に
必
要

な
機
材
 

 3
)
施

設
 

 
 

日
本
人

専
門
家

の
執
務

室
を
含
む

施
設
等
 

 4
)
ロ

ー
カ

ル
コ

ス
ト

 

 
 

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

活
動
経

費
 

前
提
条
件
 

  ・
関

係
当

局
が

マ
ガ

キ
養

殖
、

マ
ガ

キ
母
貝
に

よ
る
産
卵

誘
発

、
ア
カ

ガ

イ
養
殖

、
イ
ワ

ガ
キ
漁

場
造
成

に
関

す
る
環
境

許
可
の
便

宜
を
図

る
。
 

 ・
水

産
開

発
局

が
マ

ガ
キ

養
殖

、
マ

ガ
キ
母
貝

に
よ
る
産

卵
誘
発

、
ア

カ

ガ
イ
養
殖

、
イ

ワ
ガ
キ

漁
場
造

成
に

関
す
る
許

可
の
便
宜

を
図
る

。
 

 ・
関

係
当

局
が

沿
岸

資
源

保
全

・
環

境
教
育
に

協
力
す
る

。
 

 ・
貝

類
増

養
殖

以
外

の
収

入
多

角
化

事
業
に
関

係
機
関
が

協
力
す

る
。
 

（
日

本
側

：
延

長
期

間
）

 

1
)
人

材
 

長
期

専
門

家
 

・
 チ

ー
フ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

/
貝

類
種

苗
生

産
 

・
 業

務
調
整

/
貝

類
養
殖
 

 短
期

専
門

家
 
 
必

要
に

応
じ

派
遣

 

 2
)
研

修
生

受
入

 
必

要
に

応
じ

受
入

 

 3
)
機

材
供

与
 

 4
)
ロ

ー
カ

ル
コ

ス
ト

 

 
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
経

費
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1-
1.
ア
カ
ガ
イ
の
種
苗
生
産
試
験
を
実
施
し
、
結
果
を
と
り
ま
と
め
る
。

1-
1-

1.
ア
カ
ガ
イ
の
人
工
種
苗
生
産
試
験
を
行
う
。

1-
1-

2.
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
が
ア
カ
ガ
イ
の
種
苗
生
産
に
関
す
る
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
（

20
09
年
度
版
）
。

1-
2-

1.
　
マ
ガ
キ
の
人
工
種
苗
生
産
試
験
を
行
う
。

1-
2-

2.
　
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
が
マ
ガ
キ
人
工
種
苗
生
産
に
関
す
る
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
（

20
09
年
度
版
）
。

2-
1-

1.
漁
民
グ
ル
ー
プ
の
協
力
を
得
て
、
ア
カ
ガ
イ
の
養
殖
試
験
を
実
施
す
る
。

2-
1-

2.
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
が
ア
カ
ガ
イ
養
殖
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
（

20
09
年
度
版
）
。

2-
1-

3.
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
が
漁
民
向
け
ア
カ
ガ
イ
養
殖
の
手
引
を
作
成
す
る
（

20
09
年
度
版
）
。

2-
2-

1.
漁
民
グ
ル
ー
プ
の
協
力
を
得
て
、
マ
ガ
キ
の
養
殖
試
験
を
行
う
。

2-
2-

2.
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
が
マ
ガ
キ
養
殖
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
（

20
09
年
度
版
）
。

（
当
初
協
力
期
間
で
達
成
済
み
）

2.
試
験
海
域
で
、
漁
民
に
普
及
し
う
る
ア
カ
ガ
イ
養
殖
技
術
が
確
立
さ
れ
る
。
ま
た
水
産
開
発
局
に
マ
ガ
キ
の
養
殖
試
験
技
術
が
定
着
す

る
。

   
20

08
年

1月
～

12
月

   
20

09
年

1月
～

12
月

1

2-
2.

 マ
ガ
キ
の
養
殖
試
験
を
実
施
し
、
結
果
を
と
り
ま
と
め
る
。

1-
3.
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
域
で
、
イ
ワ
ガ
キ
の
付
着
基
盤
設
置
試
験
を
実
施
し
、
結
果
を
と
り
ま
と
め
る
。

1.
  水

産
開
発
局
ト
リ
ウ
ン
フ
ォ
支
局
で
、
貝
類
種
苗
生
産
技
術
が
確
立
さ
れ
る
。

1-
2.
マ
ガ
キ
の
種
苗
生
産
試
験
を
実
施
し
、
結
果
を
と
り
ま
と
め
る
。

2

下
線
（
実
線
）
部
分
は
延
長
期
間
の

JI
C

A
協
力
の
範
囲
、
破
線
部
分
は
延
長
期
間
の
活
動
結
果
を
反
映
さ
せ
る
成
果
、
活
動
及
び
指
標

20
07

/1
2/

4

成
果

 /活
動

年

2-
1.
ア
カ
ガ
イ
の
養
殖
試
験
を
実
施
し
、
結
果
を
と
り
ま
と
め
る
。

1
 
/
 
2
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20

08
年

1月
～

12
月

   
20

09
年

1月
～

12
月

1
2

成
果

 /活
動

年

2-
2-

3.
 カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
が
漁
民
向
け
マ
ガ
キ
養
殖
の
手
引
き
を
作
成
す
る
（

20
09
年
度
版
）
。

2-
2-

4.
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
が
マ
ガ
キ
養
殖
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
書
を
作
成
す
る
。

計
画

実
施

（
当
初
協
力
期
間
で
達
成
済
み
）

（
当
初
協
力
期
間
で
達
成
済
み
）

（
当
初
協
力
期
間
で
達
成
済
み
）

（
当
初
協
力
期
間
で
達
成
済
み
）

（
当
初
協
力
期
間
で
達
成
済
み
）

3.
 海

面
及
び
沿
岸
域
の
資
源
の
持
続
的
利
用
及
び
漁
場
環
境
保
全
に
関
す
る
、
モ
デ
ル
地
域
住
民
の
意
識
が
向
上
す
る
。

2-
3.
人
工
漁
礁
の
イ
ワ
ガ
キ
の
成
育
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
結
果
を
と
り
ま
と
め
る
。

4-
2.
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
、
３
グ
ル
ー
プ
以
上
で
貝
類
養
殖
以
外
の
生
産
活
動
を
実
施
す
る
。

4-
4.
モ
デ
ル
普
及
の
た
め
の
、
漁
民
グ
ル
ー
プ
間
及
び
水
産
開
発
局
技
術
者
と
漁
民
グ
ル
ー
プ
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
。

4-
3.

 モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
結
果
を
と
り
ま
と
め
る
（
実
施
結
果
と
は
、
適
正
な
養
殖
方
法
、
生
物
学
的
デ
ー
タ
、
収

支
、
組
織
化
の
方
法
等
を
指
す
）
。

4.
 モ

デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
貝
類
増
養
殖
を
中
心
と
し
た
生
計
向
上
の
た
め
の
改
善
策
が
選
定
さ
れ
る
。

4-
1.
貝
養
殖
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
（
漁
民
の
組
織
化
、
水
産
開
発
局
技
術
者
に
よ
る
漁
民
へ
の
技
術
指
導
、
漁
民

主
体
の
養
殖
事
業
の
計
画
と
実
施
を
含
む
）
。

2
 
/
 
2
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1 

 １
．
実

績
の
検
証

 

評
価
設
問

 
判

断
基
準

・
方
法
（

指
標
）

 
調

査
結
果

 
大

項
目

小
項

目
 

上
位
目

標
達
成

の
見
込

み
 

ヒ
キ

リ
ス

コ
湾

及
び

ラ
・
ウ
ニ

オ
ン
県

の
沿

岸
地

域
に

、
貝
類

増
養

殖
を

中
心

と
す

る
生

計
向

上
モ

デ
ル

が
普

及
さ

れ
る
。

 

ヒ
キ

リ
ス

コ
湾

及
び

ラ
・

ウ
ニ

オ
ン

県
の

沿
岸

地
域

で
、

生
計

向
上

モ
デ

ル
の

全
体

ま
た

は
一

部
を

利
用

す
る

漁
民

グ
ル

ー
プ

の
数

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

の
2
倍

以
上
に

な
る

。
 

 

-
 

現
時
点

で
の
モ

デ
ル

グ
ル
ー

プ
の
数
は

ア
カ
ガ

イ
、
マ
ガ

キ
、
イ

ワ
ガ

キ
を

合
わ

せ
て

10
グ
ル

ー
プ
で

あ
る

。
ま

た
、

本
終

了
時

評
価

調
査

に
お

い
て

、
水

産
局

の
来

年
度

計
画

に
お

い
て

エ
ル

サ
ル

バ
ド

ル

全
土
で

４
ヵ

所
に

生
計

向
上

モ
デ

ル
を

導
入

す
る

予
定

が
あ

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
こ

と
か

ら
、

今
後

ヒ
キ

リ
ス

コ
湾

及
び

ラ
・

ウ
ニ

オ
ン

県
の

沿
岸

地
域

に
対

し
て

も
、

そ
の

成
果

が
波

及
さ

れ
る

可
能

性

が
高
い

と
考
え

ら
れ

る
。

 

-
 

ラ
・

ウ
ニ

オ
ン

県
の

フ
ォ

ン
セ

カ
湾

沿
岸

地
域

で
は

、
住

民
グ

ル
ー

プ
か

ら
の

貝
類

養
殖

事
業

へ
の

関

心
が

高
ま

っ
て

い
る

こ
と

、
ヒ

キ
リ

ス
コ

湾
は

政
府

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

あ
る

C
om

un
id

de
s 

R
ur

al
es

 

S
ol

id
ar

ia
s 
や

保
護
区

管
理
強

化
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
（

P
A

C
A

P
）
が

ア
カ
ガ

イ
類
養

殖
事
業

に
よ
る

生
計
向

上
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
を

資
金
的

に
支
援
す

る
可
能

性
が
検

討
さ
れ

て
い
る

こ
と

等
も
確

認
さ
れ
た

。
 

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

目
標
の

達
成
見

込
み

 

適
正

な
資

源
管

理
意

識
に

基
づ

い
た

貝
類

増
養

殖
を

中
心

と
す

る
生

計
向

上
モ

デ
ル

が
提

案
さ

れ
る
。

 

1.
 

ヒ
キ

リ
ス

コ
湾

沿
岸

域
零

細
漁

民
グ

ル
ー

プ

及
び
ラ
・
ウ
ニ

オ
ン

県
沿
岸

域
零
細
漁

民
グ
ル

ー

プ
（

両
沿

岸
域

で
5
グ

ル
ー

プ
以
上

）
が

水
産

開

発
局

の
技

術
指

導
を

受
け

な
が

ら
ア

カ
ガ

イ
及

び
/あ

る
い

は
マ

ガ
キ

養
殖

事
業

を
継

続
で

き
る

よ
う
に
な

る
。

 

-
 

ア
カ
ガ

イ
類
で

は
ヒ

キ
リ
ス

コ
湾
沿
岸

の
7
グ
ル

ー
プ
（
ク

リ
ル

は
5
グ
ル

ー
プ
、

カ
ス
コ
デ

ブ
ー

ロ

は
2
グ
ル
ー

プ
）
、

マ
ガ
キ

で
は
フ

ォ
ン
セ

カ
湾
の

2
グ

ル
ー

プ
で
養

殖
試

験
及
び

モ
デ
ル
事

業
を

実

施
中
で

あ
る
。
一
方

で
、
本

終
了

時
評
価

で
聞
き

取
り
調

査
を

行
っ
た

。
7
グ

ル
ー

プ
（

ク
リ

ル
3
グ
ル

ー

プ
、
カ

ス
コ
デ

ブ
ー

ロ
2
グ

ル
ー
プ

、
マ
ガ

キ
2
グ
ル

ー
プ
）

か
ら
は

、
必

要
な
技

術
は
習
得

し
た

が

継
続

的
な

支
援

（
種

苗
の

提
供

、
グ

ル
ー

プ
の

組
織

強
化

、
流

通
・

販
売

経
路

の
確

立
、

更
に

漁
民

側

か
ら

は
養

殖
に

必
要

な
資

材
や

道
具

な
ど

の
供

与
等

）
な

し
に

こ
れ

ら
の

グ
ル

ー
プ

が
養

殖
事

業
を

継

続
す

る
レ

ベ
ル

に
ま

で
は

至
っ

て
い

な
い

と
述

べ
て

い
る

。
技

術
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
や

専
門

家
か

ら

も
同

様
の

コ
メ

ン
ト

を
確

認
し

た
。

以
上

か
ら

、
継

続
的

な
支

援
を

前
提

と
し

て
、

各
養

殖
事

業
が

継

続
で
き

る
よ
う

に
な

る
も
の

と
判
断
さ

れ
る
。

 

2.
 

ラ
・
ウ

ニ
オ

ン
県

沿
岸

域
零

細
漁

民
グ

ル
ー

プ

（
1
グ
ル

ー
プ
）
が

水
産
開

発
局
の
指

導
を
受

け

な
が

ら
イ

ワ
ガ

キ
人

工
漁

礁
で

の
漁

労
活

動
を

実
施
で
き

る
よ
う

に
な
る
。

 

-
 

プ
ラ

ヤ
ス

ブ
ラ

ン
カ

ス
の

モ
デ

ル
グ

ル
ー

プ
で

は
、

イ
ワ

ガ
キ

採
貝

者
が

人
工

漁
礁

の
管

理
委

員
会

に

含
ま

れ
て

い
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

現
在

イ
ワ

ガ
キ

採
貝

者
も

加
え

た
プ

ラ
ヤ

ス
ブ

ラ
ン

カ
ス

村
落

開

発
委

員
会
（

A
D

E
S

C
O
）

に
よ

る
人

工
漁

礁
の

適
切

な
管

理
方

法
を

地
元

漁
民

と
と

も
に

模
索

し
て

い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

い
ま

だ
管

理
主

体
や

そ
の

管
理

方
法

も
十

分
確

立
し

て
い

な
い

が
、

同
地

域
で

は

20
名
程

度
が
人

工
漁

礁
ま
た

は
そ
れ
以

外
の
エ

リ
ア
で

イ
ワ
ガ

キ
の
採

貝
を

行
っ
て

い
る
。
一

方
で

、

既
述
の

と
お
り

、
イ

ワ
ガ
キ

人
工
漁
礁

へ
の
付

着
状
況

に
関
す

る
技
術

的
課

題
は
残

さ
れ
て
い

る
。

 

3.
 

モ
デ

ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
で

、
モ
デ
ル

の
採

算
性

が
示
さ
れ

る
。

 

-
 

延
長

期
間

に
採

算
性

が
評

価
さ

れ
、

漁
民

用
手

引
書

と
し

て
ま

と
め

ら
れ

る
モ

デ
ル

事
業

は
、

成
果

4

の
実
績

で
示
さ

れ
た

5
項
目

で
あ
る
。

こ
れ
ら

の
モ
デ

ル
の
採

算
性
は

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
が
今
ま

で
行

っ

て
き

た
養

殖
試

験
並

び
に

人
工

漁
礁

設
置

の
デ

ー
タ

を
活

用
し

て
作

成
さ

れ
、

採
算

性
が

示
さ

れ
る

予

定
で
あ

る
。

 

-
 

20
07

年
の

本
体

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
終
了
時

点
で
採

算
性
の

あ
る
モ

デ
ル
と

し
て

提
案
さ

れ
た
天
然

種
苗

を

利
用
し

た
地
蒔

き
式

ア
カ
ガ

イ
養
殖
は

、
7
つ

の
モ
デ

ル
グ
ル

ー
プ
に

よ
り

引
き
続

き
行

わ
れ

て
い
る

。

収
入

多
角

化
事

業
（

流
通

改
善

、
浜

茶
屋

経
営

、
肉

牛
飼

育
、

養
鶏

）
に

つ
い

て
は

、
サ

ン
イ

ラ
リ

オ

以
外
は

引
き
続

き
実

施
さ
れ

て
き
て
い

る
。
サ
ン

イ
ラ
リ

オ
で
は

2
回
の

養
鶏

で
生
残

率
が
悪
く

グ
ル

ー

プ
が

事
業

を
中

断
し

た
ま

ま
で

あ
る

。
プ

エ
ル

ト
ラ

ミ
レ

ス
の

流
通

改
善

で
は

、
サ

ン
サ

ル
バ

ド
ル

の

レ
ス
ト

ラ
ン
へ

の
直

販
が
一

時
中
断
さ

れ
て
い

た
が
、

20
09

年
5
月
に

派
遣

さ
れ
た

短
期
専
門

家
の

指

導
に

よ
り

事
業

立
て

直
し

が
図

ら
れ

た
。

エ
ル

ツ
ラ

ル
の

浜
茶

屋
経

営
は

引
き

続
き

順
調

に
推

移
し

て

７．評価グリッド（和文） 
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2 

い
る

。
ロ

ス
マ

ン
コ

ル
ナ

ー
ド

ス
肉

牛
飼

育
は

、
牛

の
死

亡
や

安
い

販
売

価
格

に
お

い
て

困
難

が
あ

っ

た
も

の
の

、
現

在
は

地
元

で
解

体
し

住
民

に
肉

を
販

売
す

る
こ

と
で

収
益

を
上

げ
る

よ
う

に
な

っ
て

き

た
。

プ
エ

ル
ト

ラ
ミ

レ
ス

で
の

養
鶏

は
、

雛
購

入
資

金
が

一
時

不
足

し
中

断
し

て
い

た
が

、
ク

リ
ル

の

販
売

利
益

か
ら

資
金

調
達

し
再

開
し

て
お

り
、

鶏
卵

生
産

を
め

ざ
し

て
い

る
。

ま
た

、
シ

ジ
ミ

買
取

販

売
も

収
入

多
角

化
事

業
と

し
て

取
り

組
ん

で
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

採
貝

者
主

導
で

グ
ル

ー
プ

の
再

編

が
行
わ

れ
て
い

る
最

中
で
あ

る
。

 

4.
 

生
計

向
上

モ
デ

ル
が

漁
民

向
け

手
引

き
と

し

て
取
り
ま

と
め
ら

れ
、
水

産
開

発
局
及

び
対
象

漁

村
で
承
認

さ
れ

る
。

 

-
 

成
果

4
の

達
成

状
況

で
記
し

た
と
お
り

、
延
長

期
間
に

生
計
向

上
モ
デ

ル
と

し
て
提

案
可
能
な

事
業

と

し
て

5
つ

の
事

業
が

想
定
さ

れ
て
お
り

、
調
査

・
分
析

が
行
わ

れ
、
漁

民
向

け
手
引

書
が
完
成

す
る

予

定
で
あ

る
。
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

が
作
成
し

た
成
果

品
は
今

ま
で
も

JI
C

A
と

C
E

N
D

E
P

E
S

C
A
の

共
同
出

版

と
し
て

お
り
、

今
回
も

C
E

N
D

E
P

E
S

C
A

の
承

認
を
得

ら
れ
る

予
定
で

あ
る
。

ま
た

、
対
象
漁

村
に

対

し
て

は
、

手
引

き
が

完
成

し
た

時
点

で
漁

民
グ

ル
ー

プ
に

対
し

発
表

す
る

場
を

設
け

て
承

認
を

得
る

予

定
で
あ

る
。

 

5.
 

水
産

開
発

局
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

が
日

本

人
専
門
家

の
指
導

な
し

に
種

苗
生
産
、
養
殖

技
術

開
発
、
及

び
、
漁
民

へ
の
指

導
を
行
え

る
よ
う

に

な
る
。

 

-
 

専
門
家

に
よ
る

と
、
カ

ス
コ
デ

ブ
ー
ロ

の
種
苗

生
産
と

、
マ

ガ
キ

の
親
外

養
成
は

除
い
て

、
カ

ウ
ン
タ

ー

パ
ー

ト
は

種
苗

生
産

、
養

殖
技

術
開

発
、

及
び

漁
民

へ
の

指
導

に
関

し
て

一
定

の
水

準
の

能
力

を
身

に

つ
け
て

い
る
。
養
殖

技
術
開

発
に
関

し
て
は

、
延

長
期
間

中
に
専

門
家
と

と
も
に

養
殖
試

験
を

実
施
し

、

そ
の

手
法

や
デ

ー
タ

処
理

な
ど

の
技

術
を

習
得

し
、

更
に

は
イ

ワ
ガ

キ
漁

礁
の

管
理

を
含

め
て

漁
民

へ

の
指

導
も

行
っ

て
き

て
お

り
、

今
後

は
独

力
で

こ
れ

ら
活

動
を

継
続

し
て

い
く

こ
と

は
技

術
的

に
可

能

で
あ
る

と
判
断

さ
れ

て
い
る

。
 

-
 

技
術

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
自

己
評

価
で

も
、

本
終

了
時

評
価
の

聞
き

取
り

調
査

で
は

、
ほ

ぼ
全

員
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

が
自

分
た

ち
で

種
苗

生
産

、
養

殖
技

術
開

発
、

漁
民

へ
の

指
導

を
実

施
し

て
い

く

た
め

の
知

識
を

十
分

に
修

得
し

て
い

る
と

判
断

し
て

い
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
へ

参
加

し
て

か
ら

ま
だ

1

年
未

満
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

に
つ

い
て

も
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
時

ま
で

に
は

修
得

で
き

る
と

自
己

評
価
し

て
い
る

。
 

成
果
の

達
成
状

況
 

1．
水

産
開

発
局

ト
リ

ウ
ン

フ
ォ

支
局
で
、
貝

類
種

苗
生

産
技

術
が

確
立

さ
れ

る
。

 

1-
1.
 

ア
カ
ガ

イ
の
種

苗
生
産

方
法
、
生
産

可
能
規

模

が
明
ら

か
に
な

る
。

 

-
 

本
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
で

扱
っ
て

い
る
ア
カ

ガ
イ

2
種
（
ク

リ
ル
及

び
カ
ス

コ
デ

ブ
ー
ロ

）
に
つ
い

て
の

達

成
状
況

は
以
下

の
と

お
り
で

あ
る
。

 

ア
）
ク

リ
ル

 

親
貝

養
成
技

術
が
確

立
し

、
計

画
的
な

大
量

幼
生

の
獲
得

が
可

能
と

な
っ

た
。

そ
の
後

の
浮
遊

幼
生

、
着

底
稚

貝
の

飼
育

技
術

を
は
じ

め
、

新
規

種
苗
生

産
施

設
で

の
5m

m
稚

貝
の

生
産

技
術
が

確
立

し
、

20
09

年
5
月
に
開

所
し
た

新
規
種

苗
生
産

施
設
で

の
生
産

が
開

始
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、

こ
れ
ま

で
2～

5m
m

の
種

苗
の
沖

出
し
サ

イ
ズ

、
飼

育
場
所

な
ど

の
条

件
を
変

え
た

中
間

育
成

試
験

を
実
施

し
た
こ

と
で

、
最

適
な
中

間
育
成

技
術

も
確
立

し
た
。
そ

の
間
、

延
長
期

間
の
み

で
現
在

ま
で

に
4.

4
万

個
の

10
m

m
種

苗

を
生

産
し
た

。
新
規

種
苗

生
産

施
設
で

の
生

産
可

能
規
模

は
開

設
後

間
も

な
い

こ
と
か

ら
ま
だ

明
言

で
き

な
い
進

捗
で
あ

る
が

、
C

E
N

D
E

P
E

S
C

A
は

来
年
度

の
ク

リ
ル
の

種
苗
生
産

計
画
数

を
3
バ

ッ
チ
で

10
0

万
個
予

定
し
て

い
る
。

 

イ
）
カ

ス
コ
デ

ブ
ー

ロ
 

各
種
親

貝
養
成

試
験

を
行
っ

て
き
た
が

、
産

卵
誘
発

に
反
応

す
る
成

熟
個
体

を
獲
得

す
る
こ

と
が

で
き
ず

、

い
ま

だ
に
種

苗
生
産

方
法

、
生

産
可
能

規
模

が
明

ら
か
に

な
っ

て
い

な
い
。

成
熟

個
体

の
獲
得

方
法

が
確

立
す

れ
ば
、

産
卵
誘

発
、

幼
生

及
び

稚
貝

の
飼
育

に
つ
い

て
は

ク
リ

ル
で

確
立

し
た
技

術
が
応

用
で

き
る

も
の
と

考
え
ら

れ
て

い
る
。

 

1-
2.
 

マ
ガ
キ

の
種
苗

生
産
方

法
、
生
産
可

能
規
模

が
-
 

延
長
期

間
の
課

題
で

あ
っ
た

親
貝
の
産

卵
誘
発

に
つ
い

て
は
、

延
長
期

間
の

現
在
に

至
る
ま
で

に
2
度
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3 

明
ら
か

に
な
る

。
 

 

の
国
内

親
貝
を

使
っ

た
産
卵

誘
発
に
成

功
し
各

産
卵

で
20

万
以

上
の

5m
m

種
苗

を
生

産
す

る
に
至
っ

た
。
ク
リ
ル

と
同
様

に
、
新
種
苗

生
産
施

設
で
の
生

産
可
能
規

模
は
明

確
で
は

な
い
が

、
C

E
N

D
E

P
E

S
C

A

は
予
定

通
り
産

卵
が

う
ま
く

い
く
な
ら

ば
、
来

年
度

5
バ

ッ
チ
で

10
0
万
個

の
マ
ガ

キ
の
種
苗

生
産

を

計
画
し

て
い
る

。
 

1-
3.

 イ
ワ

ガ
キ

付
着

基
盤

の
最
適

な
型

と
設

置
環

境

が
明
ら

か
に
な

る
。

 

-
 

本
指

標
に

つ
い

て
は

、
本

体
期

間
の

終
了

ま
で

に
達

成
さ

れ
た

と
判

断
さ

れ
て

お
り

、
延

長
期

間
中

は

担
当
カ

ウ
ン
タ

ー
パ

ー
ト
が

モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を

継
続
し

て
い
た

が
、

20
09

年
の

同
カ

ウ
ン
タ
ー

パ
ー

ト

の
離

職
に

よ
り

新
た

な
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
に

モ
ニ

タ
リ

ン
グ
が

引
き

継
が

れ
た

。
人

工
漁

礁
効

果
測

定
の

短
期

専
門

家
を

派
遣

し
た

と
こ

ろ
、

付
着

イ
ワ

ガ
キ

の
量

的
把

握
が

な
さ

れ
る

と
共

に
、

イ
ワ

ガ

キ
付

着
数

に
つ

い
て

は
、

キ
ュ

ー
ブ

型
が

ピ
ラ

ミ
ッ

ド
型

よ
り

優
れ

て
い

る
こ

と
が

示
唆

さ
れ

た
。

ま

た
、

魚
類

や
甲

殻
類

の
蝟

集
効

果
も

確
認

さ
れ

た
。

な
お

、
投

入
時

期
に

つ
い

て
は

、
イ

ワ
ガ

キ
幼

生

の
付
着

時
期
に

合
わ

せ
る
こ

と
が
提
案

さ
れ
た

。
 

1-
4.
 

ア
カ
ガ

イ
、
マ

ガ
キ

の
種
苗

生
産
に

関
す

る
技

術
マ
ニ

ュ
ア
ル

が
作

成
さ
れ

る
。

 

-
 

本
体

期
間

に
お

い
て

、
そ

の
終

了
時

時
点

で
の

技
術

的
知

見
を

基
に

、
各

技
術

マ
ニ

ュ
ア

ル
が

作
成

さ

れ
た
。
延
長
期

間
で

は
、
新

た
に

得
ら

れ
た

知
見
を

加
え

る
形
で
、

9
月

中
旬

か
ら

作
成
に

取
り

掛
か
り

、

10
月
に

は
完
成

さ
せ

11
月
末

に
印
刷

を
完
了

す
る
予

定
と

な
っ
て

い
る
。
作

成
に
あ

た
っ
て
は

、
技
術

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

が
作

成
し

た
も

の
に

専
門

家
が

指
導

を
加

え
る

予
定

で
あ

る
。

ラ
ボ

に
お

い
て

成

熟
個

体
を

確
保

で
き

る
養

成
技

術
が

確
立

さ
れ

て
い

な
い

カ
ス

コ
デ

ブ
ー

ロ
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
ま

で

の
成
果

を
盛
り

込
ん

だ
情
報

を
追
加
し

、
既
存

の
技
術

マ
ニ
ュ

ア
ル
を

更
新

す
る
予

定
で
あ
る

。
 

1-
5.
 

人
工

漁
礁

を
使

っ
た

イ
ワ

ガ
キ

の
付

着
実

験

技
術
マ

ニ
ュ
ア

ル
が
作

成
さ

れ
る
。

 

-
 

本
体
期

間
に
イ

ワ
ガ

キ
の
技

術
マ
ニ
ュ

ア
ル
は

作
成
さ

れ
た
が

、
指
標

1-
3
に

示
さ
れ

る
よ
う

に
、

付

着
状
況

を
踏
ま

え
た

改
訂
が

必
要
で
あ

る
。

 

2．
試

験
海

域
で

、
漁

民
に

普
及

し
う

る
ア

カ
ガ

イ
養

殖
技

術
が

確
立

さ
れ

る
。
ま
た

、

水
産

開
発

局
に

マ
ガ

キ
の

養
殖

試
験

技
術

が
定

着
す

る
。

 

2-
1.
 

ア
カ

ガ
イ

の
養

殖
方

法
と

生
産

可
能

規
模

が

明
ら
か

に
な
る

。
 

 

-
 

ク
リ
ル

に
つ
い

て
は

、
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ

林
内
に

鉄
筋
製

方
形
枠

を
設
置

す
る

方
法
に

て
約

1
年

間
の

養

殖
試

験
を

行
い

、
商

品
サ

イ
ズ

に
達

す
る

ま
で

の
期

間
、

場
所

及
び

水
深

に
よ

る
成

長
速

度
の

違
い

な

ど
が

明
ら

か
に

な
っ

た
が

、
適

正
収

容
密

度
に

つ
い

て
は

施
設

か
ら

逸
脱

す
る

個
体

が
多

く
明

ら
か

に

な
ら
な

か
っ
た

。
そ

の
改
良

策
と
し
て

、
90

X
60

cm
の

網
袋
を

用
い
た

養
殖

試
験
を

実
施
し
て

お
り

、

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

終
了

時
ま
で

に
は
、
養

殖
方
法

と
生
産

規
模
が

明
ら
か

に
な

る
予
定

で
あ
る
。

 

-
 

カ
ス

コ
デ

ブ
ー

ロ
に

つ
い

て
は

、
ク

リ
ル

と
同

様
の

鉄
筋

製
方

形
枠

に
て

養
殖

試
験

を
実

施
し

、
地

撒

き
養

殖
に

お
け

る
成

長
率

、
適

正
収

容
密

度
に

関
す

る
新

た
な

知
見

が
蓄

積
さ

れ
、

生
産

可
能

規
模

も

終
了

時
ま

で
に

明
ら

か
に

な
る

予
定

で
あ

る
。

ま
た

、
現

在
袋

に
入

れ
て

生
産

す
る

方
法

や
適

正
密

度

に
つ

い
て

も
実

験
中

で
あ

る
。

終
了

時
ま

で
に

あ
る

程
度

の
結

果
は

得
ら

れ
る

予
定

で
あ

る
が

、
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
も

技
術

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

が
継

続
し

て
最

適
な

密
度

に
つ

い
て

確
認

す
る

予
定

で

あ
る
。

 

2-
2.
 

マ
ガ

キ
養

殖
に

お
け

る
各

課
題

へ
の

対
応

策

の
整

理
、

養
殖

適
地

・
養

殖
方

法
の

選
定

に
必

要
な

各
種

デ
ー

タ
収

集
方

法
・

養
殖

試
験

方
法

の
実

施
に

よ
り
、
水
産

開
発
局

が
養
殖

試
験
技

術
を

獲
得
す

る
。

-
 

現
地

資
材

で
養

殖
筏

を
製

作
す

る
と

共
に

、
更

な
る

コ
ス

ト
ダ

ウ
ン

を
目

的
と

し
て

ロ
ン

グ
ラ

イ
ン

を

製
作
し

、
サ

カ
テ
ィ

ー
ジ
ョ

島
（

20
07

年
11

月
、

20
08

年
11

月
、

20
08

年
3
月

配
布
群

の
3
回

）
と

メ
ア
ン

ゲ
ラ
島

（
20

08
年

3
月

配
布
群

の
み
）

で
、
試

験
養
殖

が
実
施

さ
れ

た
。
養

殖
中
の
生

残
率

は

25
-3

3％
、

成
長

率
は

0.
8-

1.
2
㎝

/月
で

あ
り
、

5
ヵ

月
で

出
荷
サ

イ
ズ

6c
m

に
成

長
し

た
。
ま

た
、
鰯

網
を
使

っ
て
養

殖
籠

を
作
成

す
る
こ
と

で
材
料

費
の
コ

ス
ト
ダ

ウ
ン
を

図
る

こ
と
に

成
功
し
た
（

5
段

行

灯
籠

U
S

$ 
10

、
巾
着

籠
U

S
$ 

4.
37

）。
養
殖
に

害
を
及

ぼ
す
付

着
生
物
の
浮

遊
幼
生

の
出
現
状

況
に

つ

い
て

は
今

後
も

継
続

的
に

調
査

を
実

施
し

て
い

く
予

定
で

あ
る

。
こ

れ
ら

の
養

殖
試

験
の

中
で

、
飼

育

環
境

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
継

続
、

付
着

生
物

調
査

、
現

地
で

調
達

可
能

な
養

殖
資

材
の

検
討

、
新

漁
場

開

拓
な

ど
の

各
課

題
に

対
応

し
た

活
動

が
実

施
さ

れ
、

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

が
今

後
専

門
家

の
支

援
を

得

る
こ
と

な
く
独

自
で

養
殖
試

験
を
漁
民

と
と
も

に
継
続

し
て
い

く
こ
と

が
可

能
に
な

っ
た
。
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4 

2-
3.
 

天
然

及
び

人
工

漁
礁

に
お

け
る

イ
ワ

ガ
キ

の

生
産
可

能
規
模

が
明
ら

か
に

な
る
。

 

-
 

天
然

漁
礁

に
お

け
る

生
産

可
能

規
模

は
本

体
期

間
中

に
判

明
さ

れ
て

い
る

。
人

工
漁

礁
に

お
け

る
生

産

可
能
規

模
は
、

20
09

年
2
月

に
派
遣
さ

れ
た
短

期
専
門

家
の
調

査
で

2
年
経

過
後
の

イ
ワ
ガ
キ

の
付

着

状
況
に

つ
い
て

調
査

が
行
わ

れ
た
。
指

標
1-

3
で
既
述

の
と
お

り
、
人

工
漁

礁
毎
に

付
着
状
況

に
差

が

あ
る

も
の

の
、

投
入

し
た

人
工

漁
礁

で
付

着
が

成
功

し
た

も
の

に
つ

い
て

は
、

生
産

可
能

規
模

は
判

明

し
て
い

る
。

 

2-
4.
 

ア
カ

ガ
イ

、
マ

ガ
キ

の
養

殖
に

関
す

る
技

術

マ
ニ

ュ
ア

ル
と

漁
民

向
け

の
手

引
書

が
作

成
さ

れ

る
。

 

 

-
 

現
在

ま
で

に
積

み
上

げ
ら

れ
た

養
殖

試
験

の
結

果
を

用
い

て
ア

カ
ガ

イ
・

マ
ガ

キ
養

殖
の

技
術

マ
ニ

ュ

ア
ル
が

改
訂
さ

れ
る

予
定
で

あ
る
。

9
月
中

旬
か
ら

作
業

を
開
始

し
、

11
月

末
に
印

刷
が
完
了

す
る

予

定
で

あ
る

。
種

苗
生

産
の

技
術

マ
ニ

ュ
ア

ル
と

同
様

に
、

技
術

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

が
作

成
し

、
専

門

家
が

指
導

す
る

予
定

で
あ

る
。

養
殖

技
術

の
漁

民
向

け
手

引
書

に
つ

い
て

は
、

現
在

作
成

中
の

生
計

向

上
モ

デ
ル

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
漁

民
向

け
手

引
書

の
ア

カ
ガ

イ
・

マ
ガ

キ
養

殖
版

に
含

む
形

で
の

作
成

を

予
定
し

て
い
る

。
 

2-
5.
 

イ
ワ

ガ
キ

の
漁

場
造

成
に

関
す

る
水

産
開

発

局
向

け
技

術
マ

ニ
ュ

ア
ル

と
漁

民
向

け
の

手
引

書
が

作
成
さ

れ
る
。

 

-
 

本
指
標

に
つ
い

て
は

、
本
体

期
間
中
に

達
成
し

て
い
る

。
 

3．
海

面
及

び
沿

岸
域

の
資

源
の

持
続

的
利

用
及

び
漁

場
環

境
保

全
に

関
す

る
、
モ

デ
ル

地
域

住
民

の
意

識
が

向
上

す
る
。

 

3-
1.
 

対
象

に
合

致
し

た
教

材
が

複
数

開
発

さ
れ

る
。

 

-
 

本
指
標

は
本
体

期
間

中
に
達

成
し
て
い

る
。
延
長

期
間
中

は
、

C
E

N
D

E
P

E
S

C
A
の

社
会

開
発
部

に
よ

り

20
08

年
5
月

か
ら

9
月

に
か
け

て
貝
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
の

活
動
領

域
に
あ

る
合

計
13

校
を

訪
問
し

、
13

5

冊
（

13
校
で
教

鞭
を

と
る
教

師
と
同
数

）
の
自

然
資
源

に
関
す

る
環
境

教
育

副
読
本

が
配
布
さ

れ
た
。

3-
2.
 

啓
発

活
動

の
参

加
者

（
主

と
し

て
漁

民
）

の

理
解
度

が
向
上

す
る

。
 

 

-
 

本
指
標

は
、
本
体

期
間
中

に
達
成

し
て

い
る
。

20
07

年
11

月
に

モ
デ

ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
（
プ
エ

ル
ト
ラ

ミ
レ

ス
、

サ
パ

テ
タ

、
ラ

ベ
ナ

ダ
）

の
漁

民
に

対
し

て
沿

岸
資

源
の

持
続

的
利

用
に

関
す

る
研

修
を

実

施
し

た
。

本
終

了
時

評
価

の
モ

デ
ル

地
域

の
漁

民
に

対
す

る
聞

き
取

り
調

査
で

は
、

数
年

前
に

比
べ

て

一
般
的

に
環
境

や
資

源
保
護

に
関
す
る

意
識
は

向
上
し

て
い
る

と
の
こ

と
で

あ
っ
た

。
 

4．
モ

デ
ル

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

い
て
、
貝

類

養
殖

を
中

心
と

し
た

生
計

向
上

の
た

め
の

改
善

策
が

選
定

さ
れ

る
。

 

4-
1.
 

モ
デ

ル
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

結
果

を
も

と

に
、

生
計

向
上

の
た

め
の

改
善

策
（

養
殖

及
び

関
連

技
術

、
資

源
の

持
続

的
利

用
方

法
、

漁
民

組
織

の
運

営
方

法
、

資
金

調
達

・
運

用
方

法
等

）
が

漁
民

向
け

手
引
書

と
し
て

作
成

さ
れ
る

。
 

-
 

延
長
期

間
に

は
、
以

下
の

5
項

目
が
生

計
向
上

モ
デ
ル

と
し
て

示
さ
れ

た
。

 

１
．
ク

リ
ル
人

工
種

苗
を
用

い
た
養
殖

事
業

 

２
．
カ

ス
コ
デ

ブ
ー

ロ
人
工

種
苗
を
用

い
た
養

殖
事
業

 

３
．
マ

ガ
キ
養

殖
事

業
 

４
．
イ

ワ
ガ
キ

人
工

礁
設
置

事
業

 

５
．
一

本
釣
り

漁
業

用
人
工

漁
礁
設
置

事
業

 

-
 

上
記

モ
デ

ル
を

作
成

す
る

た
め

に
必

要
な

養
殖

試
験

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

実
施

、
貝

類
流

通
促

進
、

漁

民
組

織
形

成
支

援
、

初
期

資
金

調
達

の
検

討
な

ど
を

、
生

計
向

上
モ

デ
ル

形
成

の
短

期
専

門
家

が
中

心

と
な

り
取

り
ま

と
め

て
お

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
ま

で
に

は
最

終
的

に
モ

デ
ル

と
し

て
漁

民
向

け

手
引
書

が
完
成

す
る
予

定
で

あ
る
。

 

 
 

エ
ル
サ

ル
バ
ド

ル
側
の

投
入
の

実
績

 

1）
人

材
 

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

ダ
イ

レ
ク
タ

ー
 

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

マ
ネ

ー
ジ
ャ

ー
 

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

サ
ブ

マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
（

C
P

T
支

局
長

）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

（
貝

類
増

養
殖

開
発
セ

ン
タ
ー

長
を

兼
ね
る

）
 

技
術

C
/P
（

少
な
く

と
も

5
名

）
 

社
会
開

発
C

/P
 

新
種
苗

生
産
施

設
維

持
管

理
C

/P
 

作
業
船

兼
ボ
ー

ト
操

船
者

 

-
 

本
体
期

間
の
終

了
時

点
で
、

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
運

営
管
理

に
か
か

わ
る
カ

ウ
ン

タ
ー
パ

ー
ト
が

4
名
、

技

術
カ
ウ

ン
タ
ー

パ
ー

ト
が

6
名
（

ア
カ

ガ
イ
部
門

3
名
内

1
名

は
本
邦

へ
の

長
期
研

修
に
参
加

、
マ

ガ

キ
部
門

2
名

、
イ
ワ

ガ
キ
部

門
1
名
）

配
置
さ

れ
て
い

た
。
こ

の
ほ
か
、
水

産
開
発

局
社
会
開

発
課

の

職
員

1
名

が
、

木
・

金
曜
日

に
社
会
開

発
部
門

の
活
動

に
参
加

し
て
い

た
。

 

-
 

延
長
期

間
開
始

早
々

に
、
技
術
カ

ウ
ン

タ
ー
パ

ー
ト
の

う
ち

1
名

が
リ
ー

ダ
ー

格
と
し

て
養
殖
セ

ン
タ

ー

コ
ー
デ

ィ
ネ
ー

タ
ー

に
任
命

さ
れ
、
技

術
カ
ウ

ン
タ
ー

パ
ー
ト

が
4
名
と
な

っ
た
た

め
1
名
の

補
充
が

あ
り
、
リ

ー
ダ
ー

に
加
え

5
名
の

技
術

カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー

ト
体
制

(合
計

6
名

)と
な

っ
た

。
し
か

し
な

が

ら
、

20
09

年
1
月

に
技
術

カ
ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
2
名

が
M

E
G

A
T

E
C
ラ
・
ウ

ニ
オ
ン

校
に
新
設

さ
れ

た

漁
業
及

び
養
殖

学
科

の
教
官

と
し
て
採

用
さ
れ

退
職
し

、
水
産

開
発
局

は
現

在
2
名

補
充
の
た

め
の
手
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5 

貝
類
増

養
殖
部

門
補

助
員

 

運
転
手

、
警
備

員
、

そ
の
他

必
要
な

要
員

 

続
き
を

行
っ
て

い
る

。
 

-
 

20
09

年
6
月

1
日
の

新
政
権

発
足
に
伴

い
、
農

牧
副
大

臣
が
交

代
し
た

。
水

産
局

長
も

7
月

15
日
に

内

部
昇

任
人

事
に

て
新

水
産

局
長

が
任

命
さ

れ
た

。
よ

っ
て

、
運

営
管

理
に

か
か

わ
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・

ダ
イ

レ
ク

タ
ー

及
び

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

が
交

代
し

た
こ

と
に

な
る

。
現

在
の

と
こ

ろ
、

サ
ブ

・
マ

ネ
ー

ジ
ャ
ー

及
び

コ
ー
デ

ィ
ネ
ー

タ
ー
に
つ

い
て
は

変
更
さ

れ
て
い

な
い
。

 

-
 

カ
ウ
ン

タ
ー
パ

ー
ト

配
置
の

詳
細
に
つ

い
て
は

、
付
属
資

料
9：

エ
ル

サ
ル
バ

ド
ル
側

投
入
実

績
の
「

1．

カ
ウ
ン

タ
ー
パ

ー
ト

の
配
置

」
を
参
照

の
こ
と

。
 

2）
機

材
 

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

に
必

要
な
機

材
 

-
 

エ
ル
サ

ル
バ
ド

ル
側

か
ら
の

機
材
の
投

入
は
な

い
 

3）
施

設
 

日
本
人

専
門
家

の
執

務
室
を

含
む
施
設

等
 

-
 

本
体

期
間

中
か

ら
、

農
牧

省
本

省
内

及
び

プ
エ

ル
ト

・
エ

ル
・

ト
リ

ウ
ン

フ
ォ

支
局

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

事
務

所
、

同
支

局
に

専
門

家
用

宿
舎

及
び

マ
ガ

キ
種

苗
生

産
用
ラ

ボ
、

ピ
ラ

ヤ
種

苗
生

産
施

設
用

の
土

地
・

建
物

の
提

供
が

あ
っ

た
。

延
長

期
間

に
お

い
て

は
、

水
産

開
発

局
に

よ
る

プ
エ

ル
ト

・
エ

ル
・

ト

リ
ウ
ン

フ
ォ
の

新
規

種
苗
生

産
施
設
建

設
の
た

め
の
土

地
及
び

既
存
施

設
の

提
供
が

あ
っ
た
。

 

4）
ロ

ー
カ
ル

コ
ス
ト

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

活
動

経
費

 
-
 

本
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
に

対
す
る

エ
ル
サ
ル

バ
ド
ル

側
予
算

支
出
は

、
以
下

の
表

の
と

お
り

20
05

年
度
か

ら

現
在
ま

で
約

6～
7
万

米
ド
ル

で
推
移
し

て
い
る

。
こ

れ
ら

経
費

は
水
産

局
の

特
別
活

動
資
金
か

ら
の

支

出
で

あ
る

。
そ

の
内

訳
は

、
電

気
代

、
電

話
代

の
公

共
料

金
、

車
両

・
船

舶
用

燃
料

費
、

車
両

保
険

、

警
備

員
傭

上
費

が
主

な
も

の
で

、
実

験
室

用
備

品
、

養
殖

用
資

材
、

車
両

及
び

船
舶

な
ど

機
材

の
保

守

管
理

費
な

ど
へ

の
支

出
は

限
ら

れ
て

お
り

、
こ

れ
ら

支
出

は
日

本
側

の
ロ

ー
カ

ル
コ

ス
ト

負
担

か
ら

行
っ
て

い
る
。
延
長

期
間
開

始
後

の
20

08
年

は
、
支
出

が
減
少

し
た
が

燃
料

代
の
節

約
に
努
め

た
成
果

で
あ
っ

た
。
詳

細
は

、
付
属

資
料

9：
エ

ル
サ

ル
バ
ド
ル

側
投
入

実
績
の

「
2．

エ
ル
サ

ル
バ
ド

ル
側

プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
経

費
負

担
実
績

」
を
参
照

の
こ
と

。
 

(
単

位
：

U
S

$)
 

20
05

年
 

20
06

年
 

20
07

年
 

20
08

年
 

20
09

年
 

予
算

支
出

額
 

66
,0

44
.5

6
75

,8
40

.8
3

76
,4

96
.8

7
57

,6
57

.3
9

43
,8

65
.1

4

＊
20

09
年

度
は

1～
7
月
ま

で
の
集

計
で
あ

る
。

 

日
本
側

の
投
入

実
績

 

1）
人

材
 

長
期
専

門
家

 

・
 チ

ー
フ
ア

ド
バ
イ

ザ
ー

/貝
類

種
苗

生
産

 

・
 業

務
調
整

/貝
類
養

殖
 

短
期
専

門
家
 

必
要

に
応
じ

派
遣

 

-
 

延
長
期

間
は
チ

ー
フ

ア
ド
バ

イ
ザ
ー
／

貝
類
種

苗
生
産

、
業
務

調
整
／

貝
類

養
殖
の

2
名
の
長

期
専

門

家
が
派

遣
さ
れ

、
現

在
も
活

動
中
で
あ

る
。

 

-
 

短
期
専

門
家
に

つ
い

て
は
、
延

長
期
間

中
、
付

着
生

物
調

査
、
人

工
漁
礁

効
果
測

定
、
貝

類
流

通
調

査
、

生
計
向

上
モ
デ

ル
の

4
分
野

に
て
、
延

べ
5
名

の
派
遣

が
行
わ

れ
た
。

 

-
 

20
05

年
1
月

の
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
開
始

時
か
ら

延
長
期

間
を

含
む
現

時
点
ま
で

の
長
期

専
門
家

総
数
は

6

名
、
短

期
専
門

家
は

延
べ

30
名

で
あ
る

。
詳

細
に

つ
い
て

は
、
付
属

資
料

8：
日
本

側
投
入

実
績
の
「

1．

専
門
家

派
遣
実

績
」

を
参
照

の
こ
と
。

 

2）
研

修
員
受

入
 

必
要
に

応
じ
受

入
 

-
 

延
長
期

間
に
お

い
て

は
、

JI
C

A
集

団
研

修
「
持
続

的
増
養

殖
開
発
」
及

び
「
漁

業
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
開

発

計
画
」
に

2
名

が
参

加
し
た
。
ま
た

、
JI

C
A
長

期
研
修

と
し
て

日
本
の

大
学

院
に
留

学
し
て
い

る
技

術

カ
ウ
ン

タ
ー
パ

ー
ト

が
1
名

い
る
。

 

-
 

20
05

年
1
月
の

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
開
始
か

ら
延
長

期
間
を

含
む
現

時
点
ま

で
に

、
本
邦

研
修
参
加

者
が

延

べ
5
名

、
チ

リ
で
の

研
修

 参
加

者
が

11
名

で
、
計

16
名

で
あ
る

。
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
の

枠
組

み
外
の

研

修
参

加
と

し
て

、
前

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
沿

岸
湖

沼
域

養
殖

開
発

計
画

）
か

ら
継

続
勤

務
し

て
い

る
技

術

カ
ウ
ン

タ
ー
パ

ー
ト

の
日
本

に
お
け
る

修
士
課

程
の
た

め
の
国

費
留
学
（

1
名

）
や

JI
C

A
の

集
団
研

修

（
2
名

）
に

参
加
し

た
実
績

が
あ
る
。
上
記

JI
C

A
長

期
研

修
参
加

者
を
含

め
、
研
修

員
受
入
の

延
べ

人

数
は

20
名
で

あ
る
。
詳
細
は

、
付

属
資

料
8：

日
本

側
投
入

実
績
の
「

2．
研
修

員
受
入

実
績
」
を

参
照

の
こ
と

。
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3）
機

材
供
与

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

活
動

経
費

 
-
 

延
長
期

間
に
お

い
て

は
、
本
邦

調
達
分

約
55

8
万

円
、
現

地
調
達

分
2
万

3,
80

0
米
ド
ル

相
当
の

機
材
が

供
与
さ

れ
た
。

 

-
 

20
05

年
1
月
の

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
開
始
か

ら
延
長

期
間
を

含
む
現

時
点
ま

で
の

供
与
機

材
費
の
総

額
は

、

本
邦
調

達
分
約

1,
37

2
万
円
、
現
地
調

達
分
が

1.
4
万

米
ド

ル
と
な

る
。
携

行
機
材

費
で
は

、
そ

れ
ぞ

れ

64
万
円

、
3.

4
万
米

ド
ル
で

あ
る
。

詳
細
は

、
付
属

資
料

8：
日

本
側
投

入
実
績

の
「

3．
機
材

供
与

実

績
」
を

参
照
の

こ
と

。
 

4）
ロ

ー
カ
ル

コ
ス
ト

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

活
動

経
費

 
-
 

延
長
期

間
で
は

、
20

08
年

1
月
か

ら
20

09
年

6
月

ま
で
に

19
万

8,
00

0
ド
ル

を
負
担

し
た
。

新
規
種

苗
生

産
施

設
の

施
工

管
理

ロ
ー

カ
ル

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
契

約
、

運
転

手
・

秘
書

・
作

業
員

の
報

酬
・

謝

金
、
資

機
材
・

消
耗

品
購
入

な
ど
に
活

用
し
た

。
 

-
 

本
体
期

間
の

3
年

間
で
、

62
万

3,
00

0
ド
ル

負
担
し

た
。

こ
の

中
に
は

、
ラ

・
ピ
ラ

ジ
ー
タ
種

苗
生

産

施
設
の

補
修
工

事
費

17
万

8,
70

0
ド
ル

の
他
、

ロ
ー
カ

ル
コ
ン

サ
ル
タ

ン
ト
契

約
、

運
転
手
・

秘
書

及

び
各
種

作
業
員

の
謝

金
・
報
酬

、
消

耗
品
費

、
マ

ニ
ュ
ア

ル
類
作

成
、
資

機
材
購

入
費
等

が
含

ま
れ
る

。

詳
細
は

付
属
資

料
8：

日
本
側

投
入
実

績
の
「

4．
日

本
側
ロ

ー
カ
ル

コ
ス
ト
負

担
」
を

参
照
の

こ
と
。

 ２
．
実

施
プ
ロ
セ
ス

 

評
価
設
問

 
判

断
基
準
・

方
法
（

指
標
）

 
調

査
結
果

 
大

項
目

 
小

項
目

 

活
動
（

延
長
期

間
の

JI
C

A
の

協
力
範

囲
）
は

計
画

ど
お

り

に
実

施
さ

れ

た
か

 

1‐
1.
 

ア
カ

ガ
イ

の
種

苗
生

産
試

験
を

実
施

し
、

結
果

を
取

り
ま

と
め

る
。

 

-
 

カ
ス

コ
デ

ブ
ー

ロ
に

つ
い

て
は

成
熟

し
た

親
貝

が
獲

得
で

き
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
遅

れ
が

生
じ

た
。

ク

リ
ル
は
計

画
ど

お
り

で
あ
っ

た
。

 

1-
2.

 マ
ガ

キ
の

種
苗

生
産
試

験
を
実
施

し
、
結

果
を
取

り
ま
と

め
る
。

 
-
 

本
体
期

間
の
終

了
時

に
計
画

さ
れ
た
と

お
り
の

方
法
で

親
貝
の

産
卵
が

得
ら

れ
な
か

っ
た
た
め

1
年

目

は
遅
れ

が
生
じ

た
。

ま
た
、

新
規
種
苗

生
産
施

設
の
建

設
が

5
カ

月
程
度
遅

れ
た
こ

と
(当

初
は

20
08

年
内
に

完
成
予

定
だ

っ
た

)は
、
ア

カ
ガ

イ
や
マ

ガ
キ
の
種

苗
生
産

技
術
の

確
立
に

影
響
を

及
ぼ

し
た

。

2-
1.

 ア
カ

ガ
イ

の
養

殖
試
験

を
実
施
し

、
結
果

を
取
り

ま
と
め

る
。

 
-
 

ク
リ

ル
に

つ
い

て
は

計
画

ど
お

り
で

あ
っ

た
が

、
カ

ス
コ

デ
ブ

ー
ロ

に
つ

い
て

種
苗

が
な

か
っ

た
た

め

実
施
に

遅
れ
が

生
じ

た
。

 

2‐
2.
 

マ
ガ

キ
の
養

殖
試
験

を
実
施

し
、
結

果
を
取

り
ま

と
め
る

。
 

-
 

上
記
の

親
貝
か

ら
の

採
苗
が

遅
れ
た
こ

と
で
、

遅
れ
が

生
じ
た

。
 

4‐
3.
 

モ
デ

ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
の
実

施
結
果
を

と
り
ま
と

め
る
（
実

施
結

果
と

は
、

適
正

な
養

殖
方

法
、

生
物

学
的
デ

ー
タ

、
収

支
、

組
織

化
の

方

法
等

を
指

す
）
。

 

-
 

計
画
ど

お
り
現

在
生

計
向
上

モ
デ
ル
形

成
の
短

期
専
門

家
が
中

心
と
な

り
実

施
中
で

あ
る
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
の

実
施

体

制
に

問
題

は

な
か
っ

た
か

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
体

制
は

適
切

に
機

能
し

て
い

る
か

 

実
施
体
制

の
適
切

さ
（
必

要
な
関

係
者

が
含

ま
れ
て
い

る
か
、

な
ど
）

 

-
 

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
運

営
に
お

い
て
は
、
毎

月
一
度

の
定

例
会
合

に
よ

り
C

P
T
に

勤
務
す

る
専
門

家
及

び

技
術
カ

ウ
ン
タ

ー
パ

ー
ト
、

C
E

N
D

E
P

E
S

C
A

の
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

カ
ウ
ン

タ
ー

パ
ー
ト

、
JI

C
A

エ
ル

サ

ル
バ

ド
ル

事
務

所
の

参
加

に
よ

り
そ

れ
ま

で
の

進
捗

や
今

後
の

予
定

な
ど

、
必

要
な

情
報

交
換

が
行

わ

れ
、
活

動
の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

機
能
も

果
た

し
て
き

た
。

運
営

委
員
会

（
C

om
it

e 
E

je
cu

ti
vo

）
は

延
長

期
間

中
4

回
実

施
さ

れ
、

C
E

N
D

E
P

E
S

C
A

の
技

術
支

援
委

員
（

国
家

水
産

科
学

諮
問

委
員

会

（
C

C
C

N
P

E
S

C
A
）

）
や

日
本

側
・

エ
ル

サ
ル

バ
ド

ル
側

の
関

係
者

が
参

加
し

、
活

動
の

報
告

が
行

わ

れ
て
い

る
。

 

-
 

C
P

T
で

実
施
さ

れ
て

い
る
日

々
の
活
動

に
お
い

て
は
、

朝
夕
の

ミ
ー
テ

ィ
ン

グ
で
各

自
の
業
務

予
定

や

問
題

点
を

十
分

に
確

認
し

な
が

ら
活

動
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

セ
ン

タ
ー

の
活

動
内

容
を

考
慮

し
、

通

常
の

C
E

N
D

E
P

E
S

C
A

の
就

業
時
間
と

は
異
な

る
時
間

を
設
定

す
る
こ

と
で
就

労
状

況
の
改
善

を
図

る

関
係

者
間

の
コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

適
切

に
と

ら
れ

て
い

る
か

 

JC
C
そ

の
他
の

会
合

開
催
実

績
、
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
内

容
に

つ
い

て
関

係
者

間
で

共
通

の
認
識
が

あ
る
か

、
共
同

作
業
の

実
施

に
問

題
が
な
い

か
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る
か

 

モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の

頻
度
、
方

法
、
結
果

が
共

有
さ
れ
て

い
る
か
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7 

な
ど
の

工
夫
も

な
さ

れ
て
い

る
。

 

実
施

機
関
や

C
/P

の
オ

ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
は
十
分

か
 

実
施
機
関

・
C

/P
の

参
加

度
、
投

入
実

績
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
の

実
施

計
画

の
有

無
、
関
係

者
所
感

 

-
 

水
産

開
発

局
に

お
い

て
は

、
政

権
交

代
後

以
前

に
も

ま
し

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

に
対

し
て

関
心

を

持
っ

て
お

り
、

政
権

交
代

後
ま

も
な

く
農

牧
省

の
大

臣
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
視

察
を

行
う

な
ど

、
関

心

の
高

さ
が

伺
え

る
。

新
規

種
苗

生
産

施
設

が
完

成
し

て
か

ら
は
プ

エ
ル

ト
・

エ
ル

・
ト

リ
ウ

ン
フ

ォ
の

地
域

事
務

所
か

ら
独

立
さ

せ
養

殖
部

の
管

轄
下

に
お

く
な

ど
、

実
施

体
制

の
改

善
も

図
ら

れ
た

。
日

常

の
業

務
で

は
本

体
期

間
中

に
は

見
ら

れ
た

ガ
ソ

リ
ン

代
等

の
予

算
執

行
の

遅
れ

が
改

善
さ

れ
て

お
り

、

オ
ー
ナ

ー
シ
ッ

プ
を

持
っ
て

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に

あ
た
っ

て
い
る

と
言
え

る
。

 

技
術

移
転

の

方
法

に
問

題

は
な

か
っ

た

か
 

技
術

移
転

の
成

果
が

確
認

で
き

る
か

 

各
成
果
の

達
成
状

況
、
モ

ニ
タ
リ

ン
ク

の
結

果
、
関
係

者
の
所

感
 

-
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

専
門

家
か

ら
技

術
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
へ

の
技

術
移

転
は

日
常

の
実

験
・

飼
育

・

漁
村
で

の
普
及

活
動
な

ど
全

て
O

JT
で

行
わ
れ

て
い
る

。
ま
た

、
カ
ウ

ン
タ

ー
パ
ー

ト
の
多
く

が
本

プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
の

直
接

的
な
支

援
と
な
る

本
邦
ま

た
は
第

三
国
研

修
へ
の

参
加

や
、
そ

の
他
の

JI
C

A
ま

た

は
日

本
大

使
館

が
提

供
す

る
研

修
機

会
を

得
て

、
長

期
・

短
期

の
研

修
に

参
加

し
て

き
た

。
そ

の
結

果

と
し
て

、
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の
達
成

状
況
の

指
標

5
で

示
す

よ
う
な

技
術

移
転
の

成
果
を
達

成
し

て

い
る
こ

と
か
ら

、
適

切
な
方

法
で
技
術

移
転
が

行
わ
れ

た
と
考

え
ら
れ

る
。

 

適
切

な
C

/P

が
配

置
さ

れ

た
か

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
調

整
・

実
施

に
お

い
て

配
置

さ
れ

た
C

/P
は

適
切
だ
っ

た
か

活
動

へ
の

参
加

度
、
貢

献
度

、
積
極
性
、
そ

の
他
関
係

者
の
所

感
 

-
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

配
置

さ
れ

た
技

術
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
は

大
学

の
生

物
学

科
を

卒
業

し
て

お
り

、

業
務

に
も

前
向

き
に

従
事

す
る

な
ど

積
極

性
も

高
く

、
適

切
な

技
術

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

が
配

置
さ

れ

て
い
る

と
評
価

さ
れ

て
い
る

。
 

タ
ー

ゲ
ッ

ト

グ
ル

ー
プ

や

関
係

組
織

の

参
加

度
や

認

識
は
高
い

か
 

各
関

連
組

織
や

対
象

住
民

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

に
十

分
に

参
加

し
て

い
る

か
 

各
活
動
へ

の
参
加

実
績
、

関
係
者

の
所

感
 

-
 

モ
デ

ル
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

参
加

す
る

漁
民

グ
ル

ー
プ

か
ら

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
に

必
要

な
十

分

な
参

加
を

得
て

お
り

、
漁

民
グ

ル
ー

プ
側

も
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
か

ら
は

活
動

の
実

施
に

十
分

な
支

援
を

得

て
い
る

と
述
べ

て
い

る
。

 

延
長

前
の

終

了
時

評
価

の

提
言

に
十

分

な
フ

ォ
ロ

ー

ア
ッ

プ
が

行

わ
れ
た

か
 

①
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
ア

カ
ガ

イ
の

種
苗

生
産

技
術

開
発
に

関
し

、
早

期

に
中

間
育

成
ま

で
の

技
術

を
確

立
す
べ

く
、

こ
れ

ま
で

実
施

し
て

き
た

活

動
の

技
術

的
評

価
を

踏
ま

え
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

延
長

期
間

の
試

験
方

法
及

び
活

動
内

容
を

再
検

討
し

、
よ

り
成
功

の
可

能
性

の
高

い
試

験
に

よ
る

活

動
内

容
を

明
確

に
す

る
。

ま
た

ア
カ

ガ
イ
養

殖
技

術
向

上
に

関
し

て
は

、

漁
民

の
在

来
技

術
を

整
理

し
、

こ
れ

を
向

上
さ

せ
る

養
殖

手
法

を
導

き
出

す
た

め
の

試
験
計
画

を
策
定

す
る
。

 

-
 

延
長
期

間
開
始

時
に

試
験
内

容
や
活
動

計
画
が

作
成
さ

れ
、
そ

れ
に
沿

っ
た

活
動
が

実
施
さ
れ

た
。

 

②
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
マ

ガ
キ

の
種
苗

生
産

及
び

養
殖

技
術

開
発
に

つ
い

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

延
長

期
間

中
に

実
施
さ

れ
る

べ
き

試
験

の
現

実
的

な

方
向

性
及

び
具

体
的

な
試

験
の

内
容

を
決

定
し

、
水

産
開

発
局

及
び

農
牧

省
と

合
意

す
る

。
ま

た
延

長
期

間
に
お

け
る
マ

ガ
キ

養
殖

に
関

す
る

活
動

の
た

め
に
、

P
D

M
に

お
け
る

そ
の
成
果

及
び
指

標
を
見

直
す
。

 

-
 

P
D

M
に

お
け

る
マ

ガ
キ

に
関

す
る
成

果
と

指
標

の
見

直
し

に
つ

い
て

は
、

20
07

年
12

月
に

現
行
の

P
D

M
バ

ー
ジ

ョ
ン

3
へ

の
改

訂
が
合

意
さ
れ

て
い
る
。
そ

の
後
、
提
言

1
と

同
様

に
、
試

験
内

容
・
活

動
計
画

が
策
定

さ
れ

合
意
し

、
そ
れ
に

沿
っ
た

活
動
が

実
施
さ

れ
た
。

 

③
水

産
開

発
局

及
び

農
牧

省
は

、
施
設

整
備

予
算
が

確
保

さ
れ

た
場

合
に

は
、

延
長

期
間

中
の

活
動

を
実

施
可

能
に

す
る

た
め

、
ア

カ
ガ

イ
種

苗
生

産
施

設
の

移
転
を
速

や
か
に

開
始
し

、
滞

り
な

く
実
施

す
る

よ
う
努

め
る

。

ま
た

、
ピ

ラ
ジ

ー
タ

の
施

設
が

こ
れ

ま
で

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
り

得
ら

れ
た

成
果

の
活

用
を

促
進

す
る

よ
う

、
持

続
的

な
活

用
の

た
め

の
方

策
を

検
討

し
、

具
体

的
な

計
画

案
を

策
定

す
る
。

水
産

開
発

局
及

び
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

は
、

新
施

設
に

て
発

生
し

得
る

問
題
を

避
け

る
た

め
に

、
共

同
し

て

-
 

新
規
種

苗
生
産

施
設

が
2K

R
積

立
金

を
利
用

し
て
建

設
さ

れ
、

20
09

年
5
月

15
日
に

開
所
式
が

執
り

行
わ
れ

た
。
現

在
は

新
施
設

に
お
い
て

種
苗
の

実
験
及

び
生
産

が
行
わ

れ
て

い
る
。

 

-
 

ピ
ラ

ジ
ー

タ
の

施
設
に

つ
い

て
は
、

M
E

G
A

T
E

C
ラ

・
ウ

ニ
オ

ン
校

に
養
殖

及
び

漁
業

学
科
を

新
設

し

た
中
米

技
術
専

門
学

校
教
育

新
興
企
業

財
団
（

IT
C

A
－

F
E

PA
D

E
）
が

そ
の

利
用
に
興

味
を
示
し

、
M

A
G

と
IT

C
A

-F
E

PA
D

E
の

間
で

協
定
に
署

名
が
な

さ
れ
た

。
現
在

は
、
ピ

ラ
ジ

ー
タ
の

施
設
の
運

営
管

理

の
許
可

の
可
能

性
を

検
討
し

て
い
る
。

 

- 133 -



 
8 

対
応

を
続

け
る
。

 

④
水

産
開

発
局
及
び

農
牧
省

は
、
延
長

期
間
に

活
動
を

継
続
す

べ
く
、

C
/P

の
雇

用
や

施
設

の
運

営
資

金
の

大
部

分
、

ま
た

活
動

の
継

続
に

必
要

な
管

理
費

を
予

算
に

計
上

す
る

。
特

に
、

エ
ル

サ
ル

バ
ド

ル
側

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

リ
ー

ダ
ー

及
び

施
設

管
理

に
か

か
る

人
材

の
任

命
も

し
く

は
雇

用
に

つ
い

て
は

、
早

急
に
こ
れ

を
実
現

す
る
。

 

-
 

エ
ル

サ
ル

バ
ド

ル
側

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

リ
ー

ダ
ー

は
、

延
長

期
間

開
始

早
々

に
任

命
さ

れ
た

。
一

方
で

、

新
規

種
苗

生
産

施
設

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

た
め

の
技

師
が

必
要

と
な

っ
て

お
り

、
雇

用
の

手
続

き
を

行
っ
て

い
る
。

 

⑤
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
は

、
P

D
M

に
お
け
る

成
果
が

達
成
さ

れ
て
い

な
い
項

目

の
う

ち
、

ア
カ

ガ
イ

の
種

苗
生

産
と

養
殖

、
及

び
マ

ガ
キ

養
殖

試
験

技
術

定
着

に
つ

い
て
の
活

動
を
継

続
す
る

。
 

-
 

成
果

1
及

び
2
の
達

成
状
況

で
記
し
た

と
お
り

の
実
績

と
な
っ

て
い
る

。
 

⑥
水

産
開

発
局

は
、

延
長

期
間
に

お
け

る
マ

ガ
キ

の
種

苗
生

産
及

び
養

殖

に
つ

い
て

、
更

な
る

主
体

性
を

持
ち
実

施
を
強

化
す
る

。
JI

C
A
は

そ
の

活

動
の

モ
ニ

タ
リ
ン
グ

を
行
い

、
適
宜

必
要
な

助
言
等

の
支

援
を
行

う
。

 

-
 

技
術

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

が
主

体
的

に
実

施
し

て
い

た
が

十
分

な
成

果
が

出
な

か
っ

た
た

め
、

専
門

家

が
親
貝

養
成
技

術
の

技
術
指

導
を
行
い

、
成
果

1
及

び
2
の
達

成
状
況

で
述

べ
た
よ

う
な
実
績

を
得

て

い
る
。

 

⑦
水

産
開

発
局

は
、

マ
ガ

キ
養

殖
の

継
続
を

可
能

に
す

る
た

め
、

環
境

省

に
対

す
る

継
続

的
な

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

結
果
の

報
告

を
行

い
、

ま
た

普
及

許

可
獲

得
の

た
め
に
必

要
な
手

続
き
を

実
施
す

る
。

 

-
 

20
07

-2
00

8
年

度
の
マ

ガ
キ
養

殖
試
験
に

お
け
る

飼
育
環

境
モ
ニ

タ
リ
ン

グ
の

報
告
書

が
提
出
さ

れ
、
環

境
省
よ

り
20

09
年

2
月
か

ら
3
年
間

の
マ

ガ
キ

幼
生
輸

入
及

び
養
殖

試
験
の
許

可
書
の

更
新
が

な
さ
れ

た
。
今

後
実
験

か
ら

生
産

の
段
階

に
移

行
す
る

に
あ
た
り

、
C

E
N

D
E

P
E

S
C

A
は

貝
類
養

殖
に
つ

い
て
の

環
境

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
策

定
を

環
境

省
に

依
頼

済
み

で
あ

る
。

申
し

出
を

受
け

て
、

環
境

省

で
は

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
作

成
を

行
う

。
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

内
容

は
依

頼
が

あ
り

初
め

て
議

論
さ

れ
る

た

め
、
ま

だ
わ
か

っ
て

い
な
い

。
 

⑧
水

産
開

発
局

は
、

イ
ワ

ガ
キ

採
取

の
た

め
の

人
工

礁
の

効
果

を
継

続
的

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
し

、
ま

た
人

工
礁

に
お

け
る

漁
民

の
活

動
が

彼
ら

の
生

計
向

上
に

役
立
つ
よ

う
、
助

言
・
指

導
す
る

。
 

-
 

技
術
カ

ウ
ン
タ

ー
パ

ー
ト
が

継
続
的
な

モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を

実
施

し
て
き

て
い

る
、
さ

ら
に
、

20
09

年
2

月
に

人
工

漁
礁

効
果

測
定

の
短

期
専

門
家

に
よ

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
が

行
わ

れ
、

結
果

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

目
標
の

達
成
状

況
の

指
標

2
で

記
し
た

と
お
り

で
あ
る
。

 

⑨
水

産
開

発
局
は
、
成

果
3
及
び

成
果

4
に

か
か
る

活
動

、
す

な
わ
ち
「

海

面
及

び
沿

岸
域

の
資

源
の

持
続

的
利

用
及
び

漁
場

環
境

保
全

に
関

す
る

、

モ
デ

ル
地

域
住

民
の

意
識

向
上

」
及

び
「

貝
類

増
養

殖
を

中
心

と
し

た
生

計
向

上
」

を
目

的
と

し
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

及
び

成
果

品
を

活
用

し
た

普
及

活
動
を
展

開
す
る

。
 

-
 

C
E

N
D

E
P

E
S

C
A
に

お
い
て

該
当
す
る

活
動
を

担
当
す

る
部
署

は
社
会

開
発

部
で
あ

る
。
成
果

3
に
つ

い

て
は
、

達
成
状

況
で

述
べ
た

よ
う
な
活

動
が
行

わ
れ
た

。
成
果

4
に
か

か
る

モ
デ
ル

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の

漁
民
グ

ル
ー
プ

へ
の

支
援
に

つ
い
て
は

、
社
会

開
発
部
の

職
員

が
延
長

期
間

中
各
グ

ル
ー
プ
を

3
回

程

度
訪
問

し
、
組

織
強

化
や
必

要
に
応

じ
て
零

細
漁
業

振
興

基
金
の

申
請
支
援

な
ど
を

行
っ
た

。
し

か
し

、

同
部
署

の
職
員

は
全

国
を
対

象
と
し
て

2
名
が

配
置
さ

れ
て
い

る
の
み

で
あ

り
、
そ

の
他
の
優

先
度

の

高
い

活
動

を
抱

え
て

い
る

こ
と

か
ら

、
既

存
の

モ
デ

ル
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

漁
民

グ
ル

ー
プ

へ
の

継
続

的

な
支

援
を

十
分

に
実

施
す

る
こ

と
は

困
難

で
あ

っ
た

。
ま

た
そ

れ
ら

の
成

果
を

活
用

し
た

新
規

漁
民

グ

ル
ー
プ

へ
の
普

及
活

動
に
つ

い
て
も
延

長
期
間

中
に
は

実
施
さ

れ
て
い

な
い

。
 

⑩
水

産
開

発
局

は
、

緊
急

時
に

於
け
る

必
要

資
材

の
購

入
、

機
器

類
の

修

理
に

関
し

、
迅

速
に

対
応

で
き

る
よ

う
な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
支

援
体

制
を

、

調
達

に
関

す
る
国
内

規
定
に

沿
っ
て

構
築
す

る
。

 

-
 

20
08

年
10

月
よ
り

緊
急
時

の
支
出

の
た

め
月

U
S

$1
,0

00
の

回
転

資
金
が

、
C

E
N

D
E

P
E

S
C

A
か

ら
C

P
T

事
務
所

内
に
割

り
あ

て
ら
れ

て
お
り
、

支
障
な

く
利
用

さ
れ
て

い
る
。

 

⑪
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
当

初
協

力
期

間
に

作
成

さ
れ

た
手

引
書

や
ガ

イ
ド

に
対

し
て

延
長

期
間

に
得

ら
れ

た
成
果

を
反

映
さ

せ
、

そ
れ

ら
を

完
成

さ

せ
る

。
 

-
 

専
門

家
及

び
技

術
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
は

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

や
手

引
書

の
改

訂
に

必
要

な
種

苗
生

産
及

び

養
殖
試

験
の
デ

ー
タ

収
集
を

継
続
し
て

い
る
。

マ
ニ
ュ

ア
ル
作

成
の
活

動
は

9
月
中

旬
か
ら
実

施
予

定

で
あ
る

。
 

⑫
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

に
水

産
開

発
局

が
貝

類
種

苗
生

産
の

た
め

に
準

備
し

な
け

れ
ば

い
け

な
い

資
金

を
明

確
に

す
べ

く
、

ア
カ

ガ
イ

及
び

マ
ガ

キ
の

種
苗

生
産

の
適

正
規

模
と

そ
の

実
施

に
必

要
な

コ
ス

ト
・

人
員
体
制

を
明
確

に
し
、

水
産
開

発
局
に

提
示

す
る
。

 

-
 

来
年
度

計
画
で

は
、

年
間
ク

リ
ル

10
0
万
個

、
マ
ガ

キ
10

0
万

個
の

種
苗
生
産

を
予
定

し
て
い

る
。

そ

れ
に
必

要
な
コ

ス
ト
・
人

員
配
置

も
明

ら
か
に

な
っ
て
お

り
、

C
E

N
D

E
P

E
S

C
A
の

作
成

し
た
来

年
度

実

施
計

画
（

ラ
ボ

の
運

営
経

費
、

10
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
で

の
技

術
支

援
）

に
示

さ
れ

て
お

り
、

M
A

G
と

C
E

N
D

E
P

E
S

C
A
に

提
出
し

て
い
る
。
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⑬
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
及

び
水

産
開

発
局

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
の

貝
類

増
養

殖
事

業
継
続
及

び
発
展

を
技
術

的
・
資

金
的
に

サ
ポ

ー
ト

す
る

た
め

、

エ
ル

サ
ル

バ
ド

ル
国

立
大

学
、

コ
ス

タ
リ

カ
ナ

シ
オ

ナ
ル
大

学
、

中
米

漁

業
水

産
セ

ン
タ

ー
機

構
等

関
係

機
関

と
の
協

力
協

定
を

検
討

し
、

実
施

体

制
を

提
案

す
る
。

 

-
 

提
言

3
の
結

果
で
記

述
の
通

り
、

M
E

G
A

T
E

C
と

の
協

定
が

締
結
さ

れ
た
。
さ

ら
に
、

国
内
及

び
域
内

（
グ

ア
テ

マ
ラ

、
ホ

ン
ジ

ュ
ラ

ス
、

ニ
カ

ラ
グ

ア
、

コ
ス

タ
リ

カ
）

の
大

学
と

の
技

術
交

換
の

た
め

の

調
整
が

継
続
し

て
行

わ
れ
て

い
る
。
各

国
水
産

セ
ク
タ

ー
の
責

任
者
、

C
E

N
D

E
P

E
S

C
A
及

び
O

S
P

E
C

A

を
通

し
て

域
内

の
協

調
関

係
構

築
も

継
続

し
て

い
る

。
貝

類
を

テ
ー

マ
に

し
た

域
内

研
究

の
情

報
交

換

の
計
画

が
あ
る

。
 

⑭
現

在
、
貝
類

増
養

殖
事

業
は
、

P
ue

rt
o 

E
l T

ri
un

fo
支

局
組
織

内
の
活

動

と
し

て
実

施
さ

れ
て

い
る

が
、

水
産

開
発

局
は

、
養

殖
試

験
場

の
よ

う
な

貝
類

開
発

セ
ン
タ
ー

と
し
て

独
立
さ

せ
る
こ

と
を
検

討
す

る
。

 

-
 

新
規
種

苗
生
産

施
設

が
稼
動
を

開
始
し

た
こ
と

で
、

C
E

N
D

E
P

E
S

C
A
は

種
苗

生
産
施

設
を

プ
エ

ル
ト

・

エ
ル

・
ト

リ
ウ

ン
フ

ォ
の

地
域

事
務

所
か

ら
独

立
し

、
養

殖
部

の
管

轄
下

に
な

る
た

め
の

法
的

な
手

続

き
が
開

始
さ
れ

た
。

 

⑮
水

産
開

発
局
は
、

P
ue

rt
o 

E
l T

ri
un

fo
の

施
設

を
貝
類

養
殖
開

発
の
た

め

の
広

域
訓

練
セ

ン
タ

ー
と

す
る

べ
く

国
内

外
の

協
力

機
関

に
提

案
す

る
可

能
性

を
検

討
す

る
。

ま
た

長
期

的
展

望
と

し
て

、
セ

ン
タ

ー
が

そ
の

自
立

発
展

性
を

確
保
す
る

た
め
の

収
入
を

生
み
出

す
こ
と

が
望

ま
れ
る

。
 

-
 

M
A

G
は

O
S

P
E

S
C

A
に

対
し

て
、
新
規

貝
類
種

苗
生
産

施
設
を
中

米
域

内
の

貝
類
増

養
殖
に
か

か
る

研

修
セ
ン

タ
ー
と

す
る

国
際
協

力
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
提
案

を
行
っ

た
。

O
S

P
E

S
C

A
は

、
JI

C
A

及
び
中

米

統
合
機

構
（

S
IC

A
）

に
対
し

て
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

案
を
提

出
し
そ

の
後
の

フ
ォ

ロ
ー
を

行
っ
て
い

る
。

 

 ３
．
妥

当
性
 

評
価

設
問

 
判

断
基
準

・
方
法
（

指
標
）

 
調

査
結
果

 
大

項
目

 
小

項
目

 

必
要
性

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

エ
ル

サ
ル

バ
ド

ル
の

社
会

や
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー

プ
の
ニ

ー
ズ
に

合
致

し
て
い

た
か

関
連

文
書

・
資

料
、

関
係

者
所

感
 

-
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の

活
動
を

通
し
て

、
イ

ワ
ガ

キ
の
単

位
漁
獲

努
力
当
り
漁

獲
量
は

減
少
し
て

い
る
こ

と
、
ア

カ
ガ

イ
販

売
状
況
か

ら
は
乱

獲
に
よ

る
個
体

の
小
型

化
が

確
認
さ

れ
て
い
る

。
よ
っ
て

、
漁

民
に

よ
る

持
続

的

な
貝

類
増

養
殖
事
業

の
確
立

は
引
き

続
き
ニ

ー
ズ
に

整
合

し
て
い

る
と
言
え

る
。

 

優
先
度

 
エ

ル
サ

ル
バ

ド
ル

の
開

発
政

策
と

の
整
合

性
は
あ

る
か

 

新
政

権
の

水
産

開
発

に
関

す
る

政
策

・
計

画
と
の

整
合
性

 

-
 

本
年

6
月

1
日

に
発
足

し
た
新

政
権
で

は
、国

家
開
発

政
策
と

し
て
「

C
am

bi
o 

en
 E

l S
al

va
do

r 
pa

ra
 v

iv
ir

 m
aj

or

（
よ

り
良

い
生
活
の

た
め
の

エ
ル
サ

ル
バ
ド

ル
の
改

革
）」

20
09

-2
01

4
を
選
挙

運
動
中

に
発
表
し

、「
経
済

改

革
」
を
含

む
4
つ
の

柱
を
掲

げ
て
い
る

。
そ
の

中
で
水

産
分
野

に
関
す

る
7
項

目
の
重

要
テ
ー

マ
が
挙

げ
ら
れ

て
お

り
、
本

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
は
、
こ

れ
ら
の

テ
ー
マ

に
貢

献
す
る

も
の
で
あ

り
、
整
合

性
が
高

い
こ
と

が
確

認

さ
れ

る
。

 

 

日
本

の
O

D
A

政
策

と
の

整
合

性

は
あ
る

か
 

日
本

の
援

助
政

策
、

国
別

事
業

実
施

計
画

と
の
整
合

性
 

-
 

我
が

国
の

平
成

21
年

度
の
対

エ
ル
サ

ル
バ
ド

ル
支
援

の
方

向
性
（
平

成
21

年
度
「

国
別

事
業
展

開
の
方

向
性

」

よ
り

）
は

、
「

経
済

の
活
性

化
と
雇
用

の
拡
大

」
や
「
地

方
振
興

」
を

重
点

的
な
開

発
課
題
と

し
て
取

り
扱

っ

て
お

り
、

本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

は
、
引

き
続
き

日
本
の

援
助

方
針
と

整
合
し
て

い
る
と

言
え
る

。
 

手
段

と
し

て
の

適
切

性
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
開

発
課

題
に

効

果
を

生
む

手
段

と
し

て
適

切
だ

っ

た
か

 

実
績

の
検

証
結

果
、

関
係

者
所

感
 

-
 

当
初

、
想

定
さ
れ

て
い
た

わ
が
国

の
ア

カ
ガ
イ
、
マ

ガ
キ

の
増
養

殖
技
術
や

、
チ
リ
に

お
け
る

マ
ガ
キ

増
養

殖

技
術

は
、
熱

帯
水
域

で
あ
る

エ
ル
サ
ル

バ
ド
ル

国
で
の

適
用
は

必
ず
し

も
容

易
で
は

な
く
、
当

初
想
定

さ
れ

て

い
た

3
年

間
か

ら
2
年

間
の

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
延
長

を
行

っ
た
。

一
方
で
、

延
長
期

間
の
技

術
開
発

に
よ
り

、

ア
カ

ガ
イ
（

ク
リ

ル
）
の
人

口
種
苗

の
量
産

が
可
能

と
な

り
、
マ
ガ

キ
に
お

い
て
も

親
貝
か
ら

の
産
卵

誘
発

に

3
回

成
功
し

、
人

工
種

苗
生
産

技
術
の
確

立
の
め

ど
が
立

っ
た
こ

と
か
ら

、
導

入
技
術

が
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
終
了

後
も

活
用

さ
れ
る
こ

と
が
期

待
で
き

る
。

 

そ
の
他

 
他

ド
ナ

ー
や
他

の
JI

C
A
事

業
と
の

連
携

・
デ

マ
ケ

は
明

確
に

示
さ

れ

て
い
る

か
 

他
ド

ナ
ー

関
連

事
業

の
関

連
文

書
、

関
係

者
所
感

 

-
 

JI
C

A
事

業
と
の

連
携
は

、
JO

C
V

が
収

入
多

角
化
事

業
の

一
環
と

し
て
貝
細

工
の
研

修
の
実

施
・
普

及
、

及

び
浜

茶
屋

に
お
け
る

レ
シ
ピ

開
発
に

従
事
す

る
と
共

に
、

20
09

年
7
月
か

ら
派
遣

さ
れ
た

別
の

JO
C

V
が

、

モ
デ

ル
事

業
の
漁
村

で
の
普

及
活
動

を
支
援

す
る
こ

と
が
検

討
さ

れ
て
い
る

。
ま
た
、
「
東

部
地

域
開

発
プ

ロ

グ
ラ

ム
」

の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
活
用

し
、
イ

ベ
ン
ト

等
で

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の

紹
介
が

行
わ
れ

て
い
る

。
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延
長

期
間

中
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を

取
り

巻
く

環
境

（
政

策
、

経
済

、

社
会
な

ど
）
の

変
化

は
な
い

か
 

実
施

機
関

の
組

織
変

革
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
位

置
付

け
の

変

化
、

他
ド

ナ
ー

に
よ

る
新

規
類

似
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

有
無

、
経

済
状

況
の

変
化
な
ど

 

-
 

20
09

年
6
月

1
日
の

新
政
権

発
足
に

伴
い
、
農
牧

副
大
臣

が
交
代

し
た

。
水

産
局
長

も
7
月

15
日
に

内
部
昇

任
人

事
に

て
新
水
産

局
長
が

任
命
さ

れ
た
。
よ

っ
て

、
運

営
管
理
に

か
か
わ
る

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・
ダ

イ
レ

ク
タ

ー

及
び

マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー

が
交
代

し
た
こ

と
に
な

る
。
現

在
の
と

こ
ろ

、
サ
ブ
・
マ
ネ

ー
ジ
ャ

ー
及
び

コ
ー
デ

ィ
ネ

ー

タ
ー

に
つ

い
て
は
変

更
さ
れ

て
い
な

い
。

 

 ４
．
有

効
性
 

評
価

設
問

 
判

断
基
準

・
方
法
（

指
標
）

 
調

査
結
果

 
大

項
目

 
小

項
目

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達
成

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
達

成
さ

れ

る
か

 

実
績

の
検

証
結

果
、

関
係

者
の

意
見

 

-
 

実
績

の
検

証
結
果
の

と
お
り

、
ク

リ
ル
・
マ

ガ
キ

の
人
工

種
苗
生

産
の
技
術

は
確
立

の
め
ど

が
つ
き

、
技

術
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー
ト
は

種
苗
生

産
・
養
殖

技
術
に

関
す
る

十
分
な

知
識
を

習
得

し
、
漁
民

も
養
殖

技
術
を

習
得

し

た
。
一
方

で
、
主

に
組
織

強
化
や

流
通
・
販
売

の
面
か
ら

課
題
が

残
る
こ

と
か
ら

、
C

E
N

D
E

P
E

S
C

A
等

の
支

援
な

し
に

は
ま
だ
十

分
に
モ

デ
ル
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
を

継
続
で

き
る

段
階
に
は

到
達
し

て
い
な

い
。
イ
ワ

ガ
キ

生

産
に

つ
い

て
も
住
民

組
織
の

問
題
や

人
工
漁

礁
の
適

切
な

投
入
時

期
の
問
題

な
ど
が

残
さ
れ

て
い
る

。
今

ま
で

の
実

験
結

果
や
調
査

結
果
を

用
い
て

生
計
向

上
モ
デ

ル
で

採
算
性

が
示
さ
れ

、
C

E
N

D
E

P
E

S
C

A
及

び
対
象

漁

村
で

手
引

書
の
承
認

を
受
け

る
予
定

で
あ
る

が
、
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

計
画
に
モ

デ
ル
の

活
用
に

よ
る
実

証
作

業

が
含

ま
れ

て
い

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

住
民

グ
ル

ー
プ

が
実

際
に

モ
デ

ル
を

活
用

す
る

こ
と

に
よ

る
実

証
結

果

を
得

る
ま

で
に
は
至

っ
て
い

な
い
。

な
お
、

本
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

は
最
終
的

に
は
生

計
向
上

モ
デ
ル

が
11

項

目
（

本
体

期
間

6
項

目
、
延

長
期

間
5
項

目
）

 提
案

さ
れ

る
見
込

み
で
あ
る

。
 

成
果

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
の

因
果

関
係

 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

十
分

で

あ
っ
た

か
 

実
績

の
検

証
結
果

 
-
 

成
果

4
で

は
モ
デ
ル

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
実
施

に
よ
り

生
計

向
上
の

た
め
の
改

善
策
（
養

殖
及
び

関
連
技

術
、
資

源
の

持
続

的
利
用
方

法
、
漁

民
組
織
の

運
営
方

法
、
資

金
調
達
・
運
用

方
法

等
）
を

選
定

す
る

計
画
で

あ
っ

た
。

成
果

1、
2
に

よ
り
技

術
の
確

立
を
目

指
し
、
成

果
3
に

よ
り
資

源
の
持

続
的

利
用
方

法
の
啓
発

を
め
ざ

し
た

。

一
方

で
、

漁
民
組
織

の
強
化

や
流
通

改
善
の

支
援
を

行
う

た
め
の

成
果
は
明

確
に
含

ま
れ
て

い
な
か

っ
た

が
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で
は

、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

目
標
達

成
の
た

め
に
必

要
で
あ

る
と

認
識
し

活
動
を
実

施
し
た

。
こ

の

こ
と

は
、

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
目

標
の
指

標
1
や

2
の
達

成
状

況
に
影

響
を
及
ぼ

し
て
い

る
と
言

え
る
。

 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

か
ら

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
目

標
に

至
る

ま
で

の
外

部
条

件

は
現

時
点

に
お

い
て

も
正

し
い

か
、

外
部

条
件

の
影

響
が

あ
っ

た

か
 

自
然

環
境

の
大

き
な

悪
化

は
な

い
か

。
 

-
 

現
時

点
ま

で
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

に
影

響
を

及
ぼ

す
よ

う
な

自
然

環
境

の
大

き
な

悪
化

は
見

ら
れ

て
お

ら

ず
、

影
響

は
発
生
し

て
い
な

い
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

の
阻

害
・
貢

献
要
因

は
何

か
 

実
績

の
検

証
結

果
、

関
係

者
所

感
 

本
評
価

調
査
で

、
以

下
の
貢

献
要
因
が

確
認
さ

れ
た
。

 

-
 

M
A

G
上

層
部

の
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
へ
の
関

与
が
強

か
っ
た

こ
と
や

、
技

術
カ
ウ

ン
タ
ー

パ
ー
ト

の
業
務

へ
の

積

極
性

が
高
か

っ
た
。

 

-
 

新
規

種
苗

生
産
施
設

が
完
成

し
た
。

 

-
 

緊
急

時
の

回
転
資
金

U
S

$1
,0

00
の

設
置

。
 

ま
た
、

本
評
価

調
査

で
、
以

下
の
阻
害

要
因
が

確
認
さ

れ
た
。

 

-
 

延
長

期
間

中
の
社
会

開
発
部

の
協
力

は
十
分

に
得
ら

れ
な

か
っ
た
。

 

-
 

新
規

種
苗

生
産
施
設

の
完
成

に
遅
れ

が
生
じ

た
。

 

-
 

C
E

N
D

E
P

E
S

C
A
で

欠
員
の

補
充
が

適
切
に

行
わ
れ

な
か

っ
た
。
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 ５
．
効

率
性
 

評
価

設
問

 
判

断
基
準

・
方
法
（

指
標
）

 
調

査
結
果

 
大

項
目

 
小

項
目

 

ア
ウ

ト

プ
ッ

ト
の

産
出

 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
産

出
状

況
は

適

切
か

 

実
績

の
検

証
結
果

 
-
 

実
績

の
検

証
結
果
の

と
お
り

、
成

果
1、

2
の

技
術
開

発
に

つ
い
て

は
、
カ
ス

コ
デ
ブ

ー
ロ
の

親
貝
養

成
に
課

題
が

残
る

も
の
の
、
ク

リ
ル
・
マ

ガ
キ

に
つ

い
て
は

お
お

む
ね
達

成
さ
れ
る

と
見
込

ま
れ
る

。
成

果
3
は

本
体

期
間

中
に

達
成
さ
れ

た
と
判

断
さ
れ

る
。
成

果
4
は

モ
デ

ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

に
お
い

て
改
善

策
が
選

定
さ

れ
、

達
成

さ
れ

る
見
込
み

。
 

活
動

と
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
産

出
の

因
果
関

係
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

を
産

出
す

る
た

め

に
十
分

な
活
動
で
あ

っ
た
か

 

実
績

の
検

証
及

び
実

施
プ

ロ
セ

ス
の

分
析

結
果

 

-
 

各
活

動
は

お
お
む
ね

計
画
ど

お
り
に

実
施
さ

れ
、
上

記
の

成
果
は

各
活
動
の

結
果
に

よ
り
産

出
さ
れ

て
い

る
。

た
だ

し
、

技
術
開
発

に
時
間

を
要
し

た
た
め
、

成
果

の
産

出
に
も

遅
れ
が
生

じ
た
。

 

活
動

か
ら

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

に
至

る

ま
で

の
外

部
条

件
は

現
時

点
に

お

い
て

も
正

し
い

か
、

外
部

条
件

の

影
響
は

あ
っ
た

か
 

政
府

の
財

政
の

悪
化

が
な

い

か
。

 

-
 

政
府

の
財

政
は
悪
化

し
な
か

っ
た
。

 

C
/P

の
交

代
が
な
い

か
。

 
-
 

延
長

期
間

中
に

2
名

の
C

/P
の

退
職

が
あ
っ

た
。
そ

の
た

め
一

部
活
動

が
滞
り

、
成
果

の
産
出

に
影
響

を
及

ぼ

し
た

。
 

投
入

の
タ

イ
ミ
ン

グ
 

・
質
・

量
 

活
動

を
行

う
た

め
に

過
不

足
な

い

量
・

質
の

投
入

が
、

タ
イ

ミ
ン

グ

よ
く
実

施
さ
れ

た
か

 

投
入

の
実

績
及

び
実

施
プ

ロ
セ

ス
の

分
析

結
果
、

関
係
者

所
感

-
 

日
本

側
の

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に

対
す
る

投
入
は

概
ね
適

切
で

あ
っ
た

。
エ

ル
サ
ル

バ
ド
ル

側
の
投

入
に
つ

い
て

は

概
ね

適
切

で
あ
っ
た

が
、
技

術
カ
ウ

ン
タ
ー

パ
ー
ト
の
欠

員
の
補

充
に
時
間

が
か
か

っ
て
い

る
。

 

 ６
．
イ

ン
パ
ク
ト
 

評
価

設
問

 
判

断
基
準

・
方
法
（

指
標
）

 
調

査
結
果

 
大

項
目

 
小

項
目

 

上
位

目
標

達
成

の
見

込
み

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

果
と

し
て

上

位
目
標

の
発
現

が
見

込
ま
れ

る
か

実
績

の
検

証
結
果

 
-
 

実
績

の
検

証
結
果
の

と
お
り

、
モ
デ
ル

事
業
に

関
心
を

持
っ
て

い
る
漁

民
グ

ル
ー
プ

も
多
く
、
資

金
協

力
に

関

心
を

示
し

て
い

る
支

援
団

体
が

存
在

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
上

位
目

標
達

成
見

込
み

は
高

い
。

な
お

、

C
E

N
D

E
P

E
S

C
A
に

お
い
て

、
生

計
向

上
モ
デ

ル
の
普
及
・
実

証
に
関

す
る

中
長
期

的
な
計
画

は
今
後

検
討

さ

れ
る

予
定
で

あ
る
。

 

上
位

目
標

の
達

成
を

阻
害

す
る

要
因

の
有

無
 

上
位

目
標

と
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
因

果
関
係

 

上
位

目
標

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標

は
乖
離

し
て
い

な
い

か
 

実
績

の
検

証
結
果

 
-
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
が
提

案
す
る

生
計
向

上
モ
デ

ル
が
普

及
さ

れ
、
上
位

目
標
が

達
成
さ

れ
る
た
め

に
は
、
普

及
に

必
要

な
初

期
投
資
、
技

術
支
援

、
社
会

面
の
支

援
、
継
続

的
な
フ

ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ

な
ど
が

必
要

で
あ
る
。
そ

れ

ら
の

支
援

を
可
能
に

す
る
た

め
の
方

策
は
今

後
具
体

的
に

検
討
さ

れ
る
必
要

が
あ
る

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

か
ら

上
位

目

標
に

至
る

ま
で

の
外

部
条

件
は

現

時
点

で
も

正
し

い
か

、
外

部
条

件

が
満
た

さ
れ
る

可
能

性
は
高

い
か

貝
類

消
費

需
要

の
極

端
な

低
下

が
な

い
か

。
 

-
 

消
費
・
需

要
に
関

す
る
デ

ー
タ
は

な
い

が
、
貝
毒

な
ど
の
発

生
も

な
く
、
特

に
消
費

量
の
低
下

に
至
る

よ
う

な

事
柄

は
起

っ
て
い
な

い
。

 

貝
類

の
単

価
の

極
端

な
下

落
が

な
い

か
。

 

-
 

販
売

額
に

関
す
る
デ

ー
タ
は

存
在
し

な
い
が
、

特
に

顕
著

な
価
格

の
下
落
は

起
っ
て

い
な
い

。
 

波
及
効

果
 

上
位

目
標

以
外

の
正

負
の

イ
ン

パ

ク
ト
は

生
じ
た

か
 

政
策

の
策

定
と

法
律

・
制

度
・

基
準

な
ど

の
整

備
へ

の
影

響
の

有
無

 

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
正

の
イ
ン

パ
ク
ト
と

し
て
、

以
下
が

確
認
さ

れ
た
。

負
の

イ
ン
パ

ク
ト
は
指

摘
さ
れ

て
い
な

い
。

-
 

ハ
ル

テ
ペ

ケ
（

Ja
lt

ep
eq

ue
）

湾
に
お

い
て

2
つ

の
女

性
グ

ル
ー
プ

が
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
が
作

成
し
た

ア
カ

ガ

イ
地

撒
き

養
殖
の
漁

民
用
手

引
書
を

参
考
に

し
て
ク

リ
ル

の
蓄
養

を
始
め
た

。
 

-
 

人
工

漁
礁

や
貝
の
養

殖
に
つ

い
て
国

内
で
関

心
が
高

ま
り
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
や
支

援
団
体

、
他

ド
ナ

ー
、
事

業

家
な

ど
か

ら
問

い
合

わ
せ

が
あ

る
。

今
ま

で
に

ル
ク

セ
ン

ブ
ル

グ
大

公
国

、
地

域
開

発
社

会
投

資
基

金

ジ
ェ

ン
ダ

ー
、

人
権

、
貧

富
な

ど
社

会
・

文
化

的
側

面
へ

の
影
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響
の

有
無

 
（

F
IS

D
L
）

、
P

A
C

A
P
、

エ
ル

サ
ル

バ
ド
ル
労

働
省

及
び

IL
O

な
ど

が
養
殖

事
業
へ

の
資
金

援
助
の

可
能
性

を
示

し
て

い
る
。

 

-
 

ク
リ

ル
の

種
苗
が
生

産
で
き

る
よ
う

に
な
っ

た
こ
と

が
中

米
地
域

に
伝
わ
り

、
グ
ア

テ
マ
ラ

か
ら

視
察

団
が

来

訪
し

た
ほ

か
、
や

コ
ス
タ

リ
カ
、
ホ
ン

ジ
ュ
ラ

ス
、
ニ
カ

ラ
グ
ア
、
メ

キ
シ

コ
の
研

究
者
か
ら

視
察
依

頼
が

あ

る
な

ど
、

域
内
で
の

プ
レ
ゼ

ン
ス
が

向
上
し

て
い
る

。
 

-
 

エ
ル

サ
ル

バ
ド

ル
国

立
大

学
の

生
物

学
科

の
学

生
の

研
究

に
貢

献
し

て
い

る
。

ま
た

、
M

E
G

A
T

E
C

ラ
・

ウ

ニ
オ

ン
校

と
は
、
ピ

ラ
ジ
ー

タ
の
施

設
の
運

営
管
理

の
協

定
の
締

結
に
貢
献

し
た
。

 

-
 

イ
ワ

ガ
キ

採
取
を
目

的
と
し

た
人
工

漁
礁
を

投
入
し

た
プ

ラ
ヤ
ス

ブ
ラ
ン
カ

ス
で
は

、
人
工

漁
礁

に
よ

り
魚

や

エ
ビ

の
漁

獲
量
が
増

え
、
採

貝
者
以

外
で
も

以
前
よ

り
収

入
が
増

え
た
漁
民

が
い
る

。
 

そ
の

他
の

影
響
の

有
無
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７
．
自

立
発
展
性
 

評
価

設
問

 
判

断
基
準

・
方
法
（

指
標
）

 
調

査
結
果

 
大

項
目

 
小

項
目

 

政
策
・

 

制
度
面

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
も

政
策

支

援
が
継

続
す
る

か
 

新
政

権
下

の
農

牧
省

及
び

水
産

開
発

局
の

政
策
、

計
画
、

動
向

-
 

新
政

権
の

M
A

G
と

C
E

N
D

E
P

E
S

C
A
の

幹
部

は
、
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
か

ら
派

生
す
る

さ
ま
ざ
ま

な
活
動

に
関

心

を
示

し
、

C
E

N
D

E
P

E
S

C
A
の

来
年

度
実

施
計
画

に
も
示
さ

れ
る
よ

う
な
支

援
を
し

て
い
る

。
 

貝
類

増
養

殖
の

普
及

の
た

め
の

関

連
規

制
、

法
制

度
は

整
備

さ
れ

て

い
る
か

 

必
要

な
法

制
度
の

整
備
状

況
 

-
 

制
度

面
に

つ
い
て
は

、
M

A
G
、
環

境
省

、
市

役
所
の

よ
う

な
関
係

機
関
に
よ

る
許
認

可
制
度
（

必
要

な
許
可

、

申
請

プ
ロ

セ
ス
等
）
が

未
整
備

で
あ
る

こ
と
が

指
摘
さ
れ

る
。
ま
た

、
漁
業

活
動
の

整
備
の
判

断
基
準

と
な

る

よ
う

な
制

度
の

整
備

の
判

断
基

準
と

な
る

よ
う

な
漁

獲
量

、
貝

の
資

源
量

、
採

貝
者

人
口

な
ど

の
基

本
的

な

デ
ー

タ
が

な
い
こ
と

も
指
摘

さ
れ
る

。
 

組
織
・

 

財
政
面

 

協
力

終
了

後
も

活
動

を
継

続
す

る

た
め
の

組
織
能

力
は

あ
る
か

 

人
材

配
置

、
意

思
決

定
プ

ロ
セ

ス
、

実
施

体
制

な
ど

の
整

備
状

況
 

-
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の

カ
ウ
ン

タ
ー
パ

ー
ト
に

よ
り
次

年
度

予
算
計

画
が
作
成

さ
れ
、
現

在
は

承
認

を
待

っ
て

い

る
。

 

-
 

一
方

、
C

E
N

D
E

P
E

S
C

A
内

に
は

、
普
及

を
担
う

人
材
が

不
足
し

て
お
り

、
具

体
的
な

普
及
体

制
に
つ

い
て
は

今
後

検
討

が
必
要
で

あ
る
。

 
実

施
機

関
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

す
る
オ

ー
ナ
ー

シ
ッ

プ
は
十

分
か

水
産

開
発

局
の

貝
類

増
養

殖
普

及
に

対
す

る
方
針

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
の

活
動

継

続
の

た
め

の
予

算
が

ど
の

程
度

確

保
さ
れ

て
い
る

か
 

今
後

の
関

連
活
動

の
予
算

計
画

-
 

ま
た

、
財

政
面
に

つ
い
て

は
、
国
外

機
関
、
各

種
援
助

機
関
な

ど
か
ら

の
貝

類
増
養

殖
事
業
へ

の
資
金

援
助

の

可
能

性
が

あ
り
、
養

殖
資

機
材
の

調
達
、
種

苗
購

入
等
初

期
投
資

資
金
が
確

保
で
き

る
可
能

性
が
あ

る
。
さ

ら

に
、

新
政

権
下
で
は

来
年
度

の
C

E
N

D
E

P
E

S
C

A
の

予
算
は

38
万
ド

ル
程
度

の
増
加

が
予
定

さ
れ
て

い
る
。

ま
た

、
零

細
漁

業
振

興
基

金
（

Fi
de

ic
om

is
o 

P
es

ca
r）

の
モ

デ
ル
事

業
の
普
及

へ
の
優

先
的
な

活
用
を

検
討

す

る
な

ど
、

貝
類
増
養

殖
事
業

の
モ
デ

ル
普
及
の

気
運

は
高

ま
っ
て

い
る
と
言

え
る
。

 

技
術
面

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

取
り

入
れ

た
技

術
は

関
係

者
か

ら
受

け
入

れ
ら

れ

て
い
る

か
 

C
/P
、
漁

民
グ
ル
ー

プ
は
技

術
を

受
け

入
れ

て
い

る
か

。
技

術
レ

ベ
ル

、
社

会
的

・
慣

習
的

要
因

な
ど

の
問

題
が
な

い
か
。

 

-
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
導

入
・
開
発

し
た

技
術

は
技

術
カ

ウ
ン
タ

ー
パ

ー
ト

や
漁

民
グ

ル
ー

プ
に

受
け

入
れ

ら
れ

て

お
り

、
適

用
性
に
つ

い
て
は

、
問
題

は
指
摘

さ
れ
て

い
な

い
。

 

普
及

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

は
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
に

取
り
込

ま
れ

て
い
る

か
 

技
術

の
普

及
に

あ
た

り
問

題
が

な
い

か
。

 

-
 

し
か

し
、
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

を
通
し
て

育
成

さ
れ

た
人
材
が

、
C

E
N

D
E

P
E

S
C

A
の

雇
用

条
件

の
問

題
か

ら
離
職

す
る

ケ
ー

ス
も
発
生

し
て
お

り
、
技

術
を
持

っ
た
人

材
の

退
職
に

よ
る
影
響

を
直
接

受
け
る

可
能
性

は
あ

る
。

技
術

の
水

産
開

発
局

内
で

の
制

度
化

に
向

け
た
取

り
組
み

 

社
会
・

 

文
化
・

 

環
境
面

 

女
性

、
貧

困
層

、
社

会
的

弱
者

、

環
境

へ
の

配
慮

不
足

に
よ

り
持

続

的
効

果
を

妨
げ

る
可

能
性

は
な

い

か
 

持
続

的
効

果
の

発
現

の
促

進
要

因
と

阻
害

要
因

 

-
 

養
殖

事
業

の
環
境
へ

の
影
響

に
つ
い

て
は
、

PA
C

A
P
か

ら
も

環
境

保
護
と
共

存
で
き

る
活
動

と
し
て

認
識

さ

れ
て

お
り
、
今

後
本

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の

養
殖
事

業
の
普

及
に
協

力
・
支

援
し

て
い
き

た
い
と
の

こ
と
で

あ
る

た

め
、
ヒ
キ

リ
ス
コ

湾
沿
岸

の
ク
リ

ル
養

殖
に
つ

い
て
は
問

題
な
い

と
考

え
ら

れ
る
。
一

方
で

、
カ

ス
コ

デ
ブ

ー

ロ
に

つ
い

て
は
、
現

在
は
天

然
種
苗
を

活
用
し

た
養
殖

で
あ
る

こ
と
か

ら
、
種

苗
生
産

技
術
が

早
急
に

確
立

さ

れ
る

こ
と

が
環
境
面

へ
の
影

響
を
及

ぼ
さ
な

い
前
提

と
な

る
。
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専
門
家
派
遣
実
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（
網
掛
け
は
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長
期
間
の
実
績
）

 

 
(1

) 
長
期
専
門
家

 

      
(2

) 
短
期
専
門
家
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受
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L
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 G
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m
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」
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団
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ミ
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ア
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３
．
供
与
機
材
実
績

 

使
用
頻
度
：

A
: 
常
時
使
用

 -
 B

: 
時
々
使
用

 -
 C

: 
ま
れ
に
使
用

 

保
管
先
：

T
ri

un
fo
（
Ｔ
ｒ
ｉ
ｕ
ｎ
ｆ
ｏ
事
務
所
）
 
Ｐ
ｉ
ｒ
ｒ
ａ
ｙ
ａ
（
種
苗
生
産
施
設
）

 

１
．
現
地
調
達
品

 

N
o.

 
機

材
名

 
単

価
(U

S
$）

数
量

 
価

格
(U

S
$）

 
入

手
日

 
保

管
先

 
使

用
頻
度

 
状

態
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水
質
測
定
機
材
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2X
D
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1
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25

9.
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20
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T

ri
un
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Ａ
 

良
好
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海
水
紫
外
線
殺
菌
装
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U
V
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s 
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6
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T

ri
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Ａ
 

良
好
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上
記
用
ラ
ン
プ

40
W
 

U
V
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0
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Ａ
 

良
好
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上
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用
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ス
ト
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U
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0 
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0
6
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0/
3 

T
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Ａ

 
良
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上
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用
ガ
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ッ
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V
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5.

00
6
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Ａ
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Ａ
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12

.0
0

6
72

.0
0

20
08

/1
0/

3 
T

ri
un

fo
 

Ａ
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Ａ
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．
本
邦
調
達
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N
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材
名

 
単
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円

）
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価
格
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手
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管
先
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Ａ
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Ａ
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Ａ
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Ａ
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M
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ト
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ン
ラ
ッ
セ
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T
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良
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良
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16
 

時
計
皿
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Ａ
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Ａ
 

良
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駒
込
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Ａ
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ピ
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4
10
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Ａ
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好
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Ａ
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好
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Ａ
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Ａ
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付
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Ａ
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蓋
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洗
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Ａ
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好
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ス
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K
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27
 

ロ
ー
プ
ス
プ
ラ
イ
ス
用
ス
パ
イ
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ロ
ー
プ
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K
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好
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パ
ー
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20

0
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パ
ー
ル
ネ
ッ
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0
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0
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/9
/2
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T
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Ａ
 

良
好
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パ
ー
ル
ネ
ッ
ト
 

1/
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i m
es

h 
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0
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16
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/9

/2
7 

T
ri

un
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Ａ

 
良
好
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パ
ー
ル
ネ
ッ
ト
 

1/
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 m
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h 
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0
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0
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00
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05

/9
/2

7 
T

ri
un

fo
 

Ａ
 

良
好

 

32
 

エ
ア
ー
ス
ト
ー
ン
（
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M

I 
G

L
O

B
E

 T
Y

PE
 2

5）
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0
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2,
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0

20
05

/9
/2

7 
T

ri
un

fo
 

Ａ
 

良
好

 

33
 

エ
ア
ー
ス
ト
ー
ン
（

K
A

-2
0）

 
1,
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0
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,5
00

20
05

/9
/2

7 
T

ri
un

fo
 

Ａ
 

良
好

 

34
 

エ
ア
ー
ス
ト
ー
ン
（

N
B

-1
50
）

 
4,
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0
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4,
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0

20
05

/9
/2

7 
T

ri
un

fo
 

Ａ
 

良
好

 

35
 

金
属
製
一
方
エ
ア
ー
コ
ッ
ク
（

4X
6m

m
 Ф

 ホ
ー
ス
用
）
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0
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0
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,0
00
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05

/9
/2

7 
T

ri
un

fo
 

Ａ
 

良
好

 

36
 

２
本
枠
４
本
手
ま
る
か
ご
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m
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0
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,5

00
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/9

/2
7 

T
ri

un
fo

 
Ａ

 
良
好

 

37
 

ト
リ
カ
ル
ネ
ッ
ト
（

N
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幅
）
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m
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00
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/9
/2

7 
T

ri
un

fo
 

Ａ
 

良
好
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ポ
リ
エ
チ
レ
ン
ネ
ッ
ト
 

M
S
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0 
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 c
m

幅
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m
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05
/9

/2
7 

T
ri

un
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Ａ

 
良
好

 

39
 

北
原
式
定
量
二
重
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
ネ
ッ
ト
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7,
00

0
1

16
7,

00
0
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05

/9
/2

7 
T

ri
un

fo
 

Ａ
 

良
好

 

40
 

同
交
換
用
袋
網
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,0
00

2
13

6,
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0
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05
/9

/2
7 

T
ri

un
fo

 
Ａ

 
良
好

 

41
 

イ
ン
ペ
ラ
ー
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0

5
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,5
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/1
2/
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T

ri
un

fo
 

Ａ
 

良
好
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ア
ル
テ
ミ
ア
孵
化
槽
 

S
B

F
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0

5
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0
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/6

/6
 

T
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Ａ

 
良
好
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穴
あ
き
プ
レ
ー
ト
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,0
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5
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,0
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/6
/6

 
T
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fo
 

Ａ
 

良
好
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投
げ
込
み
型
チ
タ
ン
ヒ
ー
タ
ー
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 c
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 c
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 c
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 c
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